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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

















どうか私を、忘れてほしい。

一日でも早く、悲しまずにすむように。




































　心は、季節に似ているのだという。

　それなら、底に沈しずめた誓ちかいや切なさは。春夏秋冬、いったいどの季節に芽め吹ぶくのか。

　学校という小さな王国を思い出す。

　制服のスカートを翻ひるがえし、少し汚よごれた上うわ履ばきで廊ろう下かを走る。その軽かろやかな足音。教室に満ちる笑い声。立ち止まって振ふり返りたくなるような、ありふれた過去の断だん片ぺんだ。

　二度と戻もどらない過去のすべてが、とても愛いとおしかった。

　だけど、これからはこの『世界』で、無数の愛おしさを作っていこう。

　深く沈めた誓いは、いつかきっと芽吹く。

　迷いながらも誰だれかの手を取り、誰かに手を取られ、少しずつ未来へと歩いていけるはず。







　一章







　陽よう都とは、四方を険しい稜りよう線せんで囲んだ中央の砂地にあった。

　国の護ご女じよと呼ばれる緋ひ宮みやは、都の北区に『帰き鼓こ廷てい』という広大な土地を所有している。大門前に並ぶのは、薔薇ばらのようにあでやかな真しん紅くの衣ころもをまとった神巫かんなぎたち。

　顔にも真紅の仮面をつけた彼らは、私に向かって糾きゆう弾だんの指を一いつ斉せいに突つきつけた。

「花は、散っておりませぬ」

「忠義もまた枯かれてはおりませぬ」

「我らの女め神がみは、架か々が裏り様」

「我らの神しん花かを散らすというか」

「なればまず、我らが身を切り刻め」

「死して女神の護ご霊れいとなろう！」
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　まだまだ蒸むし暑さが消えない、夏と秋の中間の季節。

　刑けい場じようでの騒そう動どう後、六日ほどを費ついやして、私はやっと緋宮の領地、『帰鼓廷』に到とう着ちやくした。

　飼い主、いや、命の恩人の胡こ汀ていや白しら雨さめさん、伊い織おりさんに椰や真まちゃん、そして護ご剣けん士しのお二方と一いつ緒しよにだ。

　でも、そこで待っていたのは、神巫たちの強い拒きよ絶ぜつだった。門の前に立ち塞ふさがって、私たちを一歩たりともなかに入れようとしない。

「知ち夏か。日が強い。あの庇ひさしの下に入っていろ」

　途と方ほうに暮れて立ち尽つくす私の腕うでを、胡汀が摑んだ。左側の目尻を彩る赤い刺青。その端整な顔立ちには今、うっすらと不機嫌さがにじんでいた。

　私たちは一旦、敷しき地ちの外にある物見台兼けんあずまやまで下がることにした。

　ずっと遠くの右手側には、帝さんの領地を示す囲い塀が見える。私たちが辿ってきた方向には、市や様々な施設なんかが並ぶ区画があった。さらに遠方には壁のように高く、深い大自然。

「正体不明な私の怪あやしさが、問題とか……どうしよう」

　厳しい日差しにめげている椰真ちゃんの羽を梳すきながら、私は悩なやんだ。

「いえ、先にこちらへ連行された先代緋宮、架々裏を見て、神巫たちは反発を強めた様子」

「架々裏様は、帰鼓廷の神しん殿でん仕えの祇官から緋宮として立たれた方。罪を犯おかしたとしても、まだ神巫たちの信しん頼らいは強く、支持も多いかと」

　硬かたい声を発した朝あさ火ひさんに同調し、佐さ基きさんも優やさしげな顔に憂ゆう鬱うつの色を浮うかべる。揃そろいの長衣をまとう、すらりとした二人は、先代の架か々が裏りさんが指名した護剣士だ。

「ぬけぬけと、次じ代だい様を認めるわけにはいかぬだと。建前の義心を剝はぎ取れば、人の腹など欲よくの巣そう窟くつ。気高き忠義ではない、神巫かんなぎどもの承しよう認にんなく架々裏を捕ほ縛ばくしたことが問題なのだ。のけものにされて、駄だ々だをこねているのとかわらない。緋宮の不在で、いずれ進しん退たい窮きわまるのはおのれたちというのに、帰き鼓こ廷ていを閉とざすとは！」

　朝火さんは不満そうに吐はき捨てると、二重の高い石いし塀べいで囲われた帰鼓廷の大門を見やった。

　塀はそびえるほど高いので、内部の様子を確かめることができない。

「しかし、今言い争うのは、神巫たちを頑かたくなにさせるだけでは。時を置くべきかと」

　胡こ汀ていの冷静な指し摘てきに、朝火さんは感情を封ふうじ込むように腕を組み、苦い笑えみを見せた。

「ここまで休みなく来たからな。次代様方もお疲つかれだろう。本来なら、緋宮も我ら緋剣も帰鼓廷にて暮らすのだが、仕方ない。都の休み処どころへ行くよりも、そうだ、佐基、おまえの屋や敷しきが一番近いか」

　佐基さんは一いつ瞬しゆん、眼まな差ざしに戸と惑まどいを乗せたけれど、私たちを見回して軽くうなずいた。

「そうですね。次代様、またしばしの移動となりますが、お許しを」

「あっ、いえ、佐基さんのご迷めい惑わくになるから！」

　私は慌あわてて両手を振った。いけない、流されている場合じゃない！　私自身の問題だ。

　とはいえ、日本から、色々あって異界に来てしまった身だ。ほかに頼たよれるところはない。

「迷惑など。御おん身みをお預かりできること、光栄に存ずる」

「と、とんでもないです！　私、ええと、どこかその辺で十分休めます」

「いいえ、次代様になにかあっては申し訳がたちません。どうかお越こしを。ただ、見み窄すぼらしい屋敷ですので。次代様にくつろいでいただけるとよいのですが」

　佐基さんは労いたわりたっぷりの微笑ほほえみを作ると、苦く悩のう中の私の背をそっと押して、ここまでの移動で利用してきた輿こしへと誘ゆう導どうした。輿をひくのは馬や牛じゃなく司し狼ろうっていう巨大な茶毛の狼的動物だ。私以外の人はみな、機動性を重視して司狼に直接乗っている。

　ぽつんと、輿のなかで寂さびしく膝ひざを抱かかえること、数時間。

　慌ただしさにつられてふわふわと浮うわついていた気持ちが、落ち着いてくるのがわかった。

　私は輿の仕切り布を開け、外を眺ながめた。彼方かなたに霞かすむ険しい稜りよう線せんを見やる。天を貫つらぬく連れん峰ぽうからは、今にも竜りゆうに乗った山神様が現れそう。息をのむほど壮そう麗れいな光景だった。

　本当に、遠い世界に来ちゃったなあ。電車でも飛行機でもたどり着けない、フシギ世界。

「次代様、かあ」

　自分でも信じられないことだけど、この私が、国の霊れい的てき守護者である次代緋宮なんだって。

　まだその立場や役割を把は握あくしきれていないせいで、「次代様」と呼ばれても、ぴんとこない。さっきの神巫たちの拒絶も……すぐには理解できず放心状態だった。

　気持ちが落ち着いた今いま頃ごろになってようやく、受けたショックを実感しているっていうか。

　そ、そうか、私ってば、完かん膚ぷなきまでってくらい新緋宮として全否定されたんだ。うわ、うわ！

「まっ、負けるな私！　今が底辺なら、これ以上落ちることないし、上がるだけだ！」

　私は萎しぼみかけた自分を励ました。日本に戻れる日まで、できることを探していかなきゃ。

「もしかすると。緋宮のお役目のために、私ってばこの世界に来ることになった？　だったら、役目を無事に終えさえすれば帰り道が開けるんじゃ」

　それならまずは、長く苦難の日々を送ってきた白雨さんたちを、幸せにしたい。

　うん、そうだ。処しよ刑けいさせないためとはいえ、私が「緋ひ剣けんになって」とお願いした。途と中ちゆうで放ほうり出すなんてだめだ。胡こ汀ていや伊織さんだって、私の身を心配して一緒に来てくれたんだから、いっぱい恩返ししないと。

「間ま違ちがいないよね、これが私の使命！　ほかに、私がここにいる理由、ないだろうし…」

　ただし緋宮として認められなきゃ、なにも成すことはできない。

　最初の目標は、どうやら神巫かんなぎ攻こう略りやくになりそう。

　今後の作戦を練っているうちに、瞼まぶたがどろりと重くなる。緊きん張ちようのし通しだったところに帰き鼓こ廷ていの拒絶があって、どっと疲れが押し寄せてきたみたいだった。

　都の近くにあるという佐基さんの領地に到着するまでの時間、私は深く眠ねむってしまった。

　起きたのは、椰や真まちゃんの呼ぶ声で。外はもう、西日がさす頃ころにかわっていた。

　輿から降りてみれば、目の前には伽が藍らん的に回かい廊ろうを張り巡めぐらせた豪ごう奢しやな敷地。夕焼けの彩いろどりで、火のなかに建っているみたいだった。ここが自宅って佐基さん、かなりのお嬢じよう様さま？

「正面の建たて屋やが私の住まいです」

　佐基さんの案内で、全員、ぞろぞろと主しゆ殿でんの大広間へ向かう。外観だけじゃなくて、内部も豪ごう華かだ。古代寺院に似た造りの壁かべや引き戸には、どれも手のこんだ透すかし彫ぼりがある。

「佐基の一族は、様々な薬を扱あつかうのに長たけていたか。次代様、あとで散策するといい。たしか、薬園が見事だから。この柑かん梨り殿でんは、貴人が所有する地のなかでも優美であることで知られているのですよ。亡ぼう霊れい屋や敷しきと呼ばれる俺のところとは、天と地の差だ」

　大広間の円座に片かた膝ひざを立てて座りながら、朝火さんが笑う。

　亡霊屋敷って、遊園地のお化け屋敷を連想して、なかなか気になるんですが。

「いえ、私の屋敷など。最もつとも優美で知られるのはやはり帰鼓廷です。剣士たちと神巫たちの住まう一画は雰ふん囲い気きもずいぶん異なり、それぞれ風ふ情ぜいがあります。目を楽しませる亭ていも多い」

　謙けん遜そんを含ふくんだ佐基さんの言葉に、朝火さんが微び笑しようを引っ込めた。

「帰鼓廷な。外界を受け入れぬ箱庭のような場よ。そこに住む者もな。術の精度を高めるためには仕方のないことだが、あの閉へい塞そく的な淀よどんだ気配には時々、心底嫌いや気けがさすぞ」

　朝火さん朝火さん、ステキ笑顔で本音がだだ漏もれ！　この人ってば結構、過激発言が多い。

「実際、神巫かんなぎたちの陰いん湿しつさにはあきれ果てる。ああも幼よう稚ちな真似まねをされると、見境なく叩たたき切りたくなるが、そうもいかぬか。……いかがなさる、次代様？」

　朝火さんは一見好青年な柔やわらかい表情で、さらっと暴言を吐いた。

　その羊の皮をかぶった狼おおかみみたいな目、「アンタが許可すんなら……、やっとくー？」という本気の期待がまざってませんか。剣士と神巫って仲が悪いのかな。

「それで、閉め出されたのなら、知夏の身はどうなる」

　私の隣となりに座った胡こ汀ていが、淡たん々たんとたずねた。白雨さんと伊織さんは円座に座らず、四種の鳥の絵が大きく描えがかれた壁に寄りかかり、静かにこっちを見ている。

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつな椰や真まちゃんは、主殿に入る前、珍めずらしい虫を追いかけて木立の中に消えた。前よりお利口になったけれど、無む邪じや気きなとこは変わらない。

「次代様は蒸む槻きのしきたりを知らぬ、異界の女め神がみだったか。とりあえずは我ら二人が代理となり、帰き鼓こ廷ていと交こう渉しようをしていこう。それまでのあいだ、次代様をどうするか……」

　朝火さんは疲れたように小さく吐と息いきを落とし、ふんわりした髪かみをかきあげた。

　私は身を乗り出した。交渉がどの程度長引くのか予測がつかない今、佐基さんのお屋敷でずっとお世話になるわけにはいかない。

「あの、私のことはご心配なく。野宿でも全然平気ですもん！　関所に来る前も胡汀たちと野宿暮らしでしたから、野生耐たい性せいばっちりです。それに川流しも牢ろう獄ごく暮らしも磔はりつけも火あぶりも経験しましたもんね、ちょっとのことでは動じません！」

　頑がん丈じようなところを力強くアピールすると、皆みなが一瞬、押し黙だまった。この重い空気、なぜ。

　胡汀が複雑そうに私の頭を、ぽんと叩いた。ほかの人たちは顔を引きつらせる。一番顕けん著ちよな反応を見せたのは、佐基さん。

　真っ青になって身を震ふるわせた直後、がばっとその場に上体を伏ふせる。なんで!?

「どうか我らの無礼をお許しください。いえ、守護剣たる任を怠おこたり、次代の緋ひ宮みやに対して到とう底てい謝罪のみではすまされぬ数々の大罪、命をもってこの不忠を償つぐない──いや、違ちがうのか、私は先代様の護剣士。あなたの剣では、なかったか……」

　猪ちよ突とつ猛もう進しんなところがあるっぽい佐基さんは、途中で言葉を切り、愕がく然ぜんと私を見上げた。

　私も同時に「あ」と気づいた。そう言われるまで忘れていた。

　佐基さんと朝火さんは、あくまで「先代緋宮、架か々が裏りさん」の護ご剣けん士しってことなのか。

　刑けい場じようでの誤解を解いて以来、二人は味方ポジションでいたから、てっきり継けい続ぞくで緋剣の役目を担になってくれるとばかり思っていた。

「か、かしこみ申し上げる、次代様。先代の罪は、支えきれぬ緋剣の罪でもあります。それに私は、神巫たちを統とう轄かつする長老一族の者。かほどに罪を背負いながらのうのうと生き恥はじをさらし、次代様のおそばにあろうとするとは。なんたる傲ごう慢まんか、私は」

「ちょっ、佐基さん、ちょっと待って！」

　地に沈しずみそうな勢いで猛もう省せいし始めた佐基さんをとめる。

　ところが佐基さんめ、優やさしげな顔してネガティブに強ごう情じようでした。顔を上げてくれない。

「ええと、ごめんなさい、私ナチュラルに、佐基さんと朝火さんは引き続き緋剣でいてくれるんだと思ってました」

　佐基さんが上体を起こし、目を見開いた。落ちる。目、落ちます。

「あっ、だめなんでしょうか！　一代に一剣、みたいな感じなんでしょうか」

「いえ、それは……、そんなことはありませんが……私にも、指名を？」

「はい、ぜひ。なってくれたらすっごく嬉うれしいです」

　癒いやし系をゲットせねば、と意気込んだとき、腕うで組ぐみしている胡こ汀ていと視線が合った。ヤバイ、「こらオマエ、なんかろくでもないこと考えてないか？」という据すわった目だ、あれ。

「本当に……嬉しいですか？　私や朝火は、あなたを殺あやめようとした先代の……」

「佐基さんも朝火さんも、命の恩人ですもん。火あぶりのとき、助けてくれました。それに近ちか頃ごろ、暴君まみれで優しさに飢うえ……やっ、なんでもないです。すみませんこのまま緋剣でいてください！」

　力ちから一いつ杯ぱいお願いすると、佐基さんは肩かたの力が抜ぬけたように、安あん堵どの表情を作った。

　あ、よかった、嬉しそう？　佐基さんって私よりも年上っぽいのに、純じゆん粋すいなイメージだ。

「そうまで望んでくださるのなら、まあ引き受けてあげますよ」

　朝火さんには憎にくまれ口を叩かれたけれど、嫌いやそうではないみたいだから、いいか。

「だが緋剣指名の儀ぎをするにしても、まず帰き鼓こ廷ていに入らねば」

「帰鼓廷に入ることが、一番の問題……？　ほかの場所じゃ、暮らせないですか？」

　朝火さんの口ぶりって、神巫かんなぎとの和解よりも帰鼓廷という場を得ることが先決って聞こえる。

「当然です。帰鼓廷内でなければ、そも、次代様。あなたの就任の儀を行えない」

「え……っと。でも、火あぶりのとき、代だい替がわりの種が出たって……？」

　あれで終わりじゃないの？

「ええ。あめつちが認め、種は顕あらわれた。ゆえに、就任の儀を行い、蒸む槻きにおわす神々すべてに披ひ露ろうせねば。また、前歴が終わるとき、どうしたって国を守護する界が弱まる。新しん暦れきの緋宮はその儀を行うことによって神力を得、また、界を強化する」

「日本的に考えると、種が顕れたのは、いわば選挙票を得たってこと。で、当選したからさっそく世間にお披ひ露ろ目めだー。新しい条約で経済アップを狙ねらうぞー、という感じの流れ？」

　皆さん、私のつぶやきに「なんのはなし？」という不思議そうな顔をした。

　ごめんなさい、まだこっちの考え方に馴な染じんでいないので、日本のルールと照らし合わせないと理解しにくいんです。政経の授業が脳のう裏りを巡っている。

「覚えておかれたほうがいい、次代様。我らは、霊れい的てき手段をもって陰かげながら蒸槻を護まもる集団なのです。ゆえに、ことごとく神事です。寝ねても覚めても、神事を行う」

「そ、そうですか」

　強きよう烈れつなたとえだ。そのくらい、神事をたくさん行うってことか。

「先ほどは箱庭などと揶や揄ゆしたが。皮肉だけで言ったのではない。帰き鼓こ廷てい自体が、呪まじないの盤であり、神気の箱だ。だからこそ、そこでの儀式に意味がある」

　閉とざされた空間を表すように、朝火さんは自分の両手を、貝のようにぱくりと合わせた。

「さて、しばしこちらで過ごされよ。俺は帰鼓廷に戻もどります」

　神巫かんなぎともう一回交渉しにいく、と言って朝火さんは立ち上がった。

「そう長引かせはしませんよ。佐基、それまで次代様に不自由のないよう」

「大だい丈じよう夫ぶです、私、ほんと野宿で！」

　平気です！　と叫さけびかけた瞬しゆん間かん、胡こ汀ていと朝火さんが無言で佐基さんを指差した。

「えええ、佐基さん土下座なし、顔上げてー!!　私、身体からだだけは丈じよう夫ぶだから、本当に野宿でも全然気にならな……や、その、顔を上……。お、お世話になります…」

　蒼そう白はくになるどころか、今にも切腹しそうな佐基さんに負け、私も深々、頭を下げた。

「ああ、もう日が暮れますね。お疲つかれでしょう、湯ゆ屋やの用意をしましょうか」

　蘇よみがえった佐基さんは下働きの人を呼んでお風ふ呂ろの準備を頼たのむと、手取り足取りの丁てい寧ねいさで私に敷しき地ち内を案内してくれたり、食事をとらせてくれた。

　従者的態度に最初は気き後おくれしていたけれども、途と中ちゆうで、あれっと気づく。遠えん慮りよすると、佐基さんは途と方ほうに暮れた感じで肩を落とす。反対に、なにかを要求したほうが嬉しそうな顔をする。

　でも、私と胡汀には親切なのに、伊織さんと白雨さんとは必要以上に会話をしない。どうしてだろう。

　ありがたく湯屋という木のお風呂を使わせてもらい、屋や敷しきの使用人に寝しん所じよまで連れていってもらう。胡汀たちは別の客室だ。眠ねむる前に、会いたいな。

　場所を聞くため、使用人の女性に声をかけようとしたときだった。

「怪あやしまれびとを囲わねばならぬとは、おかわいそうな佐基様」

　ぽつりと独白され、私は硬こう直ちよくした。え……どういう意味？　怪しまれびとって。

　使用人は何事もなかったように去っていく。その背を見つめ、ずしりと胸が重くなった。

　胡汀のところへ行くのは中止し、髪の毛もろくにふかないまま寝しん台だいに潜もぐる。

　──真夜中。眠ろうと、寝台のなかで瞼まぶたを閉ざしていたけれど、ダメだった。

　真っ暗くら闇やみに包まれているうち、鳥とり肌はだが立つくらいの強い恐きよう怖ふがこみ上げる。

　怪しまれびと、怪しまれびとって、闇が憎しみをこめて責めている気がした。

　どうして私、ここにいるんだっけ？　なんで私、一人でいるの。怖こわい、怖いよ！

　私は勢いよく寝しん具ぐをはねのけた。ここから出たい。どこか明るいところに行きたい！

「……っ!?　やっ椰や真まちゃん……！」

　私は叫びそうになった。突とつ然ぜん、闇のなかにぼうっとなにかが光ったと思ったら、犯人は神しん出しゆつ鬼き没ぼつな椰や真まちゃんだった。そういえば人ひと魂だまっぽく身体を光らせることができたっけ。

　にしても、背筋凍こおった。なんていうタイミングで出現するのー!?

　椰真ちゃんは空中でくるりと回転したのち、扉とびらを指差すと、自分の髪を雑草摑づかみした。

　私が理解できず怪け訝げんそうにすると、もう一回、その不思議な動作を繰くり返す。

　そして小さく笑い、闇のなかにまた、すうっと消えていく。

「あっ、胡こ汀てい？」

　わかった。私は這はうようにして、厚い布をはった格こう子し扉に近づいた。

　扉をしばらくじっと見たあと、そこに寝具をひっぱってきて、横たわる。

　椰真ちゃんのあの仕草。胡汀、もしかして通路にいるんじゃないかな。

　なにしろ夜中に脱だつ走そう癖へきがある私だ。また逃とう亡ぼうしないかと、心配してくれてるのかも。

　──うん、なんで私がここにいるかって言えば。

　この世界で知り合った大事にしたい人たちを、これからたくさん笑わせてあげたいためだ。
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　翌々日の、柑かん梨り殿でんの庭園。池の上に浮うかぶスズラン形のかわいいあずまやに、私たちはいた。板いた敷じきの円えん座ざに座る私のそばでは、胡汀と伊織さんが向き合い、熱心に装そう飾しよく用鉄具の検分作業をしている。どこの世界でも男性ってプラモ……細かな工作系、好きなんだなー。

　白雨さんは、私の正面にいて、砂を薄うすーく敷しいた板ばん書しよに、細い枝でなにやら描えがいている。

　私はそっと視線を胡汀と伊織さんに向け、観察した。

「なあ胡汀。これはなんの留め具だ。蟲むし神がみの形をしているが」

「……庇ひさしに下げる鉤はり。厄やく払ばらいの神の形」

「ああ、庇の縁ふちにかける厄やくよけの香こう用か。ではこの、花鳥の形を模したものは？　珍めずらしい色合いだが、これも鉄か」

「……仕上がり後に彩さい色しきしたのではない。鉄を精せい錬れんするときの土や獣じゆう骨こつ、角など、混ぜる材料を変えている」

「ふうん。じゃあこれは？」

「……」

　伊織さんが興きよう味み津しん々しんに質問するたび、胡汀の眉み間けんの皺しわが増えていく。

　ラブ鉄世界に没ぼつ頭とうできず腹立たしいのに、邪じや険けんにもできないようだ。

　伊織さんは、ごく自然なそぶりで私のほうに視線を流した。一いつ瞬しゆんだけ、笑いを堪こらえているようなやけに畏かしこまった顔をする。まさかあなた様、作業を手伝うふりして、生き真面まじ目めに答える胡汀をからかっていたんですか。よーしもっとやってください。

「──次代。聞いているのか！」

「は、はい!?」

　白雨さんは枝をもつ手をとめ、共犯者の笑えみを浮かべていた私と伊織さんを睨にらんだ。

「おまえ、私を緋ひ剣けんにすると言ったな」

「言いました！」

「だが、異界よりこられたまれびと神だと」

「神じゃなくてどっちかといえば村人Ａ的女子高生……あ、まれびとっていうのは、そのう」

「さからうな、ばか次代！」

「はいっ、すみませんでした！」

「まれびととは、異界から福をもたらす神のことだ、間ま抜ぬけが。本来、吉きつ兆ちようのしるし。だが、去るはずの神が土着すれば、凶きよう兆ちように変じると。この屋敷につとめる下働きどもまでが、馬ば鹿かげた噂うわさをしているのを知っているのか。下げ種すにそのような暴言を許すな、とんまめ！」

　白雨さんは目を吊つり上げて怒おこった。なんだろう私、胡こ汀ていのバイオレンスに慣れたせいか、最近罵ののしられることに、えも言われぬ喜びが。コレ微び妙みようにやばい気がする。……まあいいか。

「おまえの無知を補うため、私がわざわざ蒸む槻きの説明をしてやっているというのに。くだらぬ男の会話に気を取られるなど」

　白雨さんマジ、白雨さんです。ほんっとうに男性が嫌きらいなんですね。

「あのな。聞いていれば、白雨、おまえが最も暴言を吐はいていないか」

「黙だまれ伊織、早く緋ひ宮みやとして教育せねば、恥はじをかくのは次代自身だろうが」

　むっと口を閉ざした伊織さんにかわり、胡汀がラブ鉄への情熱渦うず巻まく目をこっちに向けた。

「言葉で無理に身につけさせても、どうかと思うが。恥をかくことよりも、おそれるべきは、ただ『聞くだけ』で済ませることでは？」

「男とは、これだから。女に理知は無用とでも？」

「おまえはまったく……そうではない」

　男二人は、やれやれってな感じで視線をかわし、溜ため息いきをついた。

　うーん、通じ合っている。男性ってたとえば取とり説せつとかは見ないで、なるようになると豪ごう快かいに正面突とつ破ぱをすることが多い。女性は石橋を叩たたいて、慎しん重ちように下調べする。

「男性からすればまだるっこしく、女性からすればざっくばらんすぎるってことかー、うん」

「なにを言ってる、阿あ呆ほ鳥どり次代」

　白雨さんは憎にく々にくしげに胡汀たちを睨むと、やや乱暴に私の腕うでをひっぱり、横に座るよう促うながした。さらさらした長い白はく髪はつを耳にかけ、砂を敷いた板書に歪いびつな台形を書く。陽よう都との形らしい。

　陶とう器きのような白い横顔ににじむ、ぎこちない気き遣づかい。不器用に優やさしい人、の気がする。

　今だって、帰き鼓こ廷ていと交こう渉しよう中の朝火さんたちが戻もどるまでのあいだ、なにも知らない私に蒸槻の仕組みをレクチャーしてくれているんだ。言こと葉ば遣づかいが非常に暴力的なだけなんだよね……って聞き流したけれども、阿呆鳥次代とは。とうとう白雨さんまで胡汀と同種に。

「ええと、続き続き。蒸む槻きは山さん川せん国こくで。基本、自給自足。地形的に、他国との争いはほぼなし。そのかわり、魔ま物ものとか滸こ楽らく、荒あらぶる神様がいたりして天災を引き起こすから、そっちのほうが大問題。陽都に住めるのは身分ある人たちだけ。平民は、下働きとかの人以外は、無理」

「そう。山地の集落で、田園を耕す」

「都では、南側に下がるにつれ、人々の位が下がる。神しん人じん、貴き人じん、香こう人じんの順、と」

「帰き鼓こ廷てい主あるじの緋宮、そして帝みかどは緋宮と横並びに領地をもつ。帝のほうは、そこが政まつりごとの場でもある。緋宮のほうも、神事は基本、領地の帰鼓廷内で行うから」

　男性同士、女性同士でそれぞれ、作業をしたり勉強していたときだった。

　朝火さんが朗報をもたらしに現れた。

「次代様、こちらにおられたか。急だが、今から帰鼓廷へ」

「はい？」

「神しん殿でんの神巫たちが帰鼓廷を開放すると。明日を逃のがせば、吉きち日じつがずれこむことになる。種が顕あらわれた以上、むやみな拒きよ絶ぜつはあめつちに対する反逆ともなるしな。渋しぶ々しぶ折れたのだろう。佐基は今、急ぎ儀ぎの準備に走っている。次代様も身の清めが必要なゆえ、お越こしいただきたい」

「は、はい、わかりまし……ってちょっと待ってください、今なんと？　明日、ぶっつけ本番で就任の儀式!?　予行演習とか、しないんですか！」

　まさか、という思いで目をむくと、逆に驚おどろかれた。

「予行演習？　神々への披ひ露ろ目めに、なぜ偽いつわりの演習をせねば？」

「だ、だってもし練習せずに、失敗したら」

「儀の失敗は、神に背を向けられたという意。そうでなければ、失敗はない」

　厳おごそかに言われ、私はびっくりした。胡こ汀ていたちを見ると、言葉を挟はさみはしないものの、朝火さんのほうが正しいって顔をしている。これは恐ろしく常識というのか、価値観が違ちがう。

「輿こしを用意してますので、急いで」

　朝火さんの催さい促そくで、私たちは帰鼓廷へと向かった。立場が確定していない胡汀たちは、帰鼓廷へはまだ入れないはずなんだけれど、そこはマイペースな皆みなさん、平然とついてくる。

　儀式のあいだは、他ほかの人にあまり姿を見られないよう、特設天幕内で大人しくするらしい。

　肝かん心じんの儀式内容だけれど、難しかったらどうしようという心配は杞き憂ゆうだった。

　神々へのお披露目プラス界の強化が目的なので、帰鼓廷に敷かれた祭さい道どうをただ練り歩けばいいだけなんだとか。あと、途と中ちゆう途と中ちゆうの要所に置かれた水みず壺つぼに、神聖な枝をさしていく。基本は、花魁おいらん道中だ。「絢けん爛らんこそが、正義。せいぜい着き飾かざって神々を虜とりこにしましょう」と朝火さんに真顔で言われたから、このたとえ、決して間ま違ちがいじゃない。

　その夜は、帰鼓廷内の聖堂でふやけるほど水につかり、禊みそぎをした。外出は禁止で、堂内で一晩を過ごす。ちょっと散歩して帰鼓廷構造を見たかったけれど、却下された。




　──そして儀式当日。太陽が天の中心にきたとき、私は祭道の始まり地点である広場へと向かった。場所は帰き鼓こ廷ていの中央部の一画。禊をした聖堂と特設天幕は、広場の隣となりの区画にある。

「それにしても儀式の衣い装しよう、重い。きれいな格好だけれど、重い……。大おお袖そで何枚着ているの。昔の十じゆう二に単ひとえもかなり重かったんだっけ。私が着ているのもそういうレベルっていうか、簪かんざし何本さしてるんだろ、これ。頭もげる。きっともげる……」

　私は虚うつろな目をして、自分の格好を見下ろした。金を基調とした百花の簪と花か冠かんは、ある意味、兜かぶと並みの大おお仰ぎようさ。大袖は透すけているのやら光こう沢たくのあるのやらを組み合わせ、豪ごう華か絢爛だ。

「次代様、お辛つらそうですが……」

　私と同じように着飾った付き添そいの佐基さんが、「次代様はまことにか弱く、たおやかなお方でいらっしゃるのか」という感かん嘆たん溢あふれる心配そうな顔をしているんですが、違う、激しい誤解です。こっちの人と違って、衣装の重さに慣れていないんです。

　私は周囲を眺めた。帰鼓廷は盤状に区切られているという。左右に木もく蓮れん的な樹木が並ぶ道で隔てられた各区画には、横に長い造りの大神殿が建っていたり、庭園風に雅やかな池が設けられている。内部を隠すように、石塀でぐるりと囲っている区画もある。

　帰鼓廷って、集落以上の規模があるかも。思った以上にきれいに整備されている。

「平城京とかってこんな感じだったのかなあ。や、時代的に平城京は新しすぎるか。でも女子高生の私からすると古すぎるわけで……悩む…」

「次代様？」

「は、はい。行きましょう！」

　佐基さんの手を借りて、高浮うき彫ぼりの青い板いた塀べいで囲った広場の門前にたどり着く。彼女と似た衣装を着込む朝火さんが、先に門のところに立っていた。

「こちらが儀の場です」

　そう言って朝火さんは、蛇へびの形をした貫木かんぬきを外し、広場の門を開ける。

「──これは」

　佐基さんと朝火さんが、広場を見て絶句した。

　広場は、ほぼ正方形。四百平米はありそうだ。地の石いし敷じきには派手な鳥ちよう獣じゆうの図があり、四方には花をまいた段状の祭さい壇だんが組まれている。雛ひな壇だんのようにだ。そこに、供え物が盛られた赤い高たか坏つきが、ずらりと並んでいる。中心には、ごろりとした雫型の石像が飾られていた。

　真正面の板塀にもこっち側と同じく大きな扉とびらがあり、開放されていた。そこから見えるのが祭道らしかった。でも。

「これ、泥どろ？　ど、どうして」

　広場も、向こう側に続いている祭道も、たっぷりと泥で汚よごされている。おまけに参列するはずの神巫かんなぎや剣けん士したちまで誰だれ一人、姿を見せない。

「みんな、ボイコットしたの？」

　このために、わざと神巫は帰鼓廷を開放したんだ。
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「やってくれたな、馬鹿どもが！　いまだ架か々が裏りに操みさおを立てているのか」

　神巫かんなぎたちは架々裏さんの廃はい位いを認められず、私を排はい斥せきしようとしているってこと。

　どうしよう、こんなに望まれていないって、知らなかった。だってすごいよ、これ。お供え物もどろどろで、異様な臭においが漂ただよってくる。祭道を歩けば、間違いなく衣ころもは泥まみれだ。

「次代様に、こんな真似まねを。儀をあらためたほうが」

「延期して、どうする。不敬を咎とがめてすむ話ではない。神巫どもに膝ひざをついて降こう伏ふくせよとでも？」

「……あ、あの！　大だい丈じよう夫ぶ！　私、行ってきます！」

　宣言しつつも、「行きたくない」とちらりと思った。こんな惨みじめなこと、したくない。

　でも踏ふん張らないと。天幕で待っててくれている胡こ汀ていたちに合わせる顔がないし、ここまで支えてくれた佐基さんや朝火さんの厚意も無む駄だにしてしまう。自分が心底望まれていないっていう現実にも、負けることになる。それってもっと、惨めなことに思えた。

　大丈夫、平気だ。泥どろ道みちを歩くだけじゃないか。石を投げられるわけでも、声こわ高だかに罵ば倒とうされるわけでもない。火あぶりや川流しに比べたら、どうってこと！

「ですが、次代様──緋ひ宮みや。これでは、新しん暦れきに泥を塗ぬるのと同じ」

「私、自分にできることをしようって決めたんです。ちゃんと緋宮として、おつとめを終えたら、お世話になった皆さんへの恩返しになりますよね？　だから、やりとげたいです」

　自分自身を勇気づけるために、私は力強く言い切った。

　めげてないっていう積極的な態度を示せば、佐基さんたちにも安心してもらえるはずだ。

　でも、二人は私を見て、同時に眉まゆをひそめ、なにかを懸け念ねんするような顔をした。

「ほんとに私、できますから！」

　表情が硬かたいままの二人に、私は焦あせりを覚えた。変だ。今の私、うまくいえないけれどとても……危あやうい感じに空回りしている？　なにが間違っているんだろう。

「儀式自体は、まだ失敗じゃないですよね。私がきちんと歩いていけば、成功ですよね？」

「──そうですよ。泥があろうが、界の術は強化できる」

「朝火！」

「我らが付き添いますゆえ。案じられることはない」

「朝火、やめるべきでは！　緋宮のこのお顔を見て、無理に儀など」

「緋宮」

「は、はい」

「我らが付き添うのです」

「はい……？」

「あなたは我らを剣けんとすると。手を放さぬ限り、我らはあなたの意思通り。おわかりか」

　厳然とした口調で告げると、朝火さんは自分の胸に片手をあて、かしずくように軽く膝ひざを曲げた。それから、強い目差しを私に注そそぐ。

　朝火さんがなにを言いたいのか、よくわからなかった。

　でも私は従順にうなずいた。気持ちが挫くじけてしまう前に、はやく儀式を終わらせたい。

　表情を曇らせる二人と一いつ緒しよに、祭道を進む。単純に、広場区画を真ん中に置き、一辺六百メートルほどの正方形を描くようにして、ぐるっと廷内の道を歩けばいいらしかった。ただ、祭道として指定されている道はほかと違い、広場のように鳥獣図が描かれ、並び立つ樹木の脇に細い水路が造られていた。要所……曲がり角に必ず水みず壺つぼが置かれていて、そこに枝を挿さしていくとのこと。

　私は佐基さんから手て渡わたされた枝の一本を、水壺におさめた。するとだ。びっくりした。

　枝が突とつ然ぜん姿を変え、水壺のなかで魚になったんだ。魔ま法ほうの枝ですか！

「変じましたね。これらは『つかわしめ』という水の精。確かにあめつちの選びし護女だと認めてくださった。のちに川へ放し、新暦の開幕を広めていただく。さあ、緋宮、先へ」

　驚おどろきさめやらぬ私の背を、朝火さんが静かに押した。

　進むたびに足が重くなる。肩かたも重い。全身になにかがまとわりついているみたい。ただでさえ重い衣装の裾すそに、泥が付着したせいだろうか。拒絶の証である汚れ。心までずしりとした。

「緋宮、どうかご辛しん抱ぼうを。あともう少しで終わりますから」

　次し第だいに歩みが遅おそくなる私を見て、佐基さんは憐あわれみと不安のまざる視線を寄よ越こした。

「ご、ごめんなさい、こういう豪ごう華かな格好、慣れてなくて。歩くの、遅くなって……」

「いえ。この儀ぎにより、緋宮の神気も高められる。その反動で、お身体からだに負担がかかっているのでしょう」

　そうなのかな。佐基さんの言葉、本当なのか、それとも私を慰なぐさめようとしてくれたのか。どちらにしても儀式を途と中ちゆうで投げ出すことはできない。

　半なかば意地で祭道を行く。ぐるっと一周し、最終地点は始まりの広場だ。

　儀式は成功したはずなのに、ただ徒と労ろう感だけがあって、喜ぶ気持ちがわいてこない。

「お疲つかれでしょう。こちらで着き替がえをしましょうか」

「佐基。天幕からもってきてやれ。俺はこのまま神しん殿でんへ行く。緋宮、この聖せい廟びようから出ずに、佐基の戻もどりを待たれよ」

　広場の片かた隅すみにある小さな聖廟に私を案内したあと、二人は足早に出て行った。

　二人がいなくなった途端、痛いほどの静寂が押し寄せてくる。祭さい具ぐや花か蠟ろうの並ぶ飾り棚など、目に映るもの全てなじみがなくよそよそしい。お前の居場所なんかないって冷たく責められているみたいで、みじめな気持ちになる。

　大人しく待っていなきゃいけないとわかっていても、逃げたがる自分をおさえられない。

　ここに一人でいたくない。泥の臭いがする場所、嫌いやだ。私は聖廟を飛び出した。

　少しだけ離れるつもりだったのに、神巫かんなぎや剣士たちの悪意に追い立てられるようにして、足がどんどん速くなった。広場を出て、碁ご盤ばん状に区切られている道を適当に進む。

　佐基さんたち、心配するかも。すぐに戻るから、ほんの少し、息をつく時間がほしい。

　私は庭園のような一画で見かけたのっぽ亭ていに、隠かくれることにした。

　月を肴さかなにちょっとした酒席を設けることができそうな、シンプルながらも風ふ情ぜいがあるあずまやだ。高さは四階のマンションほどかな。長い階きざはしを上がると、欄らん干かんに囲まれた六角形の板いた敷じきがあった。佐基さんの敷しき地ちの亭はスズラン傘がさ的だったけれど、こっちは紅葉もみじ形。

　私は階の一番上の段で膝ひざを抱かかえ、そこに顔を伏ふせた。

「……辛かったー…」

　膝の上に顎あごを載のせ、大きく溜ため息いきを落とす。俯うつむくと、頭に載せた花冠がぐらっと傾かたむいた。直す気力が湧わかない。泥まみれの祭道に、とことん打ちのめされている。

　私ってばここまで帰き鼓こ廷ていの神巫たちに歓かん迎げいされていなかったんだなあ。

「火あぶりよりも、精神的に、きつ……」

　たとえ身の危険はなくとも、儀式を完かん了りようさせた護女が供もなく一人でいること事態、普ふ通つうじゃない気がする。私はぐっと下した唇くちびるを嚙かんだ。めまいがするほど鼻の奥がキンとし、熱くなった。

「だ、だめだ、泣くな私。頑がん張ばるんだから。胡こ汀ていにたくさん恩返しして、それで……」

　それで、その次は？

　祝ってくれる人が誰もいない。次になにをすればいいのか、道を示してくれる人がいない。

　強く目をつむり、家族や友人の姿を思い出す。笑顔で私を受け入れてくれる人たち。

　もう感情をごまかせなかった。帰りたい。ここ酷ひどい！

　望んでいなかった、護女なんて。椰や真まちゃんにも無理だって言ったし、朝火さんたちだって本当は私の本音に気づいているだろうし、胡汀や白雨さんたちだって！

「白雨さん……。うー、ごめんなさい、私また逃にげてる」

　一緒に川流しにされた白雨さん。生きる意い欲よくが瞬またたく激しい眼まな差ざし。あの暗くきれいな瞳ひとみに魅み入いられ、無視ができなくなった。たくさんの幸せを渡わたして、笑わせてあげたくなった。

　彼女の姿を思い出して、身勝手な気持ちで埋うめ尽つくされていた心に罪悪感が生まれる。それでも今はやっぱり、暗い感情を制せい御ぎよできそうにない。

　付き添そってくれた朝火さんの表情は、穏おだやかながらも冷れい酷こくだった。「この程度の拒きよ絶ぜつにも耐たえきれない脆ぜい弱じやくな娘むすめなのか」という批判の目。どうして、私だけが責められるの。

「違ちがう違う、人のせいにしちゃだめだ。絶対に嫌だって思っていたんなら、断ればよかったんだもの。嫌なことばかりじゃない、胡こ汀ていや椰や真まちゃん、好きだ。だから、もう少しだけここにいたいって、思ったし」

　でも、いつか帰る未来のために、あまり『この世界』に自分を食い込ませたくない。ああもう、どうすればいいんだろう。自分の心がまっぷたつに引き裂さかれそうだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、まだいける、将しよう棋ぎでも難なん局きよくを乗り越こえて勝利をもぎとってきたし、平気。もう少しここで頑張って、それから……、本当に私、いつか、帰れるの？」

「──どこに？」

　無む為いな独白に、質問が投げつけられた。はっと振ふり向き、私は顔を強こわ張ばらせた。

「どこに帰ると？」

　声をかけてきたのは、特設天幕で待っているはずの、胡汀だった。一段下の位置までくると、片かた膝ひざをつき、私を見つめる。彼の背後には、心配そうに羽を動かす椰真ちゃんもいた。

「ど、どうしてここに」

「椰真がな。おまえの神気が揺ゆれていると騒さわいだから。それで、どこに帰ると」

「元の世界に」──そう正直に答えることができない。胡汀に対する裏切り行こう為いに思えてしまう。以前、私を飼ってやるって言ってくれた人だ。それから、永遠の国には帰るな、という言葉も聞いた。

　胡汀は、私が身にまとっている泥どろだらけの華か美びな衣い装しようを見て、目を細めた。

　この泥、祭道を歩いたときについたものだ。

「知夏。おまえのように能天気な娘が、そんな顔をする。さほどに、この蒸む槻きを憎にくく思うか」

　胡汀の静かな声に、私は狼ろう狽ばいした。今、どんな顔を晒さらしていたんだろう。

　両手で頰ほおをおさえ、後ろを向こうとすると、その動きを胡汀が制した。

「阿あ呆ほ鳥どりめ、目が腫はれている。少し泣いたな」

「違います、泣いてなんかいませんよ!?　埃ほこりがですね、目に」

「帰き鼓こ廷ていの神巫かんなぎたちに嫌がらせをされたか。だいたいおまえ、佐さ基き殿どのの屋や敷しきを訪おとずれてから、俺を避さけているな。阿呆鳥のくせに、なんの負い目を感じているのか。それはむしろ、俺のほうだというのに」

「負い目とか、そんなの──え？　胡汀のほう……？」

「忘れるな、俺が望んだのだぞ。おまえの『緋ひ剣けん』になると言った。望むのならば、いかなるものも切り裂くと告げたはず。どうしても神巫かんなぎどもの拒絶が我が慢まんならぬのなら、俺という剣を抜ぬけばいい。そのくらい、いくらでもしてやる」

「胡こ汀てい、あの、待って。さっきの言葉」

「それでもおさまらず、なにかを憎まずにはいられぬのならば、俺が代わりに憎むから」

　代わりに憎む、って？　どうして。

「……だっ、だめなんですから！　そんなふうに言われたら、私はすぐ調子に乗るんです。だからしばらくのあいだ、あと十分くらい、そっとしておいてください！」

「鳥とは絶えず、好き勝手に囀さえずるものだろうに」

「もう！　いつだって無む双そうな硬こう派は系だけど、繊せん細さい系になる日だってあるんです。今は私で遊んじゃだめなんだから」

　落ち込んでいることはとっくにばれているだろう。それがどれだけ自分のなかで深刻なのかは、知られたくない。私は急いでいつもの態度を取った。

「それで？」

「それで、って！　あっまさか、気弱になっているところにつけこもうという作戦ですか。くそう、不ふ埒らちな暴君様め、この方法で何人の女性を破は滅めつさせてきた……痛、いたたたっ」

「おまえ、大たい概がい無礼だな。この嘴くちばし……口がそう言うのか」

　女子高生の口をぱしっとはたくなんて、どんだけバイオレンス。

　だけど、本当はお人ひと好よしなくせに。こうして捜さがしにきたり、話を聞いてくれる。

　だったら、空元気でもいい、いつも笑っていよう。

　頭の足りない軽けい薄はくな娘だと呆あきれられるほうが、困らせるより、きっとましだ。

　胡汀はしばし考えるそぶりを見せると、私の頭から簪を抜き取った。天てん女によ的な領巾ひれと泥だらけの大おお袖そで、豪ごう奢しやな飾かざり帯も外しにかかる。最後に自分の衣ころもを一枚脱ぬぎ、私の肩にかけてくれた。大袖を脱いだって何枚か重ね着しているから平気なのにだ。

「守ってやる」っていう意味なのかもしれなかった。

　馬ば鹿かな冗じよう談だんを口にして、自分自身の気持ちだけじゃなく胡汀の目もごまかそうとしたのに、失敗した。この仕草ひとつで心の盾たてが壊こわされる。

　顔から笑えみがはがれ落ちた。私は背中がきしむくらい深く項うな垂だれ、言葉を絞しぼり出した。

「胡汀。私、今、胸のなかが、おかしいんです。悪い気持ちとか、不満がいっぱいで」

「知夏」

「こんなに望まれてないってわかって、もうびっくりっていうか、とてもショックで。……どうしたら、神巫さんたちとうまくいくんだろ。架か々が裏りさんのように高貴な巫女みこ様っぽくなれば、みんな認めてくれるのかな。まれびとだから、ダメ？　……私自身が、ダメなのかな」

「ああ、また。泣くな」

「頑張ろうと思っていたんです。ほ、ほんとですよ!?　だけど頑張る前に、はっきり線を引かれて、こんなこと今までなくて、どうしたらいいのか、わからなくて」

　自分の感情に引きずられ、嗚お咽えつの声を漏もらす私の顔に、胡こ汀ていが触ふれた。

「私、ひどい顔してる？　不満ばっかりだから、ひどい顔になったんだ。お願い、見ないで」

　本気で嫌がったのに、胡汀は無理やり私を引き寄せ、目元に手を置いた。

「苦痛の泣き顔というのは、大たい抵ていひどいものだ。それだけ心を失ったということだろう」

　胡汀が目元から手をどけた。瞼まぶたをひらくより早く、濡ぬれた睫まつ毛げを指の腹で柔やわく拭ぬぐわれる。

　その手になにか魔ま法ほうでも仕し掛かけられているのか、だんだんと心に溜たまった苦しい気持ちがほどけていく。

「憎み返したいか、緋ひ宮みや」

　緋宮。胡汀にそう呼ばれると、声を振り絞って反発したい気持ちがわいた。

「……さっき、私の代わりに胡汀が憎むって」

「そうとも。おまえのように太たい平へい楽らくな阿呆鳥の憎しみなど、たかがしれている。たとえ殺したいほどの思いがあったとしてもだ、おまえは負ふの情を抱かかえることに慣れていない。相手が下した手てに出て同情を乞こえば、怒いかりも憎ぞう悪おも長く持続できぬだろう？」

「わ、私そんな弱よわ腰ごしじゃ！」

「だから、俺にすべての憎悪を預けよと」

　胡汀は座る位置を変え、私の身を緩ゆるく抱だきしめた。頭頂部に軽く顎あごを載のせられる。

「俺は敵対する者にほだされてなどやらない。必ず仕留めるから」

「そんなことしたら、胡汀が」

　相手に憎まれてしまうじゃないか。焦あせりを抱いだき、見上げると、小さな笑い声が落ちてきた。

「そうだな」

「そうだな、って。暢のん気きですね！」

　胡汀が笑ったため、抱きしめられている私の身体からだにまでそのかすかな振しん動どうが伝わった。

　責任重大じゃないか、私。胡汀がかわりになるっていうから、簡単に憎しみを持てなくなる。誰だれも憎ませるわけにはいかないもん。

「知夏、人の心とは水のようなもの。触れることはできても、指の隙すき間まからすぐにこぼれ落ちてしまう。だから幾いく度ども疑い、恐おそれて、確かめたがる。繰くり返し触れずにはいられぬ」

　身をねじり、胡汀の胸に、手のひらをぺたりとつけてみた。

　胡汀は少し身を離はなすと、仕返しのように私の眉み間けんをつついた。私が顔をしかめると、「なに。文句ある？」というように軽く眉まゆを上げ、高たか飛び車しやな微び笑しようを見せる。

「明確な景色を映す鏡とは違ちがう。目に映る表情だけがすべてとは限らない。人とは瞬しゆん間かん的に、そして継けい続ぞく的に噓うそをつき、偽いつわりの仮面をかぶるものだ」

　なんだか嫌いやな話だ。人間って噓まみれ、って言っているような感じがする。

「だが、身から生まれる偽りは、真実でもある。それは、願望が形を変えたものかもしれぬ。恐れかもしれぬ。苦しみかもしれぬ。偽りでありながらも真実、といったのはどちらも、ひとつの心から生まれるためだ。確かに、心が発する声だ」

　言葉の意味を考えながら、胡こ汀ていの目を見つめ返した。荒あらぶるものを秘ひめた、きれいな眼まな差ざし。

「時を費ついやして、人と接していかねば。初めに受ける苦痛が、のちの糧かてとなる。知らぬ間に、絆きずなも芽生えよう」

「本当に、そうなる？　神巫さんたちと、うまくいくかな」

「まず望むことが『望み』に近づく一歩だろう。いつか。のどかなおまえが日々、枝上で騒そう々ぞうしく囀さえずり、また、微睡まどろむこともできような。そういうおまえが緋宮なのだから、世も似る」

　えっ、こんな阿呆鳥的な世の中でいいんですか。

「おまえの世は、安らかだったのだろう。隔へだてなく、他愛たわいない我が儘ままや軽口を言い、笑い合う寛かん容ような世界。どれほど美しいことだろうな」

「──どうして胡汀は、いつもこんなに助けてくれるの。私、脱だつ走そうと愚ぐ痴ちばかりで、なにも胡汀の助けになっていないのに」

　私はたまらずにたずねた。ずっと不思議だったことだ。川での身投げを目もく論ろんだ私の姿にお母さんの最さい期ごを重ねたため、赤の他人に対する以上の憐あわれみを持ったというのは事実だろう。

　でも引っかかる。この世界で身寄りのない私が懐なつきまくったとはいえ、普ふ通つうここまでしてくれるだろうか。一目見ただけで息が止まるってほどの美女ならまだ話もわかるけれど。

　冷静に考えると、私は胡汀の過去をほとんど知らないんだ。

　私は恐れを押し隠かくし、胡汀を見上げた。少しだけ胡汀が身を硬かたくした気がした。

「──忘れたのか、阿呆鳥め」

「な、なに？」

「俺の鳥だろう？　人が育ててしまえば、もう野生には戻もどれぬと言ったはず」

　ごまかされた……？

　だめだ、疑うの、やめる！　胡汀のこと信じよう。人の気持ちを探さぐろうとするの、よくないことだ。だってもう精神的にずたぼろで、このうえ胡汀までもが遠ざかったら、本当に。

「最後までおまえの飼い主……剣けんでいてやるから。みだりに飛び回るな」

「よしわかりました、私、緋宮の権力を乱用して胡汀さんの暴言改革を……痛、いたたっ」

　信じらんない、この人、躊躇ためらいなく両手で私の髪かみを雑草摑づかみした！

「だっ、だいたいですよ胡汀さん、弓を使えることは知ってるけど、剣のほうは扱あつかえるんですか！　ほんとは経験値ゼロの素人しろうとなんじゃ？　ふふん、見み栄えはっちゃって。正直に白状したほうが身のためなのに。どうしてもっていうんならバトルゲームで覚えた私の華か麗れいな剣さばき、伝授してあげてもいいですけどー？　……いたっ、痛たたた、いたた」

　やだコレ、雑草摑みだけじゃ終わらせず、「亭ていの階きざはしから転がり落とそうかな」って真しん剣けんに思案している目だ！　助けて椰や真まちゃ……て、大人しいからなにをしているのかと思えば！　胡こ汀ていが脱がした私の衣ころもを羽織り、簪かんざしまで楽しそうにさしている。

　この世界、辛つらいことのほうが断然多いけれど、こうして捜さがしに来てくれる胡汀たちがいる。

　だったらまだまだ、ここで頑がん張ばれる。人間だもんね、いい日も、悪い日もあって当然だ。

「私、天幕に戻って着き替がえてくる」

　胡汀さん、了りよう解かいしたって感じで私のこめかみをつつくのはどうかと。

「もう止まり木で休むのか」

「ほんと天然悪あく魔ま系だと確信しました胡汀さん」

「さっさと答えないか。どこかへ向かうつもりか」

「俺様暴君め、答えてあげます。一旦着替えてから、神しん殿でんの神巫かんなぎさんたちに会いたい」

　緋宮の担になう責任や仕事内容などについては本来、神巫たちから直接指導を受けるはずだ。それが、対立中のために全然理解できていない。

　でも、不満ばかり抱えて立ち止まっていたらダメだ。

　胡汀が私を捜しにきてくれたように、自分の意思で帰き鼓こ廷ていの人たちをたずね、話を聞かないと。

　最初は冷たく拒きよ否ひされる可能性大だけど、それで死ぬわけじゃないんだし！

「緋ひ宮みやは、『護ご剣けん士し』の、最も強力な指名権を持つんだよね」

「そうだ。祇ぎ官かん長の承しよう認にんも重視されるが。緋宮の指名が重要と言われるのは神じん力りよくの増加、あるいは強化、加護を行えるため。そうでなくては、護女を守護する破は魔まの剣となれはせぬ」

「その人本来の神力を強めるってこと？　神力自体を渡わたすことはできない？」

「さあ。そこまで俺は詳くわしくない。大抵は神力ありし者たちが選ばれるから」

「一いつ般ぱんの剣士さんとは、なにか差がある？」

「平の剣士でも、神力あれば下位の魔ま物ものは斬きれような。しかし、高位のけだものたる滸こ楽らくは、隼はや鉄てつでなくては倒たおせまい。緋宮の僕しもべとなる剣士たちは、魔の駆く逐ちくを主眼に据すえた集団だ。帝みかど側にも兵はいるが、こちらは国の防ぼう御ぎよのために存在する」

　なるほど、隼鉄の力を引き出して滸楽を討うつのが五人の緋剣で、部下の剣けん士したちは魔物全ぜん般ぱんを相手にするってこと。対人間を想定した帝さんの兵とは目的が異なるんだ。

「警察と自衛隊の違い、みたいな感じかな。ちょっと違うか……。でもどうして緋剣の指名は緋宮との相あい性しようが優先されるのかな。神殿側が強制すること、ないの？」

　いくら身分が立派でも、性格が合わなければ、護衛時に手て抜ぬきしちゃうからとか？

「……神の思おぼし召めしだから」

「はい？」

　なぜだか答えにくそうに顔をしかめられてしまった。

「剣は、女め神がみに添そうようなものだと」

「女神に添う？」

「剣とは血を吸うもの。そして女は、血を流すもの」

　抽ちゆう象しよう的でなにをいいたいのかわからないです、胡こ汀ていさん。

「そも、神とは本質を見み抜ぬくものだ。だから、性が合わねば、気を高められぬ」

　えーと。それってやっぱり、とても個人的な相性の問題だ、って聞こえるんだけれど。いや、なんかもっと怪あやしい雰ふん囲い気きなんじゃ。添う、ってまるで夫ふう婦ふ的な感じがする。

「うるさい。もう余計なことを聞くな」

　ついに怒おこられた。なんで！

「でも、緋宮の指名が一番っていうのは、私にとっては有利な条件かな」

　胡汀と白雨さんを、私の『護剣士』として認めてもらいたい。

　そのためにも、帰き鼓こ廷てい内の権けん威いである神殿と話し合い、溝みぞを埋うめないと。

　よし。気持ち、浮ふ上じようしてきた。決意も新たに立ち上がり、苦く笑しようする胡汀と椰や真まちゃんの手をぐいぐい引っ張って、天幕のある区画へ急ぐ。頑張るぞー！




「あれ。みんなどこ？」

　天幕に戻っても、誰だれもいない。ってのんびり不思議がっている場合じゃない。私、またもや脱走犯なんだった！　佐基さん、着替えを持ってきてくれるって言ってたのに。

　しかし白雨さんや伊織さんまで、なんで行方ゆくえ不明ー？

「知夏。向こうにいるのは、白雨──？」

　天幕の仕切りをあけて、外をうかがっていた胡汀が、いぶかしげに言葉をとめた。

　私は胡汀の脇わきから、そろっと顔を出し、天幕の外を見つめた。広場の隣となりの一画に作られた複数の天幕はどれも、今日の儀式のために特設されたものだ。向こう側のは供そなえ物なんかを置いているはず……あっ、ほんとだ、白雨さんが誰かと一いつ緒しよにその天幕のなかに入っていく。

「あの人たち、誰だろ？　格好的に神巫かんなぎさん……え？　なんか様子変。まさかお忍しのびでここに来たのがバレて、連行されてる!?」

「いや、あれは──馬ば鹿かなことを。知夏、ここで待ってろ」

　胡汀は表情を引き締しめると、私の頭をずずっと天幕のなかに押し込み、自分だけすばやく出て行く。もちろん、私は反はん抗こう期で思春期だ。聞きませんよ！

　スパイの足取りで胡汀のあとを追い、小道具用の天幕のなかに飛び込んだ。

「阿あ呆ほ鳥どり！　おまえ」

　先に天幕のなかへ入った胡汀が振ふり向き、低い声で私を叱しかった。

　私の目は、胡汀の正面にある光景に釘くぎ付づけだった。

「え……？」

　牡ぼ丹たんに、浅あさ葱ぎに、青竹色。色いろ鮮あざやかな供え物の布が広がるなかで、白雨さんが押し倒されている。それも、神巫かんなぎ数人に……同じ、女性に？　これ、なに？　これってなんなの!?

「──」

　思考が爆ばく発はつした。私は無我夢中で神巫たちに飛びかかった。

「──やめろ、次代！」

「知夏、もういい！」

　白雨さんと胡こ汀てい、二人掛がかりでとめられて、つかの間消失していたらしい理性が舞まい戻ってきた。目を瞬またたかせれば、ほうほうのていで天幕から逃にげていく神巫たち。衣ころもや髪が、無む惨ざんなことになっている。私自身も異様に疲ひ労ろう困こん憊ぱいして、ぜーぜーと息があがっていた。

　天幕の隅すみっこで縮こまっている椰や真まちゃんを見て、そこでようやく、この数分間に自分がしでかしたことを理解した。

　どうも私、逆上して神巫たちをぼっこぼこにしたらしい。

「だ、だって、白雨さん、白雨、しら」

　激しい興奮状態で口が回らず、ぶるぶるしていると、白雨さんが大きく顔をしかめ、私を見つめた。その暗い輝かがやきをもつ目。まだ、幸福や安らぎを知らずにいると分かる。

「あ、あの人たち！　白雨さん、襲っ……うああああん！」

「ばか次代、暴れるな！」

　白雨さんに抱だきつかれた。出会ったとき、羽は交がい締じめにされたのと同じくらいの強い力だった。そうだ、あのときだって白雨さん、集落の人たちに追われていた。なにか罪を犯おかしたわけじゃない、ただ遊女だから、無位の人だから、人柱にされそうになって！

　今回もなの？　白雨さんの身分を知って、襲おそおうとしていた？

　うわあああ！　あのバカバカ神巫たちマジ許さないんだから！

「落ち着け！　私は……！」

「ごっごめんなさい、私、ぐずぐずしてて、もっと早く戻もどれば！　どうしようどうしよう、病院！　一人にして、ごめんなさい！」

「──まだ、なにもされていない。おまえたちが、すぐに来たから」

　未み遂すい？　衣は乱れているけれど、暴行のあとはないみたい。でもそういう問題じゃない！

「私のせいだ、緋宮っぽくなくて、頼たよりなくて、それで！　ごめんなさい！」

　私の言葉に反応したように、白雨さんの身体からだが強こわ張ばった。

「……違ちがう、次代。そうじゃなくて」

「緋宮らしくなる、いっぱい勉強して、威い厳げんあって、強い人になって、護まもるんだから！」

「──」

　私もぎゅうぎゅうと抱きしめ返した。

「──緋宮！」

　私の泣き声が外まで漏もれていたのか、佐基さんが焦あせった様子で飛び込んできた。

「こちらにおられたのですか！　お捜さがしして──なにがあったのですか」

「……神巫かんなぎがちょっかいを出しにきたようだ」

　私のかわりに、胡こ汀ていが感情を抑おさえた声で答えた。

「一度、帰き鼓こ廷ていを離はなれたほうがいい。佐基殿どの、知夏をもうしばらく柑かん梨り殿でんで休ませていただけるか」

「それは、かまわないのですが」

「白雨」

　怪け訝げんそうな佐基さんの視線を振り切って、胡汀がどうしてなのか、厳しくさえ見える顔を白雨さんに向けた。

「おまえ、自分でわかっているな」

　白雨さんは息をひそめるようにして、私を抱きしめている。

　なんのことだろう。頭が混乱していて、胡汀の言葉の意味を正確に飲み込めない。

　いつかあの神巫たちに、絶対仕返しするんだから。恐きよう怖ふ政治敷しくくらい、強い緋宮になってやる！

　──私は、うわっつらしか理解していなかった。

　私を軽視する神巫たちが、よってたかって無む抵てい抗こうな白雨さんを襲ったに違いないと、そう信じ込んでいた。
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　神しん殿でんとの話し合いは後回しにし、私たちは重い沈ちん黙もくのなか、天幕を出た。

「廏きゆう舎しやへ寄り、司狼を借りましょう。だが神殿では協力を仰げぬでしょうから、剣士たちに僕ぼく獣じゆうを借りるしかありませんね」

　佐基さんがそう提案した。柑梨殿は陽都の外にあり、距きよ離りが開いている。騎乗できる司狼を借りて移動しないといけない。

　儀ぎを執とり行ったために今、祭道は閉ざされ、通行できる道が限定されていた。

　帰鼓廷の西側へ向かい、剣けん士したちの宿舎や練武場が並ぶ雑然とした一画を通る。

　祭道付近の区画とは異なり、こちら方面では剣士たちの姿がちらほら見られた。なぜか皆、同じ場所に向かっている。

　なんだか嫌いやな予感がした。白雨さんを襲った悲劇に気を取られ、意識を向けるのが遅おそくなったけれど、伊織さんの姿も見当たらないんだ。

「伊織を捜さねば。一人で先に柑梨の地へ戻ったのか」

　私と同じ懸け念ねんを抱いたらしい胡汀が、ふと眉まゆをひそめて呟つぶやいた。

　私たちは顔を見合わせた。全員、不ふ吉きつな予感が一いつ致ちしたみたい。

　無言のまま、剣士たちのあとをこっそりと追う。たどり着いたところは剣士たちの秘密のたまり場なのか、ちょっとした鍛たん錬れん場なのか。四角く切り取られた空間があって、隅に小屋が立てられ、そこを囲うように土ど囊のうが積まれている。

　空間の中央に、二十人ほどの剣士が寄り集まっている。なにをしているんだろう。

　目を凝こらしたとき、歓かん声せいが上がり、人ひと垣がきが崩くずれた。

「伊織さん!!」

　大声を上げてしまった。同時に剣士たちが再びわっと沸わいたため、誰の耳に届くこともなくかき消される。私は人垣の隙すき間まから覗のぞく伊織さんの姿を必死に見つめた。

　多勢に無勢じゃないか、あれ。伊織さんは血にまみれた状態で、地面に膝ひざをついている。

　リンチ？　剣士たちが伊織さんを暴行しているの？

「なんで、こんなことばっかり！」

　伊織さんはかなり腕うでがたつのだとわかった。剣士の数人が、彼に攻こう撃げきを仕し掛かけようとする。

　すると、うずくまっていた伊織さんはばねのような瞬しゆん発ぱつ力りよくで一人をかわし、二人めの腕をひねって投げ飛ばした。その勢いで三人めを容よう赦しやなく蹴けり上げ、四人めの膝を払はらう。

　すでに数人を倒たおしていたようで、後方に痛そうな顔で座り込んでいる剣士の姿があった。

　とはいえ、この人数をたったひとりで倒しきれるはずがない。

「やめ……っ！」

　私は人垣に突つっ込もうとした。早く助けないと。白雨さんに続いて伊織さんまで傷つけられている。悔しさに目の奥が熱くなり、涙がにじんだ。神巫かんなぎも剣士たちも、なんなの、もう！　絶対に許さないんだから！

　彼らのもとに到とう着ちやくする前に、背後から阻そ止しされてしまった。ばさりという羽の音とともにだ。

　椰や真まちゃん!?

「放して、椰真ちゃん！」

「知夏、ゆくな、あの様子は私し刑けいでは……」

　なに？

「──馬鹿！　やめろ！」

　わあわあと騒さわいでいた剣士のなかから、ふと真しん剣けんさの違う焦りの声が漏れた。

　私は急いでそっちに顔を向けた。なかなか降参しない伊織さんに焦じれたのか、小刀を取り出して投げつける剣士の姿が見えた。隣となりにいた剣士が発する制止の声は間に合わない。

　伊織さんは、その気配を察していたらしい。

　すぐさまよけて、なのに慌あわてた様子でもとの位置に戻ろうとし、腕を伸のばす。

「あっ！」

　小刀の飛ぶ先には、伊織さんが叩たたきのめした剣士がいた。助けないと、身を起こそうとしていたその剣士に、小刀が刺ささってしまう。

　だから伊織さんは急いで戻ろうとした。でも間に合わないことがわかり、腕を伸ばした。

　伊織さんは手のひらで小刀をとめた。

「伊織さん！」

「女め神がみ、いけぬ」

「椰や真まの言通りです。儀式を終えられたばかりの御おん身み。荒ぶる者たちにたやすく近づいてはいけません。緋ひ宮みやが血に触ふれれば、それは契ちぎりの印となりかねません」

　佐基さんまでが椰真ちゃんに同調した。印って言われても、なんのことかわからない！　それに今いま更さらだ。泥どろまみれになるのはよくて、血に触れるのはダメって？　それどんな基準！

「こんなの、ないよ！　だって私、緋宮って、なのに誰だれも！」

　おかしくなる、緋宮だから大人しくしていなきゃいけない、でも誰も緋宮とは認めてくれない。矛む盾じゆんばかりだ。

「俺がいく」

　静かな声こわ音ねが耳に滑すべり込んだ。

「椰真、知夏をこの場から連れ出せ」

　私を包む椰真ちゃんの羽の隙間から、こっちに視線を流す胡こ汀ていの姿が見えた。涼すずしい眼まな差ざしだった。だけど、獣けものを秘ひめた目でもあった。

　椰真ちゃんが胡汀の言葉を受け、私を抱き上げて、ぱっと飛ひ翔しようする。

　胡汀が『神じん力りよく』という特とく殊しゆ能力で、先代緋宮の架か々が裏りさんが以前生み出したような黒い大だい蛇じやを召しよう喚かんしていた。驚おどろきの声を上げ、伊織さんから離れる剣士たち。

　私はそこまでしか、見ることはできなかった。

「椰真ちゃん、ダメだよ！　ダメ、降ろして！」

　椰真ちゃんは私の訴うつたえに首を振ふった。宙を飛び、儀式を行った広場を含む中央区画までくると、神殿近くにある小さな傘かさ形がたの亭ていに私をおろした。私はしばし呆ぼう然ぜんと、亭の板いた敷じきにへたり込んだ。

　──それから、たぶん一時間も経過していないと思う。

　椰真ちゃんが心配そうに私の前を行ったり来たりするあいだに、胡汀が姿を見せた。

　傷だらけの伊織さんや、白雨さん、佐基さんも一いつ緒しよにだ。

「知夏」

　胡汀は、珍めずらしくも柔やわらかな声音で私を呼ぶと、身を屈かがめ、顔を覗き込もうとした。

　私は歯を食いしばったまま俯うつむき、胡汀の視線を避さけた。苦しくてたまらない。

　返事をしなきゃってわかっているのに、どうしてもできない意固地な自分に辟へき易えきする。

「緋宮」

　佐基さんも、少し困った声で私を呼んだ。

　私はゆっくりと顔を上げた。よたりと板いた敷じきから降り、立っているのも辛つらそうな伊織さんに近づく。気配を感じた伊織さんが、私に目を向けた。

　よかった、痣あざが多いし肌はだに血もにじんでいるけれど、重傷ではないようだ。

　私は自分の長い袖そでを使って、伊織さんの頰ほおに飛んでいる血ち糊のりを拭ぬぐった。

「緋宮、血に触れては！」

　佐基さんのお咎とがめは無視した。代わりに伊織さんが、私の手から逃のがれようとする。

　爆ばく発はつ寸前というほどに心を荒あらしていた私は、伊織さんの気き遣づかいだろうそのささやかな仕草さえ、顔が歪ゆがむくらいかちんときた。

「緋宮、触れてはならぬと」

「そんなこと、知らないです」

「いけない。俺の血は、穢けがれとなるから」

「知らないよ！　みんな、いけないっていうばっかりです！　じゃあ緋宮として命じます、私の好きにさせてください！」

　皆の気配が重くなる。これはきっと軽々しく口にしちゃいけない言葉だったんだ。後こう悔かいと苦しさが胸に押し寄せる。ああ、まただ。また拒きよ絶ぜつされる、批判される。

　でも、拒絶されても、これは譲れない。

「お願いです、手当て、させてください。なにか欲しいものあったら、言ってください。あっ、ここ、座って待っててください！　わっ、私、全力で仕返ししてくる！」

「緋宮」

「こっちの人から見れば、私ってわけのわからない不気味な人間ですよね？　でも胡こ汀ていとか伊織さん、優やさしくしてくれて、そ、それで！　単純かもしれないけど、私のなかではすっごく大事で、だからもう、知らないあいだに傷つけられるの、嫌です！」

　伊織さんが強く目をつむり、直後、私の両りよう肩かたをぐっと強く摑つかんだ。

「指名を。緋宮」

　佐基さんたちが、息をのむ気配を感じた。伊織さんも、護剣士になりたいってこと？

「緋ひ剣けんの座を望んで、剣士たちから袋ふくろ叩だたきの目にあったのか？　……愚おろかなこと」

　ぽつりと告げた白雨さんに、一いつ瞬しゆんだけ、伊織さんは激しい目を向けた。

　すぐにその眼差しは、私をとらえる。

「緋宮。あんたはなんて、美しいのだろうな」

　吐はき捨てる口調だったけれど、嫌いや味みとは違ちがうようだった。

「俺には胡汀のような神力はない。だから神気などはわからぬ。だが、穢れを持つ身ゆえに、誰よりもわかることがある。初めて見たときから突き抜ぬけて、ただ、柔く、繊美であると。花のようなか弱さ、肌のまろやかさ。これは貴人とも違う、天の持つ尊さだ。最も俺から遠き者。だが忌き避ひされるはずが、たやすく俺に触れて救う」

　私を過か剰じようなほどに深窓のお嬢じよう様さま扱あつかいしていたのは、もしかしてそういう理由？

　伊織さんの血を吐くような声音に、私は気け圧おされ、一歩引こうとした。

　だけども両肩を摑まれているせいで、逃にげようがない。

　私を伊織さんから引き剝はがそうとしたのは、予想外にも白雨さんだった。

　二人は同じような暗くら闇やみの目をして、にらみ合った。

「あんたは遊女の白雨でさえ、緋剣として望んだ。ならば俺だとて許されるのでは。山に住み着く『ひとでなし』とすら交わった愚ぐ劣れつな俺の母。血だまりのなかに産み捨てられ、それでも汚けがらわしく生き延びたこの身だ。まれびと女神ならば！　高貴なる者ばかりではなく呪のろいの底をさまよう俺をも、望むべきでは！」

「無礼ではないか！　さがりなさい！」

　佐基さんが私と伊織さんのあいだに割り込むようにして、鞘さやにおさめたままの剣けんをかまえた。

「無礼とは、俺のような者の口を塞ふさぐその驕おごりではないのか」

「むやみに寵ちようを乞こうその性しよう根ねが、礼を欠いている。剣けん士したちの関心をひこうと浅はかな策を巡めぐらすから、緋宮を煩わずらわせることに。ますますお立場を悪化させると、なぜ考えないのか」

「黙だまっておこぼれや同情を待つほどに落ちぶれる気はない！　位なく、神々に見放された身、ならば力にて権をつかみ取る」

「おぞましい生き方とは思わないのか、他者を踏ふみにじってもかまわないと。皆の怒いかりと忌避が見えないか」

「貴人のように、生まれながらに栄えい誉よを約束された者に、我ら無位をなじる権があるのか。我らの命があるからこそ、輝かがやく位ではないか！」

「緋ひ宮みやのたっての願いとして屋や敷しきに置いたというのに、その恩すら理解していないとは」

　口論する二人の顔を交こう互ごに見上げたあと、私は勢いよく身を翻ひるがえした。

「知夏！」

　突とつ然ぜん全力疾しつ走そうし始めた私に驚いたようで、背後から胡こ汀ていの声が聞こえた。ぱたぱたとついてくる羽の音も。向かう先は、神しん殿でんだ。緋宮の指名を、実現させるために。

　この世界で、緋宮と目されて以来ずっと、具体的になにをしていいのか見えなかった。

　そんな私に、明確な願いを口にしてくれる人がいる。だったら今すぐ、叶かなえたい。

『緋宮』としては軽けい率そつな、間ま違ちがった行動かもしれない。

　でも誰だれかのために動きたいという気持ちが間違いなら、いったい正しいことってなんだろう。

　長衣の裾すそに足をとられて転びそうになりながらも、神殿の正門にたどり着く。

　が、鉄を埋うめ込み黒木で組まれた格こう子し調の堅けん固ごな門は、固く閉とざされ、開く気配がない。

「椰や真まちゃん！」

　叫さけんだ瞬しゆん間かん、承知したって感じで、腰こしにひょろりとした腕うでが巻き付き、身体が浮うき上がる。ばさりと羽が小気味よい音を立てた。開けてくれないなら、飛び越こえるまでだ！

　こっそりと門の内側で聞き耳を立てていたらしい神巫かんなぎたちが、空から侵しん入にゆうするという手段をとった私を見て、ぎょっとした。

　祇ぎ官かん長とおぼしき人が、二人の神かみ女めを背後に従えて神殿前の三十三段あるという階きざはしの中央に立ち、こっちを見ていた。三十代半ばあたりの、中性的な、狐きつねめいた印象をもつ人だ。

　黒と白の二色だけを使った衣い装しようは女性のものだから、たぶん男の人ではないと思う。

　椰や真まちゃんは階の前に、私をおろしてくれた。

「緋宮の権利として、護剣士を指名します。陽よう都とへともに来た三人を、私の剣に！」

　挨あい拶さつもなにもかもすっとばして、私は声を張り上げた。祇官長は私が最も苦手とするタイプ……冷静沈ちん着ちやくそうで、策士的な雰ふん囲い気きだ。

　気き迫はく負けしないように、最初から居い丈たけ高だかな態度でいくしかない。

　祇官長は軽く目を細め、闇やみ色に金の房ふさがついた檜ひ扇おうぎで口元を隠かくすと、ひとつ、階を降りて私に近づいた。

「あの白雨という女」

　またひとつ、ゆっくりと段を降りる。

「実父が陽都の遠えん府ぷに仕える貴人だという。だが年若い側そば女めが、その花はな咲さく美び貌ぼうを妬ねたみ、追放を願ったと。側女は高位ではないが、都の要人に知ち己きが多い。ゆえに実父は側女の機嫌を取るために、くだらぬ罪を捏ねつ造ぞうし、白雨を切り捨てた。この悪巧みにより、貴人の身が遊女に」

　さらにひとつ、段を降りる。威い圧あつしているんだ、とようやく気づいた。

　負けられない。ここでひるみ、逃げ帰れば白雨さんたちをまた苦しませる。

　白雨さんたちの、闇を拾った眼まな差ざしを思い出す。もう十分すぎるほど傷ついてきた人たちだ。最終的には人となりで判断されるとしても、『緋剣の座』という盾たてを私が渡わたすことで、わずかでも身を守れるのなら手に入れてみせる。

「それに先ほど神巫が数人、この神殿に飛び込んできたが。神巫が言うには、白雨という女、遊女の技わざをもちいて興を引き、認められようとしたと。馬ば鹿かげたことだ」

「……え？」

　遊女の技？　ちょ、ちょっと待って。私、思い違いしていた？

　まさか白雨さんのほうから、あの神巫たちを誘ゆう惑わくしたって？

　呆ぼう然ぜんとする私を見つめ、祇官長が扇を閉じた。

　そのとき、背後で神巫たちの慌あわてる声と門の開く音、近づいてくるいくつかの足音が響ひびいた。振ふり返らなくてもわかる、胡こ汀ていたちが追ってきたんだろう。

「まれびと女め神がみと呼ばれる娘むすめ、おまえはどうか？　おのれの浅せん慮りよ、不徳が、彼らを追いつめているとは思わないか」

　淡たん々たんと告げると祇官長は、押し黙る私に嘲あざけりともとれそうな薄うすい笑えみを向けた。なにかを思いついた様子で、懐ふところから小つぼを出す。親指より多少大きい程度だ。

「たとえばだ。この中身は毒かもしれぬ。あるいは蜜みつかもしれぬな。飲み干せるか？　飲めば、そう、一人くらいは緋剣としてこの帰き鼓こ廷ていに受け入れ、皆みなに認めさせてもいい」

　祇ぎ官かん長自らが、帰鼓廷の人たちに緋剣だと紹しよう介かいしてくれるの？

「毒に塗まみれる覚かく悟ごはあるか、次代緋宮と目された娘。おまえにどれほどの意気があろうな」

　その含ふくみのある言い方、まだ私を緋宮とは認めてないって証しよう拠こだ。

「九く支し様、なんということをおっしゃる」

　私のそばに駆かけ寄ってきた佐基さんは顔を厳しくし、九支という名前らしい祇官長に批判の声を投げた。

　私は、ぱっと九支さんの手から小つぼを奪うばった。

　佐基さんや、彼女と一いつ緒しよに到とう着ちやくした胡汀たちが、途と端たんにお叱しかりの表情を浮かべる。

　私は小つぼの蓋ふたを開け、慌てる佐基さんたちが手を伸のばすより早く、中の液体を飲み込んだ。

「……泥どろっ」

　飲んだあと、うえええ、となった。蜜でも毒でもない、泥水ですか！

「緋宮！」

　佐基さんが小つぼをひったくり、青ざめた顔で私の口を拭ぬぐう。伊織さんと白雨さんは啞あ然ぜんとしてるし、胡こ汀ていは──見る勇気がありません！　ひしひしと「オマエ！　あとでどれくらい説教されるか……、わかってんな？」という呪じゆ詛そ的脅きよう迫はくの気配が伝わってくるんですけど！

　しばし呆あつ気けにとられていた九支さんは、私たちのやりとりに、喉のどを鳴らして笑った。

「なぜ躊躇ためらわずに飲まれた？」

「飲めば、緋ひ剣けんを一人、認めてくれるって」

「だが、まこと毒なら、死していたかもしれぬのに？」

　荒あれ狂くるう感情の勢いを借りて飲んだのだけれど、真実は伏ふせ、私はソレらしく見み栄えを張った。

「私、緋宮です」

「それが？」

「それで！　国の護女に、祇官長さんが本物の毒を飲ませるはずがないです！　……きっと」

「おや」

　九支さんは楽しそうな表情をし、扇の先でとんとんと唇くちびるを軽く叩たたいた。

「まったく泥がお似合いの次代様であられるな。身に浴びるだけではまだ足らず口にも含む」

「じっ、自分で飲ませておいて！」

「そうそう、次代様。儀ぎを結ばれたと。お祝い申し上げる。神花の種まで顕あらわれてしまってはな。心情はどうあれ、我らは先代様を諦あきらめねばならぬようだ。とはいえあなたの真価ははかりかねる。次の緋宮がおこしになるまで騒そう乱らんを招かぬよう、せいぜい蒸む槻きに尽つくしておくれ」

「私が騒さわぎを起こしたわけじゃないです！　神巫かんなぎさん方が次から次に嫌いやがらせをですね」

「違ちがうと申すか。だが、その手首。滸こ楽らくの求きゆう婚こん痕あとはどうしたのか。まるで天てん祖そ陽女ひめ神がみが受けた穢けがれの再来ではないか。大きな凶きよう事じが起きると、神巫たちを怯おびえさせている」

　私はとっさに手首をおさえた。腕うで輪わで隠している手首の奇き妙みような模様。

「それから、後始末はおのれですべき。祭道も泥まみれのまま。拭ふき清めていただこうか」

「え？」

　九く支しさんが笑みを深めた。あの屈くつ辱じよく的な泥まみれの道を掃そう除じしろって。

　汚よごしたのは私じゃなくて神巫たちじゃないか！

　儀式のときに味わったショックを思い出して、後ずさりしそうになる。九支さんはそんな私をつまらなそうに一いち瞥べつし、扇を開いた。

「……そ、掃除、完かん璧ぺきにしたら、緋剣を認めてくれますか！」

　背を向けて去ろうとした九支さんに、私は怯える気持ちを振り払はらい、叫んだ。

　緋宮の指名が重要といいながらも、現実的に、祇ぎ官かん長たる九支さんの許可がなければ皆の批判はやまず、受け入れてもらえない。

「さてなあ。滸こ楽らくの寵ちようを浴びた次代様に、剣けんを与あたえてよいものか」

　この人ってば！　最初からなにも協力してくれるつもりなんてなかったんですね！

　もうダメ、黙だまってられませんとも。私は無言で片方の浅あさ沓ぐつを脱ぬぎ、すっとぼけた顔で扇を弄もてあそんでいる九支さんにぶん投げようとした。そのときだ。

　胡こ汀ていに手首を摑つかまれた。

「放っ……!?」

「嚙かみ付いたのが、滸楽とは限らない。誰だれしも、獣けものの性があるという」

　胡汀が怪あやしい発言ののち、私の手首を持ち上げて腕輪を抜ぬき、模様のある部分にがりっと嚙み付いた。血が流れるほどじゃないけれど、そこそこ痛い。

「こ、胡汀!?」

　胡汀さん!?　人前でなんちゅう真似まねをするんですか！
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「人も情が高じれば、呪しゆもかけような──誰の嚙み痕だと思われる？」

　胡汀が嚙んだ部分に舌で触ふれ、唇でやんわりと吸った。視線をさらりと九支さんに流す。全身から熱を放出してよろけた私の腰こしを片かた腕うでで支え、意図的だろう獰どう猛もうな目で、上品に笑う。

「おまえも緋剣の座を望む者か。だが飼い犬が主あるじに嚙み付くとは、躾しつけができておらぬこと」

「完全に飼い馴ならされれば牙きばも折れる。それでは主を護まもれまい。ただ、残念だがな、俺の主はどうものどかな性情ゆえ、たやすく命じてはくれぬのだ。仇あだなす者を、嚙み殺せと。かほどに待っているというのに」

　やけに純情ぶった甘い口調ですがそれ、どう考えても「おまえを狙ねらってんだぜー？」的な脅迫だ！　いいんですか、帰き鼓こ廷ていのボスに……って最初に仕し掛かけたのは私だけども！

　九支さんは、笑い声を立てた。

「気骨のあることだ。そういえば先ほど、気風の変わった神じん力りよくを感知したが。なるほど、太古の血であるとの話は確かなようだ。おまえが鉄てつ狩がり師しの男だな。神巫かんなぎのなかでも、太古の血を継つぐ者は希少。生誕の際に地神の祝福を受けたか。にしても、私の知らぬ神のお力に思えるが」

「……さあ。覚えはないが」

「ふうん、どこぞの神のお力か。この私が目を凝こらしても見えぬとは、面おも白しろい。そうだな……。神しん殿でんは、おまえを認めてやろうか」

「えっ、ほんとですか！」

　私は高い声を上げてしまった。とりあえず、胡こ汀ていだけでも認めてもらえたことは大きい。

　頑がん張ばっていけば、今後も認めてもらえるかもしれないって可能性を広げられた。

　いや、これ、私の説得が功を奏したんじゃなく、胡汀自身の神力と奮ふん闘とうが評価された結果なんだけれど、それでもだ。この調子で伊織さんたちもお願いしたい！

「まったく、そのように喜ばれると毒気も抜ける。よくお立場を考えられよ」

　九く支しさんはあきれ顔で呟つぶやくと、もう興味を失った様子で階きざはしを上がり始めた。

　思わずあとを追いかけそうになり、胡汀にとめられた。奪われた腕輪で後頭部を軽く叩かれる。今日はここまでにしとけって言いたいらしい。

　うん、また日を改めてこよう。すべての緋剣を認めてもらえるまで、何度でもここにこよう。
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　空のきわまで星躍おどる、夜の刻。

　すっかり過保護になった椰や真まちゃんを護衛にし、私は日が沈しずむ前に探しておいた清せい掃そう道具を抱かかえ、柑かん梨り殿でんを抜け出した。椰真ちゃんにぷらんと抱えられての空中移動だ。

　この世界の清掃方法、基本は、はばき──ホウキのこと──ではくか、ときぬ──こっちはゾウキンのこと──で拭くというのが基本だ。どちらも五十種類以上あって、掃除の場所によって使用する種類が厳格に定められている。

「はばき、とは元来、神の具であり名でもある神聖なもの。刃はのない剣だ。一掃はきで悪あつ鬼きを退け、二掃きで護ご霊れいを招く。ゆえに、おろそかにしてはならぬ」

　椰真ちゃんは丸い月を仰あおぎ、厳いかめしく教えてくれた。

「そっかあ。掃除って、すごく重要ってこと」

「場を清めることは、要するに器うつわの浄じよう化かであろう。人の禊みそぎと変わらぬ」

　自宅の部屋を思い出して、私は深く反省した。たまにめんどくさくなって掃そう除じ怠おこたってたっけ。

　もし帰ることができたら、きれいに掃除しよう。帰ることが本当にできたなら。

「美いつくし乙女おとめは、日々、辛つらいか？」

　もうちょっとで帰き鼓こ廷ていの祭道に着くという頃ころ、椰真ちゃんがひそひそ声でそう言った。

「え、え。べっ、別になにも、辛くなんてないよ!?　慣れないことが多くて、それで戸と惑まどっているけれど、胡こ汀ていや椰真ちゃんもいてくれるし」

　あからさまにうろたえながら否定しても、説得力はなさそうだ。

「だが、より辛い日々が続くだろう」

「椰真ちゃん、ここは噓うそでもいいですので反対のことを言ってほしい……」

「実なき虚うつろな言には、悪あく霊りようが滑すべり込む。女め神がみに対して、なぜ虚きよ言げんを紡つむげようか」

　蒸む槻きっていう国、本当に古めかしく、神様やら霊れい的てきな存在を重んじている。

「それでも椰真は、知夏のそばにおる」

　そんな嬉うれしいことを、またまた厳めしく言ってくれちゃって、椰真ちゃんめ。

　じんわりと喜びに浸ひたりつつ宙をゆき、祭道に到とう着ちやくした。

　椰真ちゃん、偉えらい。自分の身体からだを人ひと魂だまよろしく発光させて、私が掃除しやすいようにしてくれた。ちょっぴり不気味だけれど。

「あ」

　今日いっぱい通行禁止のはずの祭道には、先客がいた。

「緋ひ宮みや？」

「佐基さん？」

　佐基さんと、数人の、帰き鼓こ廷てい内ないではあまり身分の高くない神かみ女めたちだ。

「緋宮、なぜここに？」

　佐基さんは気まずそうに視線を泳がせながら、私のそばに駆かけ寄ってきた。

「佐基さんこそどうして……私のかわりに掃除にきてくれたんですか？」

　佐基さんの手にも、私が持っているのと同じはばきが握にぎられている。

「九く支し様の言を本気に取られたのですか。緋宮ご自身がされることではないのです」

　私の手から、恭うやうやしい仕草で、はばきを取り上げる。

　静かな夜だった。そのなかで、ざ、ざっと神女たちの道をはく音、高たか杯つきを片付ける音が響ひびく。

「でも、佐基さんがすることじゃ」

　と言いかけて、口を閉とざした。じゃあ誰がする仕事なの。

　ごく当然のように、掃除なんて下っ端ぱの人にまかせるべき、って考えたんだ、私。

　さっき椰や真まちゃんに、掃除はとても厳おごそかな行いだって聞いたばかりなのに。

　私は反省するため、自分に勢いよく両手ビンタをした。いい音がした。こ、これは痛かった。

「緋宮!?」

　佐基さんが、はばきを手から落とし、心底驚きよう愕がくしました、っていう表情で私の頰ほおを包んだ。

「あっ。はばき、大事な道具」

「お顔をお見せください！　誰か明かりを……ああ、椰真。こちらへ近づいて。頰が赤く染まっていらっしゃる。なぜご自分を傷つけなさるのですか」

　おろおろとする佐基さんの手が、優やさしく頰を撫なでた。

「あのう、佐基さん。もう休んでください。掃そう除じ、九支さんからやれって言われたの、私です。神女さんたちも戻もどってください」

「緋宮」

「緋宮って呼ばれるような、いいこと、まだなにもしてないです。昼間も……我が儘まま言ったりして、ごめんなさい。掃除って禊の意味もあるんですよね。私、弱くて、すぐに逃にげ出しちゃうから、ちょうどいいかも。お清めします。明日から、頭いい緋宮を目指そうかと！」

「──お心が、傷ついていらっしゃるのですね」

　柔やわらかな佐基さんの声こわ音ねに、喉のどの奥がつまった。夜って危険、感傷的になりやすい。

「佐基さんも本当は、緋宮の代だい替がわりなんか嫌いやですよね。威い厳げんゼロで怪あやしい私が次代とか」

　私の頰ほおから手を離すと、佐基さんは一瞬戸惑いの表情を見せ、視線を揺らした。

　そんな答えにくいことを聞いてどうするんだ、私。

「ごめんなさい、今の聞かなかったことに！　なにも言ってませんからっ」

　恥はずかしくて顔を上げられないでいると、佐基さんは突とつ然ぜん、地面に片かた膝ひざをついた。

　私はおたつき、一歩下がった。自分よりも年上の人に跪ひざまずかれると、すっごく落ち着かないし気き後おくれもする。礼を尽つくされる立場、自分にはふさわしくないって痛つう烈れつに思ってしまう。

「佐基さん！」

「いつくし姫ひめ。あなたは確かに、先代とは異なる女神であられます。ですが、少なくともこれまで、泥どろまで飲み干す女神はおられなかった。先代が人に誇ほこりを与あたえる気高き女神ならば、あなたは心にささやかな起き伏ふくをもたらす、変革の女神なのではと思います」

「変革の女神ですか……？」

「だからどうか、ご自分を見限らず、また我らをも、お見捨てにならずに。お辛いときは、呼んでくだされば必ずお守りいたします。私を剣けんとしてくださったのだから」

　私は激しく首を振ふった。違ちがう、私のほうが皆みなを護まもらなきゃいけない。

「私、緋宮のお役目を引き受けたときから、嫌だ、嫌だって思ってばかりだったんです。毎日不満ばっかりで」

「胸に一いつ切さいの不満を持たぬ者など、おりません。それに……これは私見ではありますが、あなたは誰だれより、女神らしいと思います」

「ええ！」

「他者が見せる意思を、鏡のようにその身に映される。人の誹そしりに悲しまれ、笑えみを前にすれば、あなたも同じくお喜びに。ご自身のお心にも忠実であられる。それは、まさに神の質では。神はおのれを偽いつわらぬ。万ばん象しように対し無む垢くであるとは、残ざん酷こくでなければできぬすべ」

「ざ、残酷？　私が！」

「日ひ頃ごろのご様子をさしているのではありません。どちらかといえば普ふ段だんはその、物もの腰ごしが……、控ひかえめで、いらっしゃるかと」

　ありがとう佐基さん、「どう見ても軟なん弱じやくな阿あ呆ほ鳥どり」という真実を包み隠かくしてくれたんだよね。

「人の身分に価値を見いださぬ、それもやはり神の視点では」

　えー!!　と叫さけびたい。視点が違うのって、生まれの問題じゃないかな。私の思考基準は日本だ。蒸む槻きのように、命を左右するくらいの凄すさまじい差別や偏へん見けんがないというだけ。

　以前に、懸け念ねんしたことがふと思い出された。価値観の相そう違いについてだ。

　よくも悪くも、私の言動は波は紋もんを広げる原因になる。私がここをフカシギ世界と感じるように、こっちの人たちも私のことをフカシギ娘むすめと捉とらえる。いや、不気味娘かな。

「あのう、私って、佐基さんから見て、気味が悪い系でしょうか？」

　またしても返答しにくいだろう問いかけをしてしまい、頭を抱えたくなるほど後こう悔かいした。

　私ってばどんだけ甘ったれ！　悪いのは、乙女心を二割増しにしてくれる、この夜だ。

　でも、たまには誰かに受け入れてほしくもなる。親しい友達のように。

　貪どん欲よくな願いが、私を突つき動かす。──変だな、いつから私、こんなふうになったんだろう。

　人の心を根こそぎ奪うばいたくなるような強きよう烈れつな欲よつ求きゆうが芽生えている。

「どうお伝えすればよいのでしょうか。あなたは、なんだか、そうですね……」

　佐基さんが、ちょっと困ったように私を見上げた。な、なに！　どんな感じ？

　えらくびくつく私の姿がおかしかったのか、佐基さんは唇くちびるをほころばせた。

　咲さき始めた花のように繊せん細さいな微び笑しようを浮うかべ、わずかに私の指先に触ふれる。

「友のように日々を過ごしてくださるような。親しみをもって意味なく触れても、許してくださる方なのではと」

　友のように。まるで私の心から見つけてきたかのようなタイミングだった。

　私は目を見開き、しばし身体をぶるぶるさせた。それから勢いよく佐基さんに抱だきつく。

「緋宮!?」

　もし嫌けん悪おしていたら、そんなこと思わないよね？

「緋宮！　その、だからといって、気安く他者に抱きついては……緋宮？　泣いておられるのですか」

「泣いていません、ただ私……。ありがとう佐基さん」

「え……？　なにがでしょう？」

「あの、私を、緋宮って呼んでくれますか」

「緋宮……？」

「緋宮って、偉い人ですよね」

「はい」

「きっと気軽に、抱きついたり、おしゃべり、しませんね？」

「……はい」

　私は、中ちゆう腰ごしになっていて辛つらいだろう佐基さんに、もっと抱きついた。

　それから精せい一いつ杯ぱい虚きよ勢せいをはって、権力者っぽく偉そうに仁に王おう立だちした。

　私のことを「緋ひ宮みや」と認めてくれたうえで、無自覚らしいささやかな好意をくれる人を、見つめる。

「今日という日の緋宮は、佐基さんのものです。誰にもあげない特権です」

「──」

　外灯に徹てつして見守る椰真ちゃんのそばで、私はぐちゃぐちゃに泣きながら、尊大な言葉を吐はき出す。頑がん張ばる理由、ひとつ増えた。佐基さんも大事な人の一員になった。

「好きなだけ、私に触さわることを認めます。暴言も、バイオレンスな髪かみの毛雑草摑づかみも許可してあげるんですから。あなたは、私の大事な癒いやし系護ご剣けん士しです。お願いです、そんなふうに……友達みたいにこれからも、一いつ緒しよにいてくれますか？」

「──これほどの、誉ほまれはほかに、ございません」







　二章







　暗い洞どう窟くつから抜け出たような、晴天の午後。

　私は椰や真まちゃん、佐基さんとともに、お気に入りの場所になった帰き鼓こ廷てい内ののっぽ亭ていを訪おとずれ、勉強の真っ最中だった。ここ、緋宮就任儀ぎ式しきの日に発見したところだ。

「知夏、知夏。少し休め」

　楓かえでのような形を持つ青い色の葉っぱを集めるのに飽あきたらしい椰真ちゃんが、卓たくにかじりついている私の周りをぱたぱた巡めぐって、逆さに顔を覗のぞき込んできた。椰真ちゃんが動くたびに、青い楓が手の隙すき間まからこぼれるため、佐基さんが優しく苦笑している。

「大だい丈じよう夫ぶ、頑張る」

　すでに、祭道の夜から数日が経過している。そのあいだに白雨さんと伊織さんには「なんとかするから、少しだけ待っていてください」と約束した。

　一人だけ護剣士として九く支しさんに認められた胡こ汀ていはというと。

　正式な儀を行う前に、まずは顔見せ目的なんだろう、朝火さんに引っ張られ、剣士たちの宿舎に移動していた。日々訓練、もとい勉強中なのだとか。

　この数日、ろくに会っていないので、あとで密ひそかにうかがいにいこうと考えている。

　朝火さんは、白雨さんと伊織さんの護剣士指名についてはかなり否定的な態度を見せるのに、胡汀にだけは協力的だ。

　胡汀が鉄てつ狩がり師しの身分を持った『隼はや鉄てつ』に詳くわしい者で、なおかつ希少らしい神じん力りよくを操あやつれる点が有利に働いたみたいだった。さらには、剣士たちも思いのほか友好的なんだとか。

　神力で剣士たちと一戦交えた効果らしい。強いだけじゃなく、九支さんと朝火さんの承しよう認にんのほか、神巫かんなぎめいた容よう貌ぼうも相まって、批判を封ふうじ込めることができたようだ。

　まあ、アレだ。本当なら突とつ然ぜん現れた人間がいきなり護剣士に大だい抜ばつ擢てきだなんて、凄まじい反発があるはずだけれど。そこにはイロイロな思惑おもわくが絡からんでいるわけで。

　なにせ死ぬ確率も高い身分だ。羨うらやみながらも、自分が指名を願うのは二の足を踏ふむ。

　しかも今回の緋宮はまれびと女め神がみというわけのわからん私で、神しん殿でんも冷ややか反応。

　ここ数年は凶きよう作さくが続き、けだものの訪れも増加している。こんな状態で誰もなりたがるはずがない。むしろ胡汀が貧びん乏ぼうくじをひいたんではと、同情が生まれてもいるようだ。

　胡汀よりも不安要素がいっぱいなのは、私の力量、知識不足。だもんで、少しでも改善すべく、佐基さんに指導をお願いしたという次し第だいだった。

「ええと、蒸む槻き国は、日本にある都道府県的な区分けがあって……、おおまかな行政区画を『曲きよく』という、と。たとえば百ひやく緑ろく山ざんには、曲が五つある。胡汀のいた月げつ星せい境きようは、蛾が曲きよくという区域のなかにあると」

「はい。基本は五の数え、あるいは十の数えでわけます」

「それぞれの曲を統とう轄かつするのが神人や貴人の地主で、一部自治権もある。農産物とかの租そ税ぜいを徴ちよう収しゆうして……集落にもランクがあって、それによって、えーと、賦ふ役えきが重くなることがあるんだ。結けつ婚こん制度は、身分次第で妻や側そば女めの数を増……えっなんですと？　平民の男は基本夜ばい婚こん？　子どもの養育の義務一いつ切さいなし。つまりその女性に飽きたら通うのをやめればいい。これって浮うわ気きし放題……、なっなんですかこの男性パラダイスな腹立つ制度！　これはあとでじっくり覚えよう！」

　祖父が大好きだった時代劇が頭をよぎった。もっと真しん剣けんに観みておけばよかった。

「それで、うーん。神官文字は神巫さんたち専用の言葉で、ぼくじ……牧ぼく字じがいわば民衆文字。神官文字は漢字っぽい、でも牧字はヒエログリフに似ている」

　私はぶつぶつと呟つぶやきながら、板いた敷じきに並べた数種類の『おりがみ』を見つめた。

　おりがみっていっても、飛行機とかを折る色紙のことじゃない。たたんだ古文書のことだ。

　実際は紙ではなく獣じゆう皮ひだったり、目の細かな布切れに書かれている。

　識字率は、都から離はなれた途と端たん、急激に低下するらしい。一いつ般ぱんの方々は、書物の類たぐいに触れる機会がほとんどないからだ。たとえば娯ご楽らく小説……おとぎ話などが存在しないわけじゃないけれども、カタリヌシさんという職種の方が集落を巡り、口頭で聞かせるのだとか。

　それにしてもだ。なんでひとつの国に、文字の種類が複数あるんですか。統一してほしい。

　日本も漢字、ひらがな、カタカナがあり、さらに英語も日常生活に浸しん透とうしていたか。

「やばいコレ、私の知性が試ためされてます。古典の授業を受けている気分」

　じゅぎょうってなんだろう？　と不思議そうに微笑ほほえんでいる佐基さんは、でれでれしたくなるほどきれいでかわいく癒されるわけですが、この乱れ散る象形文字群、本当に覚えられるんだろうか。

「これなんかもう物理の世界にいってませんか。なんですかこの図形は。うわあ数字的な記号もあるとか私聞いてない、聞いてませんよ」

「そちらは幹かん鳴めい暦れきですね。古い年のものですが、参考になればと」

「かんめいれき」

「一年の天の様子などを記した書ですね。吉凶の神術を用いるとき、歴の図を盤に描く」

「暦があって、それを干支えとっぽく、分けている、と」

　幹鳴暦によると一月は、鼠そ辛しん月づき、というらしい。略して辛しん月げつ、あるいは祖そ神じん月づきとも。

　惑わく星せいの軌き道どうとも関係していて、時刻や占うらないでも使われる呼び方だ。

　それぞれの月を象しよう徴ちようする獣けものにも神話がある。十二の獣は、荒あら神がみの御み霊たまを表しているんだって。

「これは強力な封界の術でもあります。時刻、方位、暦という手段をもって幾いく重えにも人が唱え、使い続けることで、荒神の蘇よみがえりを防ぐのですね」

「もしかして、滸こ楽らくとも関係が？」

「滸こ楽らくは荒神に数えられません。こちらはまた、べつの古き暦を描いた図式で封じられます。護国には滸楽のみならず、恐おそれ神が数多あまたにおられます」

「確か護国って、ええと、五穀からきているんでしたっけ」

「神の世のカタリから、そう呼ばれていますね」

「面おも白しろいですね、五の穀、護の国、五の国。呼び方、いっぱいあるんだ」

「それは、そうです。先ほど申しました通り、幾重にも呼ばねば呪じゆ術じゆつとなりえず効力を生みません。一滴の水の集まりが泉となり命を生むように。音を似せた言にもいつしか強き霊が宿る。これを重かさね呪法と言うのです。あるいは香気かざ根ね呪法とも。言とは香気かざのごとく身を包み、根をはると」

　あ。そういう意味なのか！　面白いかどうかって問題じゃないんですね。

　月の表し方が複数あるのも、その呪法を意識しているせいだろう。

　言葉遊びの範はん囲いか、あるいは、ちょっとくらい呼び方が適当でもかまわないや、ってな感じでおおらかに決めているのかと勘かん違ちがいしていた。考えなしで恥はずかしい。必死に動どう揺ようを隠かくして勇ましく背を伸のばす私が阿あ呆ほに見えたのか、佐基さんが、ぷぷ、と笑った。

「佐基さん！　私ってば非情を貫つらぬく百人斬ぎりの武将ですよ、怒おこらせると怖こわいですよ!?」

「ええ、申し訳ございません」

　笑ってる、笑ってますから。
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　あの夜以来、佐基さんが以前よりも優やさしくなって、私の面めん倒どうをよく見てくれるようになった。笑え顔がおもたくさん向けてくれる。私、有頂天になってなんか、ないんですから！

「ところで緋ひ宮みや、恐きよう縮しゆくなことではありますが、葉湯をいれるのがお上手でいらっしゃる」

　今日用意したお茶は、私がいれたものだ。のっぽ亭の一画って、やっぱり宴うたげ時に使用されるらしく、ちょっとした飲み物程度なら用意できる厨くりやがある。

　で、佐基さんに茶葉となる材料をいただき、試飲をお願いした。意固地な神巫かんなぎたちにも、懐かい柔じゆうすべく毎日捧ささげてみようかな。

「不思議ですね、私が同じ葉を使っても、こうは香かおりが立たないのに」

「天下に並ぶものなしの、ノミモノガカリですから」

「のみものがかり……？」

　またまた不思議そうな顔をしながら控ひかえめに微笑む佐基さんは、絶品でした。

　赤茶色の髪かみを左右に結ゆい上げ、珊さん瑚ごの飾かざりがついた華はなやかな簪かんざしでとめている。その簪から垂れ下がる長い房ふさが、髪の毛のようにさらさらと耳の横で揺ゆれていた。いつもは柔やわらかな印象の人なんだけれども、目め尻じりにきりっと赤系のラインを入れているせいか、艶つやっぽい。

「そろそろお疲つかれではありませんか？　一日で覚えられぬものですから、どうぞ焦あせらずに」

　いい、これは、いい。素す晴ばらしい、こういう優しさを待っていた！

「少し休きゆう憩けいしてもいいですか」

「はい。なにかご用が？　おっしゃってくだされば、私が代わりにいたしますが」

「ええと、その、私ってばノミモノガカリなので、ちょっと胡こ汀ていのところまで配達を兼かねて偵てい察さつにいこうかな、とか……別にそんな、様子がすごく気になるってわけじゃないんですよ!?　ただ暴君様め、薄はく情じようです。私のこと放鳥しっぱなしだし、この数日会いにも来てくれないし、だから堂々と覗のぞき見しにいこうかな、と思ったりしてですね……」

　偉えらそうなんだか気弱なんだかわからない言い訳をこぼすと、佐基さんは微笑んだまま小さく首を傾かしげた。

「胡汀殿は、三の練武場にいます。驚おどろきましたが、朝火が彼を気に入ったようですね」

「朝火さんが？」

「彼自ら胡汀殿をつれ回していますね。他人にいれこむことの少ない朝火にしては珍めずらしい」

　朝火さんって一見優男風で愛あい想そもいいのに、団体行動はあまり好きじゃなさそうだ。

　面めん倒どう見みがいいタイプでもないと思う。なのに率そつ先せんして胡汀の世話をしているのは、なにか理由があるのかもしれない。少しだけ、朝火さんは怖いかも。

「緋宮は、胡汀殿によく懐なついておられますね」

　佐基さん佐基さん、親しくなれたのは嬉うれしいですが、それ間ま違ちがいなく「阿あ呆ほ鳥どりが飼い主に懐いている」的なニュアンスです。

「命の恩人なんです。胡汀が拾ってくれなければ、私とっくに死んでいたと思います。迷めい惑わくもかけたし、嫌いやな思いだっていっぱいさせたんです。それでも見捨てないで一いつ緒しよにいてくれて」

　佐基さんは相あい槌づちをうつと、もぞつく私の髪かみ飾かざりのずれを直してくれた。

「胡こ汀ていのこと、考えると、急に胸がぎゅうっとなるんです。変ですよね？　そばにいるときは大だい丈じよう夫ぶなのに。や、でも目が合うと、やっぱり胸がざわざわするかも。……虐ぎやく待たいされすぎたせい？　大たい抵てい私が悪いんですけれど」

「そうですか」

「あっ今の話、胡汀には秘密です」

「はい」

　佐基さんは視線を落とし、頷うなずいた。私はきょとんと、佐基さんの表情を見つめた。なんだか仕方なさそうに、無理やり作ったような微び笑しようだ。

「ふ、妬やいてますね」

　冗じよう談だんのつもりで、私は尊大にのたまった。なのに。

「そうですね」

「今日の緋宮も特別に佐基さんのもの……、はい？」

「少し、妬きました」

　私はぽかんとした。慎つつましやかに微笑みながら立ち上がり、「お供いたします」と言う佐基さんを凝ぎよう視しする。妬いたって。えっ私に？　胡汀に!?

「……わ、私、癒いやし系を手に入れたー!?」

　夢ですか、これは夢ですか、やっほう。

「佐基さん！」

「はい」

「私の緋ひ剣けんですよね！」

「はい」

　私は歓かん喜きに震ふるえた。心に虹にじと星と太陽がいっぺんに生まれたんですが。もしかして私、美人に恵めぐまれてる？　ありがとう蒸む槻き世界、この調子で白雨さんも手に入れよう！

　あれ、冷静に思い返せば、白雨さんに手を出そうとしていた神巫って全員、女性だった気がする。外界と違ちがって、帰き鼓こ廷てい内ないはジェンダーによる区別があまりないということ？

　私は混乱したり喜んだりしながらも、差し伸べられた佐基さんの手を取って、立ち上がった。椰真ちゃんも、今度は黄色い葉っぱと戯たわむれつつ、ついてくるそぶりを見せる。

　蓋ふたをした湯のみ、もとい湯ゆ杯はいを用意して、私たちは胡汀のいる練武場へ向かった。しかし。

「──まさかのハーレムだ……」

「緋宮」

　私は風に吹ふかれて消えそうな心地ここちになった。向こうもどうやら休憩中なんだろう、剣けん士したちと朝火さん、胡汀が練武場の隅すみにある土ど囊のうに腰こし掛かけて談話している。

　それはいい。問題は、群がっている神かみ女めたちだ。

　甘い笑い声が飛び交かう華やかな光景に、私はつかの間、放心した。

　朝火さんだけじゃなく胡こ汀ていまでも、神女さん方からえっらい熱い目で見つめられてますが。

「なっ、ナンデー!?　私たちって神女さんたちからも、ものすごい勢いで拒きよ否ひられてませんでしたか！　手のひらを返したようなあのちやほやっぷり、なんですか！」

「朝火や九支様の薦せんで、受け入れられたのかと。正式に護剣士の儀ぎをすませてはいませんが。もともと下位の神女は雑用もこなすため、剣士と密に接する者が多いのです。それに胡汀殿は鉄てつ狩がり師しと聞きました。毒を持つ碁ご子こを扱あつかう技術者です。ゆえに隼はや鉄てつの精せい錬れん職人は基本として、帰き鼓こ廷ていでは敬われます。隼鉄は我らに欠かせぬ重要な神具ですので」

「そうだとしてもっ、ああっ、ちょっ、触さわってますよあの神女さん、胡汀の膝ひざに！」

「鉄狩り師、または神巫が護剣士となる。これが一番理想の形です。……緋宮の指名がなにより重要ではありますが、神じん力りよくの薄うすい者、無位の者が護剣士となるのは、歓かん迎げいされません」

　佐基さんは少し意味ありげに説明をしてくれたけれども、ごめん、それどころじゃない！

　胡汀が皆みなに認められて嬉しいはずなのに。きれいな女の人に囲まれている姿を見ると、心に大きな影かげが差す。

「違い和わ感かん、ないや……」

「緋宮？」

　当たり前のことを再さい認にん識しきした。胡汀は私と違い、どんな場所にいても、そぐわないってことがない。この世界の女の人と、よく似合う。

　なんだかとても、割り込めない。あの自然な、楽しそうな光景を壊こわしちゃいけないって臆おく病びような気持ちがわく。

　いつかはこういう景色を目にするだろうなあ、と薄々思っていた。

　でも、いざそのときがくると衝しよう撃げきが強すぎて、呼吸がとまりそうだ。

「私、もしかして野の良ら鳥どり決定とか……」

　悄しよう然ぜんと立ち尽つくす私に、葉っぱをちぎって遊んでいた椰や真まちゃんと、佐基さんが心配そうな目を向けてくる。私は我に返り、悪い想像を力ずくで振ふり払はらった。

「ま、まだ胡汀、あの美鳥さんたちから、つがいを選ぶって決めたわけじゃないですし！」

「きけけ」

「つがい……？」

「誰だれにでも異性の友達くらいいますし！」

　私ってば依い存そんしすぎてしまったせいで、こんなにショックなんだろう。なごやかな談だん笑しようの場に、あからさまな独どく占せん欲よくめいた感情をもって乗り込んだりしたら、胡汀も困るに違いない。

「佐基さん、せっかくつき合ってくれたのに、ごめんなさい。私、戻もどります」

「お渡わたしにならない？」

「私、落ち込んでませんよ！　隣となりに美人な佐基さんがいますもん、ただちょっと今はお茶を渡すタイミングじゃないなって思うだけで、たかが美鳥ハーレム……たかが……、私、野良…」

「では、私がいただきます」

　佐基さんが私の手から葉湯の杯を丁てい寧ねいに取り上げた。

「あっ」

「どうか悲しまれずに。私でよければ、隣におりますから。そうすれば、お気持ちを和やわらげることができますか」

　好意を宿した柔やわらかい微笑を浮うかべる佐基さんを見て、全身のこわばりが取れていく。

　私は、はい、とゆっくりうなずいた。自然に笑い返すことができた。

　皆に受け入れられている胡汀のように、私も頑がん張ばっていこう。必要なこともきちんと学ぶ。たまに落ち込んだとしても投げ出さず、前に進んでいけるように。

　──でも、現実ってなんて意地が悪いのか。

　奮起するたびに新たな困難を広げ、意志を挫くじこうとする。

　佐基さん、椰や真まちゃんと一緒に柑かん梨り殿でんに戻ったあとのことだ。物もの憂うげに歩ほ廊ろうの柱に寄りかかっていた白雨さんを発見した。

　白雨さんと視線が絡からむ。まだ彼女の瞳ひとみからは、憎にくしみと諦てい観かんの闇やみが取れない。

　私と椰真ちゃんと佐基さんの姿を順番に見つめ、白雨さんはかすかに眉まゆをひそめた。

　少し様子がおかしい。声をかけようと足を向ければ、さっと顔を背そむけ、建物のなかに入っていく。私は慌あわてて白雨さんのあとを追った。

　意外なことに白雨さんは、渡わた殿どので神女と話をしていた伊織さんへと近づいた。

　私は足をとめ、彼らの姿を目に焼き付けると、そっとその場を離はなれた。

　もう少しだけ待っていてください。緋ひ宮みやとなるのに必要な知識を吸収し、今度こそ他人ひと任まかせにはせず自分で神しん殿でん側と交こう渉しようをしてみせます。

　学ぶことは無限大というほどに多いけれど、白雨さんたちを長く待たせちゃいけない。

　だから期限を一週間に決めた。そのあいだに、なんとかしたい。

　でも私は判断を誤った。

　白雨さんや伊織さんには、正しい理り屈くつよりも、言葉が必要だったんだ。

　惜おしみなく偽いつわりなく、気持ちのこもった許容を、埋うもれるほどに示すほうが先。

　他者の侮ぶ蔑べつや批判でからからになった心を慰なぐさめ、いつでも手を握にぎれるくらい近くにいるべきだったのに。
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「──噓うそでしょう」

　頭が真っ白になった。

　自分で決めた期限の前日。お昼頃に、柑かん梨り殿に慌ただしく荷車が突つっ込んできた。

　荷車の台に、辛かろうじて息だけはある、といった状態の白雨さんと伊織さんが寝ねかされていた。

「どうして！　どうして二人が、こんなことに!?」

「帰き鼓こ廷てい神殿にて、毒を飲んだとのこと」

　雑ぞう人にんと会話をした佐基さんは短く答えると、今にも息絶えてしまいそうな二人の命をつなぐため、柑梨殿内の敷しき地ちに建てられている聖堂の祈き禱とう部屋へ荷車を運び込んだ。

　神殿？　神殿で毒って。

「九く支しさんが毒を渡した？　私に泥どろを飲ませたように、二人には本物を与あたえたってことなの」

　なんでそんな残ざん酷こくなことを!?

　佐基さんのあとを追って、聖堂に飛び込もうとし、考えを変える。私が今二人のもとで泣きわめいたって、なんの助けにもならない。行くべき場所は他ほかにある。

　私は帰鼓廷を目指し、夕暮れで赤く染まった道を走った。柑梨の地を抜け、緑溢れる急斜をしばらく進んで越えれば、砂地広がる陽都が見える。椰や真まちゃんが羽の音を立ててあとを追ってくる。大門は儀ぎ式しきの日以来、渋しぶ々しぶ開放してくれるようになったものの、やはり内部に私の居場所はない。寝ね泊とまりには佐基さんの屋や敷しきを借りていた。

　陽都の北西端に位置する帰鼓廷の大神殿までは、結構な距きよ離りがある。馬のように速い司し狼ろうに乗れればいいけれど、私一人じゃ操れない。人間の足で何時間かかるだろう。いってみれば、町をひとつ、ふたつ、またぐようなものだ。十キロどころの話じゃないに違いなかった。それでも、諦めて足をとめることなどできない。途と中ちゆうで何度も息切れし、少し休んで、再び走り出す。

　見かねた椰真ちゃんが、私を抱だき上げ、帰鼓廷の神殿まで飛ひ翔しようしてくれた。

「九支さんを呼んで！」

　到とう着ちやく後、前回同様、正門を椰真ちゃんに飛び越こえてもらい、本ほん殿でんの左側にある拝堂のそばでたむろしていた神巫かんなぎたちに叫さけぶ。礼れい儀ぎもへったくれもあるもんか。

　さすがに神殿の正面扉とびらは突とつ破ぱできないので、階きざはしの半ばあたりで待つ。

　空から突とつ然ぜん舞まい降りて、怒いかりもあらわに怒ど鳴なり声を響ひびかせる私の様子に、神巫たちや門の手前につめていた警備中の剣士が右往左往した。

「緋宮が命じています！　九支を連れてきなさい！」

　一いつ喝かつすると、神巫の一人が慌てふためいて神殿内に向かった。

「これはこれは、騒さわがしいこと。神巫たちを動どう揺ようさせるなとお頼たのみしたはず」

　三重の扉を神女に開かせて、ゆったりとした動きで姿を現した九支さんを睨にらみ上げた。

「なぜ白雨さんたちが、毒を飲んだんですか！」

「臣下とは、とかく主あるじを真似るもの」

　即そく座ざに鋭するどく切り返されて、ひるみそうになる。

　戦う前から気け圧おされてどうするの、私。

　私は両足に力を入れた。この世界の人たちは、私のことを「ばかで無力で、軟なん弱じやくな娘むすめ」と最初から侮あなどっている。ちょっと脅おどせば、簡単に怯おびえて泣き萎しおれるって。

　その通りだ。でもここで引けば白雨さんたちを見殺しにすることになる。

　どんなことがあっても負けられない！

「──私の真似をしたって？　じゃあいったいどこの卑ひ劣れつな人が、二人に毒を用意したの」

「おや、まさか次代様から皮肉な批判をきこうとは」

「言わせているのはあなたです！」

　九く支しさんとやり合うには、きっとこれまでのような行き当たりばったりの暴挙じゃダメだ。どんな言い方をすれば効果的か、私は忙せわしなく考えた。架か々が裏りさんのような強さが必要だ。冷れい酷こくなくらいに毅き然ぜんとした態度。彼女の言動を思い出し、口を開く。

「護ご女じよと目されたこの私、緋宮の口から、荒あれた言葉を吐はき出させる。そうさせているのが、祇ぎ官かん長とは。なんて不敬なの。女め神がみへの軽視、国そのものを侮ぶ辱じよくしているのと変わらない！」

　私のどぎつい糾きゆう弾だんに、はじめて九支さんが真面まじ目めな顔を見せた。

　こっそり盗ぬすみ聞きしていた神巫かんなぎや剣けん士したち、そして隣の椰や真まちゃんまでも、ぎょっと身を揺ゆする。私だって戦える。大事な人たちをないがしろにされ、殺されかけて、泣なき寝ね入いりするほど弱くない。

「蘇よみがえらせなさい。彼らを死なせたとき、私があなたを裁きます。どんな言い訳も許さない！」

「彼らが自ら、望んだとしてもか？」

「どういうこと」

　九支さんは、私の目の前まで近づいた。

「次代を真似たと申した。いかに受け入れがたくとも緋宮は緋宮。帰き鼓こ廷ていの主に対して、私が偽りを申すとでも」

「二人が毒殺してくださいって頼むはず、ない！」

「落ち着かれよ。二人は、私に膝ひざをついた。護剣士として認めろと。すでに緋宮の指名があるだろうと返せば、祇官たちを掌しよう握あくする私の承しよう認にんもほしいのだと。だが二人に神じん力りよくは見えなかった。ただびとに過ぎぬ者が緋ひ剣けんの座を望むとは、おこがましいにもほどがある。ゆえに私は歓かん迎げいせぬが──その気き概がい、野心は気に入った」

「気に入った……？」

　思わぬ肯こう定てい的な発言に、ふと怒りを削そがれてしまう。

「私が幼よう稚ちな悪意をもって、ただいたずらに次代様方を排はい除じよしているとでも？　私はこの国を守護できる者を望むだけだ。強き者、あるいは強き者を呼び集める輝かがやきを宿す者。そういう者でなくては、護女や緋剣とは認めぬ」

　予想外の言葉だった。九く支しさんは、私たちを身分や出身だけで判断していたんじゃないんだ。

　頭の冷えた私を見て、九支さんが憐憫と落胆がうかがえる表情をし、手にしている扇を軽く振った。

「去れといったが、去らぬ。命をかける覚かく悟ごがないのなら過ぎた望みを口にするものではない、そう言い渡わたせば、試ためさせろと」

「試す？」

「この国の護女から、指名はとうに受けた。護女の指名が正しくば、あめつちも認めるはず。大地に敬けい慕ぼを抱いだくという蜜みつ葉は、その毒を飲ませよと。なるほど一理あろう。私は毒を渡した」

「蜜葉の毒？」

　クローバーに似た、毒性の植物、蜜葉。山やま越ごえの途中で、食用になると勘かん違ちがいし、蜜葉を摘つんだことがあった。

「彼らはよくおのれの状じよう況きようを理解している。無位で、神力もない。緋宮一人の身びいきによる指名だけでは、たとえ緋剣の座を得たとしても皆みなの怒りを煽あおるのみ、糾きゆう弾だんはやまぬと。いずれその矛ほこ先さきは、緋宮に向かう。なによりも以前、この場で緋宮が指名を公言してしまった。もはや撤てつ回かいもできぬこと。どちらにしても二人は命を賭かけるよりほかになかろうよ。ただでさえ緋宮の立場は地の底にあり、いつ転てん覆ぷくするかもわからぬ状況だ」

「そんな」

「だが、結果はご覧の通り。その者たちに、あめつちを動かす力はなかった」

　足あし下もとから震ふるえが走る。私が後先考えずに軽けい率そつなことをしたせいで、二人を危機に追いやってしまったんだ。どうすればいいの、助ける方法はない？　このままだといずれ全身に毒が回って、白雨さんたちが死んでしまう。

「美いつくし女神。ならば、女神があめつちを動かせばよい」

　私の背にはりついた椰や真まちゃんが、くき、くけけ、と考え深げに髪かみを振ふり、言葉を挟はさんだ。九支さんが、ちらりと椰真ちゃんを見やる。

「緋ひ宮みやとして第一に行うこととなる重要な神事が、近々あろう。蒸む槻きの守護神たる『土つち老ろう人じん』召しよう喚かんの儀ぎ。土老人は蘇そ生せいと恵めぐみの地ち神じん。かの神に毒の穢けがれを除くよう、お頼み申せばよい」

「なるほど、それも面おも白しろい。儀の日は、すでに占せんにて十の日の後と決まっている」

　つちろうじん？　確か緋宮はことごとく神事を行うって朝火さんが──ちょっと待って、最初の神事が、十日後!?　私、なにも聞いていないんだけれど！

「地神をも動かすことが可能であれば。今度こそは、違たがわず次代様の命を聞き入れるとしよう。神しん殿でんは、その二人を護剣士と認める。剣士たちも地神が祝するのであれば、否いなはなかろう」

　九支さんがばさりと檜ひ扇おうぎを開いて顔を隠かくし、私の返事を聞く前に踵きびすを返した。

　地神である『土老人』の力を借りれば、二人の身を蝕むしばむ毒を取り除け、なおかつ九支さんたちにも護剣士と認めてもらえる。

　でも、もし失敗したら。二人の命が自分の手の上に乗っている。その重さに、総毛立つ。

「絶対に助けないと。大だい丈じよう夫ぶ、きっと助けられる。もう失敗、できないんだから」

　身体中にじわじわと広がる不安に目をつむり、私は何度もつぶやいた。
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　夕日の赤と、夜の青が、空の両りよう端たんに存在する色しき彩さい豊かな刻。

　だんだんと指定地と化しつつあるのっぽ亭ていに向かい、これからどうすべきか考える。

　誰だれも見ていないのをいいことに、円えん座ざを下した敷じきにしてごろりと横たわった。

　瞼まぶたの裏まで夕日の色がしみ込み、溶とかされそうだった。

「知夏」

「あっ、椰や真まちゃん。お帰りなさい。お使いありがとう。白雨さんたちの容態は？」

「毒の巡めぐりが早い」

　私は、考え深げに首くび飾かざりを弄もてあそぶ椰真ちゃんを、食い入るように見つめた。

「佐基に、知夏の言を伝えておいた。次の儀式で土老人に蘇りを願うと。そこで、二人を仮死状態にした。儀の日まで眠ねむらせておく。毒の巡りはとめられるが、かわりに治ち癒ゆも受け付けぬ。土老人の加護を得られねば、二人は命を落とすだろう」

「う、うん。わかった」

　頑がん張ばらないと。私は立ち上がり、ぷかりと宙に浮ういている椰真ちゃんを手招きした。

「椰真ちゃん、土老人を召喚するっていう儀式の詳くわしい内容、わかる？」

「正しくは『水みず織おりノ儀ぎ』という。緋宮にとっても特に重要な儀式。なぜならこの地神に、緋宮の神花となる種を渡す。地神が大地を巡り、各神殿の祠ほこらに種を届けるという。種は神巫かんなぎによって要所に植えられ、楽らく奪ばい月つきの守護花となる。また、これが、新しん暦れきの国花だ」

「そういえば、前に鉄の花から種が出たよね」

「そうだ。あの鉄花が生みし種こそ、知夏、おまえを象しよう徴ちようする神花だ」

「今、どこにあるの？」

「神殿が保管している。排はい斥せきあれども、国花ともなる種を悪さには使用しない」

「ふうん」

「儀は庭てい内ないの屋外儀式場で行われる。神かみ戸ど……神の井い戸どで水を汲くみ、聖せい杯はいに満たすというものだ」

「水を汲めばいいの？」

「厄やつ介かいだぞ。知夏一人では体力的に難しい。杯さかずきの数が多い。儀の間に並ぶすべての杯に満たさねば。ゆえに本来なら、剣士たちの手を借りる」

「……だ、大丈夫！」

　目標は定まった。ぐっと拳こぶしを握にぎる。やれるかどうかを不安に思って立ち止まる暇ひまはない。なんとしてでも成功させなきゃ、二人を失ってしまう。

　──正直なところ、「失う」という経験をしたことがない。どのくらい辛いのか、想像するしかできない。

　想像だけでも、こんなに胸が痛むのに、もし現実になったりしたら。

　ふと吐はき気のような、胸を圧あつ迫ぱくするものを感じ、全身に淡あわく痺しびれが広がった。

　握った拳もかすかに震え、背筋が寒くなる。

　不ふ吉きつな影かげが忍しのび寄り、べったりと肌はだにはりついているようだった。

　恐おそろしい予感を振り払はらいたくて、私はわざと明るい声を出した。

「まずは剣けん士しさんたちを徹てつ底てい攻こう略りやくし、味方につけてみせますとも！」

　言こと霊だまの力、借りてみよう。口に出しているうちに、強運を引き寄せることができるかもしれない。

　椰や真まちゃんが、守護霊のごとく私の背にはりつき、勇ましく羽をばたつかせた。

「椰真も、やろう」

「うん！」

「剣士、脅おどすか？」

「や、椰真ちゃん、気持ちだけ嬉うれしく受け取っておく……」

「くき」

　などと、いじける椰真ちゃんをなだめていたときだ。

「緋宮！」

　佐基さんが、息を切らして亭ていに上がってきた。どうやら司狼を駆り、椰真ちゃんのあとを追ってきたらしい。到とう着ちやく後、荒あらい呼吸を繰くり返して言葉なく視線を向けてくる佐基さんに、手を伸のばす。汗あせで、額に髪の毛がはりついている。少し背せ伸のびをし、衣ころもの袖そででそっと拭ふく。

　佐基さんは、ふうっと深く息を吐いた。

「椰真の言は、まことですか。とりあえずは、白雨たちの肉体を神術にて保護していますが」

「ごめんなさい、九く支しさんと勝手に取引みたいなことをしてしまって。だけど私、頑張ります。儀式が終わるまで二人のこと、どうか守ってくれますか」

「緋宮。本気なのですか」

「はい、絶対に二人を取り戻もどして、九支さんをやっつけ」

「そうではなく。本気で彼らを護剣士に命ずると」

　佐基さんは私の言葉を途と中ちゆうで遮さえぎり、苦い声を聞かせた。

「佐基さんも、嫌いやですか。二人が緋ひ剣けんとなるの」

「力ある者を、選んではくれないのですか。あなたを守る剣けんです。神巫かんなぎや剣士のなかにも剛ごうの者ものがいる、指名を望む者もいるのです」

「滸こ楽らくと戦うことがあったりして、危険なんですよね？　羨うらやみはしても現実的に、なりたがる人は少ないって……」

　私が慎しん重ちようにそう言うと、佐基さんはわずかに憂ゆう鬱うつそうな顔を見せた。

「確かに、そうではありますが。なれども希望者がいないわけではありません」

「まれびと女め神がみって言われてる、私でもですか？」

　佐基さんは言葉につまった。もし次代緋宮がこの国の女性であれば、危険が多いとはいいつつもやっぱり高位の名めい誉よ職だ、結構な数の志願者が現れたはず。

　だけど現実は違う、力の程度も身分も生まれた国もさっぱりわからない、あらゆる意味で不ふ透とう明めいな私が新たな緋宮として目された。誰がそんな異様すぎる娘むすめの剣になりたがるだろう。

「ごめんなさい、佐基さんを責めているんじゃないんです。全然頼たよりにならない私が、いけないんです。だから自分で、なんとかしないと」

「我らの非礼により、緋宮を苦しめている、それは本当に許されぬ罪と存じます。ですが、どうか。お考えを改めてはもらえませんか。緋剣とするのは、おやめください。神巫かんなぎたちの強固な反発は、彼らをおそばに置かれているためでもあるのです。帰き鼓こ廷てい、ひいてはこの蒸む槻きには、無む冠かんの者に対する差別が根強く存在します。それが災わざわいの種であるとも思います。たとえ律にて禁じようとも、一いつ朝ちよう一いつ夕せきに撤てつ廃ぱいできるものではない。多くの時が必要なのです」

「その時間が、今はありません」

「彼らの蘇生には否いなを唱えません。緋剣を、諦あきらめてほしいのです。まずは一人でも多く、緋ひ宮みやの支えとなる有能な人材が必要です」

「佐基さん、私も、きっと神巫さんたちに合わせたほうが、いいのかなって思います。白雨さんたちを正式に指名したら、もっと拒きよ絶ぜつされるかもって」

「では」

　私は小さく首を振ふった。

「どうして二人にこんなにこだわってるのか、佐基さんたちは不思議に思われてるんですよね。二人がそう望んでくれたからってこともあるけれど、それだけじゃなくて」

　私は無意識に自分の両腕をさすり、視線を遠くへ逃した。

「二人のお姿、今の私そのものなんです」

「緋宮」

「悪いこととか、いいこととか関係なしに、もうなんでもいいから縋すがりたいって思っちゃう。まだ一年もここにいない私でも、拒絶されてばっかりでショックの連続っていうか……寂さびしい気持ちでいっぱいです。だったら長い間、ずっとこの気持ちを味わってきた白雨さんたちって、ぼろぼろになるくらい苦しんでいるんじゃないのかな」

「それは……」

「少しずつ、認めてもらえたらいいなって思います。その、身分だけで判断するとかじゃなくて、頑張る姿勢とかも評価してもらえる感じにですね……。そ、それで！　私自身、辛いことより楽しいことのほうが好きだから、白雨さんたちにも笑っていてほしいし！」

「それは、神巫かんなぎたちとて、同じです」

「私のかわりに、蒸む槻きで白雨さんたちの境きよう遇ぐうを変えてくれる人、いますか」

　きっと誰だれもいない。悲しいけれど事実だ。私の力なんて微び々びたるものだし、そもそも自身の才能じゃなくて、『緋宮』の権力でなんとかしようとしていると、よくわかっている。

　でも、もとの世界に帰る日まで、『緋宮』として精せい一いつ杯ぱいのことをするって決めた。

「政まつりごととか難しいことはまだ、よくわかりません。でも、大事な人ひとり助けられなくて悲しい顔をさせる、それ以上情けないことって、ないと思うんです」

「緋宮、ならば我らを切り捨てると？　我らは皆、あなたの手足。なのに、不要と」

「いいえ、いいえ！　そうじゃないんです！　私にとって神巫さんたちは、とても立派で、その、近寄りがたいんです。今まで知らなかった身分ってものを、初めて実感しました。だけど、どんな立場の人でも、一いつ生しよう懸けん命めい努力すれば望みが叶かなうこともあるって、信じたいです。そしたら私、すっごく嬉しい」

「許容せよと。緋宮、我らもあなたの許容を求めているのに」

　どうしよう、平行線だ。なんて説明すれば佐基さんに伝わるのか、いい表現が思いつかない。

　私は、うーんと頭をひねったあと、佐基さんの手を握った。

「佐基さん、我が儘ままばかりで、ごめんなさい。でも私、諦めること、できないんです」

　佐基さんは一いつ瞬しゆんだけ、感情的な、きつい目をして私を睨にらんだ。俯うつむきたくなったけれど、そんな甘えが許される立場じゃない。どう考えても正しいのは佐基さんなんだろう。

　白雨さんたちを緋剣とする、それはとても厳しいことに違ちがいない。

　だけどここで諦めたら、出会う前よりもっと白雨さんたちを絶望させるんじゃないか。

　さっき胸をよぎった暗くて不吉なものが、心に増えていく気がする。

　空元気でも馬ば鹿かでもいい、前向きでいないと。あれは、目を合わせちゃいけない闇やみだ。

「……わかりました、緋宮。ですが、私も、あなたの剣ですね？」

「はい！」

「ならば、私を、私たちを、お見捨てにはなりませんね？」

「はい！」

　佐基さんは視線の力を弱めて、小さく溜ため息いきをついた。

「信じます、緋宮。すべての剣を、手に取ってくださると」
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　花香かおる晴天の午後。どういう方法で剣士たちを味方につけ、儀ぎ式しきに協力してもらうか、悩なやみに悩み、私は今、練れん武ぶ場の前にいた。佐基さんのお屋や敷しきで発見した、神かみ女め衣い装しようを着込んでだ。

　ふんわりとした桃もも色いろに、翡翠ひすい色の帯や天てん女によショールをつけたかわいい衣装だ。蒸む槻きの衣服って色合いもデザインもかわいい。

　一いつ緒しよに来たがった椰や真まちゃんには、今回はお留守番を頼たのんだ。

　なぜなら今日の私は神女に扮ふんして、剣士たちの心情を探さぐってみようという計画を立てている。まだ彼らに私の顔はバレていないため、ちょうどいい。戦う前には敵情視察が欠かせない。賄わい賂ろでなんとかなるなら、それもあり。

「……せこいな、私」

　色気と美び貌ぼうと才能があれば！　そっち方面で剣けん士したちに働きかけることができたのかもしれないけど。私の特技って、ここでは役に立たなそうなんだもん！

　せこかろうがなんだろうが、手段なんてかまってられない、なにせ時間がない。

　やれることはなんだってやる所存、喜んで悪党になりますとも。

　って椰真ちゃん。木こ陰かげから寂しそうにこっちを覗のぞき見てもだめっ。

「ふふん、見てるがいいです意地悪な剣士たちめ。最初の儀式もボイコットしてくれたし、今度こそ私の威い厳げんで跪ひざまずかせてみせ」

「うるさい」

「ごめんなさいごめんなさい胡こ汀てい、ちょっと悪わる巧だくみしていただけでまだなにも……胡汀ー!?」

「だから、うるさいと」

　私は慌あわてて振り向いた。ものっすごく嫌そうな声を発した人を仰あおぎ見る。片方だけの独特な耳みみ飾かざり、目め尻じりの刺青いれずみ。背が高く、整った顔立ち。ぐっと心しん拍ぱく数すうが上がった。

「わあい胡汀！　偶ぐう然ぜんの出会いってやつですね、よ、喜んであげなくもないですよ!?」

「黙だまれ阿あ呆ほ鳥どり。羽を無意味にばたつかせるな」

　羽じゃなくて、袖、袖。

　なんだか久しぶりに見た気がするせいで、どうもいけない、もじもじしてしまう。

　って思い出したー！　このあいだの胡汀、ハーレム状態だったじゃないですか。

「私という飼い鳥がいながら、よその美鳥にでれでれだったくせに、多情な暴君様め。くそう、ちょっと格好いいからってナマイキなんですよね、そもそも。剣士スタイルとか、そ、そんなのすっごい好みとかじゃないし、見とれてなんていな……痛、痛い、いたたた」

「こらおまえ、なぜそんな姿をしているのか」

　私一応、帝みかどさんと並ぶくらいに偉えらい、国の護女な緋宮ですよね、なのに容よう赦しやなく髪かみの毛雑草摑づかみとか、や、もちろん飼い主たる胡汀のほうがずっと立場は上ですけれども。

「なんだ、この神女」

「胡汀の女か？」

「おまえ、もう手をつけたのかよ、くそ。よりどりみどりか？」

　ふいに横から現れた誰かに、無造作に顔を覗き込まれ、私はびっくりした。

　やばい私ってば、どんだけ胡こ汀ていばかりを熱心に見ていたのか。

　胡汀と一緒に練武場に来たらしい剣士たちが、私を取り囲んでいる。

　さすが緋宮の配下とする剣士集団だけあって、華はなやかな雰ふん囲い気きだし、気位も高そうだし……ごめん、噓うそ言えない。激しく汗あせ臭くさい。なんていうの？　真夏、体育後の男子がいる教室の臭においと実にソックリで、こう、むわっと刺し激げき的な酸すっぱさが。まさか、ここで教室の臭いを嗅かごうとは。もしかしてほかの場所で訓練して、こっちに戻もどってきたのかな。

　びくつく私に気づいたのか、胡汀は少し庇かばうようなそぶりを見せた。

　私はすばやく胡汀の背に隠かくれ、おずおずと皆さんを見回した。

　今日は朝火さん、いないようだ。それにしてもだ。でかいな、皆さんほんと、でか。すらりとしていながらもさりげに貫かん禄ろくあって、鋭するどいし。壁かべが立ちはだかっているみたいだ。

「あれ、新顔？　珍めずらしいな」

「おお、俺、好みだな、この神女」

「俺はなあ、年上のほうがいいかな。これは好かんな」

　ちょ、ちょっと、すっごく凝ぎよう視しされてるというか検分状態で、マジ怖こわいんですけど！

「やめろ、そういう娘むすめではない」

　胡汀は厳しい声を発し、皆の視線を払はらった。あ、胡汀って、本当にうまく剣士たちにとけ込めている。男同士の友情って謎なぞだなあ。

「ずいぶん嫉しつ妬と深ぶかいことを言うな、おまえ。気に入っている神女か」

「そうではない、この娘は……」

　エロ親父おやじ的な笑いをはりつける剣士に、胡汀は言い返そうとして、ためらいを見せた。私が神女の格好をしているので、お忍しのびできたんだと察し、説明できずにいるんだろう。

「わかった、わかった、みなまで言うな」

「……だから、違うと」

「意外だな、胡汀ってこういう素そ朴ぼくな雰囲気の娘がよいのか」

「きれいどころを食い尽つくしたから、宗しゆう旨し替がえか」

　などと剣士たちは勝手なことを言って笑い合う。思わず胡汀の背中を睨むと、視線に気づいたようで、振ふり向かれ、むっとされた。「なんだその目？　折せつ檻かんすんぞ」ってなお叱しかりの目だ。

「お、悋りん気きか。愛らしいものじゃないか。胡汀、慕したわれているようだぞ」

　ぷっと笑われた。こ、このふわふわ茶ちや髪ぱつな剣士さん、さっきから年上がどうとか宗旨替えとか、余計な発言多いです！

「穂ほ野の、やめとけ。胡汀が本気で腹を立ててるぞ」

「手ぇ出してみたくなったな、この子に」

　フワ茶髪改め穂ほ野のさん、命知らずすぎる。

「あまりからかうものではない。胡こ汀ていに会いにきたのだろう？」

　ふと、なぜか気をひかれる声こわ音ねに、私は視線を巡めぐらした。

　自分でもよくわからないけれど、他の人とはなにか違うと感じた。

「──え？」

　その人と視線が合った瞬しゆん間かん、頭が真っ白になった。

「知夏？」

　胡汀のいぶかしげな声が聞こえたけれど、その人から視線を引き剝はがせない。

　だって、その人は！

「まっ」

「……ま？」と胡汀も含ふくめ、その場にいる全員が怪け訝げんそうに、言葉の続きを待った。

「まっ、ま、魔ま王おう様ー!?」

　ナニ？　と全員が呆あつ気けにとられるなか、私は胡汀の背後から弾だん丸がんのごとく飛び出して、魔王様にしがみついた。

　魔王様はその秀しゆう麗れいな顔に驚おどろきを浮うかべ、私を無意識のような動きで受け止める。

　夢で会った魔王様がここにいる！

　どこか妖よう艶えんで孤こ高こうっぽくて、意地悪な雰囲気の、あの魔王様だ。

「夢の住人じゃなかったんですか！　わあ、こんにちは！　お久しぶりです、私のこと覚えていますか」

「まおう……？」

　喜び勇んで話しかける私の様子にまごつきながら、魔王様が首を傾かしげた。

　少しずつ思い出してきた。あの物理の法則を無視した黒川で魔王様と出会い、膝ひざ枕まくらされたんだっけ。意識を失うまでのあいだに話をした気もする。

　なんだったかな、私の家に遊びにくるとか？

　それだけじゃなくて──あれ？　あれ？　魔王様の正体って、記き憶おくを繫つなぎ合わせていくと。

「美び獣じゆう、様？　でも、ツノはどこ……」

　なにか、おかしい。美獣様が、魔王様ってどういうことだ。

　そもそもなぜ黒川のそばに魔王様がいたんだろう。地に縫ぬい付けられていた美獣様から神かみ矛ほこを抜ぬいたあと、私は溺おぼれたはず。だけど目を覚ましたらこの魔王様に膝枕されていて──なんで？　川のなかでこけて溺れた私を助けてくれたのは、魔王様だった？

　胡汀が救出してくれたのは、自発的に川に飛び込んだあと、つまり二回目のときだ。

　魔王様は、私のことを、そして自分のことを、なんて言っていた？

　貴たつとき陽女ひめ神がみの末まつ裔えい、仇あだたる滸こ楽らくの王。

「ツノがない、髪の色、違ちがう。赤っぽい」

　ニセ魔王様の襟えり元もとを両手できゅっと摑み、自分のほうにその美び貌ぼう満まん載さいな顔を引き寄せた。

　至近距きよ離りでじっくり観察する。ハンパない、この肌はだの透とう明めい感かん……や、そうじゃなくて、やっぱり違う。別人だ。美男子度は文句なし、甲こう乙おつつけがたいけれども、この人のほうが雰囲気が柔やわらかい。あのさえざえとした鋭えい利りな気配がない。

　視し姦かんレベルでつぶさに眺ながめ回していると、ニセ魔王様の目が次し第だいに泳ぎ、狼ろう狽ばいを映す。あ、目尻、赤くなってきた？

「阿あ呆ほ女め、いい加減にしないか」

　ぐいっと襟えり首くびを引っ張られた。痛たっ、胡こ汀ていさん？　痛い、いたたた。

「あの、知っている人に、似てて」

「うるさい、たてつくな」

　やけに低い声で怒おこられ、私はびくっとした。

　ニセ魔王様にも謝らないと。かなり失礼な真似まねをしてしまった。

　そうっと振り向くと、大半の剣けん士しはぽかんとした様子で私と胡汀を見比べている。

　ニセ魔王様ととくに親しい様子の剣士二人が、警けい戒かいと敵意を浮かべた目で私を睨にらんだ。ニセ魔王様本人は穏おだやかな性格なのか、困こん惑わくの視線を私に落とすだけで、おとなしくしている。

「すみませんでした、知人と誤解しまして」

「うるさいと。喋しやべるな、おまえ」

　ニセ魔王様に謝罪をしようとすると、胡汀に袖そでを摑まれ、邪じや魔まされた。

「いや、私も、彼女を知っている気がするから」

　ニセ魔王様が、不ふ機き嫌げんそうな胡汀にやんわりとそう言った。

「まさか。この娘が、ほかに知る者などいるはずがない」

　日本出身だもんね、ここに知人がいるほうがびっくりだ。

　胡汀の否定を聞いて、剣士さんたちがなぜか一いつ斉せいにどよめいた。

「おいおいおい噓うそだろ、胡汀のほうが恋れん慕ぼが深いと」

　やめてください穂ほ野のさん、胡汀の顔が「邪じや推すいすんな、剣士全員殲せん滅めつしてやんぞ」ってな感じにだんだんと凶きよう悪あくになってます！

　のんびりした性格らしいニセ魔王様は、からかい態勢に入ったむこうみずな剣士たちと胡汀を尻しり目めに、私に麗うるわしく微笑ほほえんだ。ちょっ、暖気と寒気の入り乱れっぷりすごいんですが、ここ。

「清らかな気だ。あなたと話がしたい。よろしいか？」

「はい。あっ、お名前、聞いてもいいですか」

「司し義ぎ、という」

「しぎさん？」

　ん、となんだか嬉うれしそうに司義さんはうなずいた。高貴で大人っぽい雰ふん囲い気きなのに、かわいい仕草だ。年は二十代半ばあたりかな。微笑み方がうまい、と変なことに気づいた。

　たとえるなら、カメラ慣れした芸能人的なうまさがある。

　しかしあの、どこか従者的な仲良し剣士のお二人に、私、とんでもなく睨まれてます。

「私、知夏っていいます、こう見えて夜の世界を支配する賭と博ばくの女王で……痛い、いたたた」

「阿あ呆ほ鳥どりめ」

　私の髪かみを雑草摑づかみする胡こ汀ていの手に、なにやら怨おん念ねんがこもってますが！

「せっかくだから、ええと、知夏だっけ？　あんたも善ぜん処どころにこいよ」

　フワユル茶髪の穂ほ野のさんは、胡汀の睨みにもめげず爽さわやかに笑いかけてきた。

　善処って確か、自じ炊すいも可能な剣士専用の食堂的休きゆう憩けい所だ。……かわいい神かみ女めをナンパして、ご飯を作ってもらえるワクワク場所でもある、くそう。あ、私も今は神女の格好か……ってことはまさか穂野さん、かなり飢うえてるんですか、うまいご飯に。私に料理を作れと！

　ヤバイ、私ノミモノガカリとしてはシェフ並みですが、調理の腕うで前まえは、さほど、その。

「知夏。おいで」

　司し義ぎさんの微笑みに完敗した。コレあとで胡汀に処しよ刑けいされる予感だ。

「めしだ、めし」「手のあいた神女いなくて、飢えるところだった。めし、めし」「めし」「めし食える」「めしが俺を待っている」「俺もめしを待っている……」と、めしめし蠢うごめく剣士の波に飲まれつつ、私は善処でメシを作る運びになったのだけれど。

「知夏待て！　それは釜かまに入れんな！」

「ふ、何事も経験……」

「そりゃ痺しびれ草だ、あほう！　おまえ、まさか俺たちの命を狙ねらってんのか！」

「クククッ、コレとアレも入れちゃおうかな……」

「わざとか!?　わざと苦にが草くさや辛から草くさを選んでいるだろ!!」

「クッ。ソレも隠し味に混ぜますよ……」

「じゃあ知夏、これも入れる？」

「司義、おまえもか！」

「……阿呆鳥どもめ。もうよい、おまえたち邪魔だ、座っていろ」

　がやがやと厨くりやに集まり、初めての料理教室な展開になった。結局、業ごうを煮にやした胡汀と案外器用な穂野さんが最終的にメシを作ってくれた。マジ美味で、ごちです。剣士たちも「めしうまい」「めし最高」「俺こそ最高」「いや、俺が最高…」とめしめし貪むさぼり、感激している。

　剣士に埋うもれて鍋なべをつついてしまったが、食後のノミモノは私が用意する。

「おっ。樺かば湯ゆか」

「はい、鍛たん錬れん後には体力回復のお茶です」

「しかしおまえ、俺と胡汀にめしを作らせるとは、男前だな……。ほら、それ寄よ越こせ」

　笑え顔がおの穂野さんに軽く頰ほおをつねられ、手から樺湯を載のせた盆ぼんを奪うばわれた。

　飯はん卓たくについて満腹ご満まん悦えつの表情をさらしている剣士たちに、杯さかずきを渡わたす。なんでか剣士たちに頭がしがしされたり、口のなかにお菓か子しとか入れられたんですが、まあいいや。

「あー…、葉湯もいいが、めしのあとは酒飲みてえな」

「それならちょっと変わった茶酒、試ためしてみますか」

　ノミモノに死角はない私がふと聞くと、剣士たちが全員、むさくるしくきらめいた。

「知夏、おまえは天てん女によか」

「酒っつったらあれだな。誰だれか、賭かけ台だい、もってこい」

「まだ夜の刻ではないが……」

「司し義ぎ、辛つらい話だがな、男には昼であっても涙なみだをのんで酒と賭と博ばくに精を出さねばならぬときがある。無情なことよ……」

「そうなのか？」

「……この馬ば鹿かどもめ」

　卓に酒と賭台が並び、善ぜん処どころはもはや誰にもとめられない宴えん会かい場と化した。

「知夏、こっちにこい。おまえにも男の生き様を見せてやる。惚ほれるなよ」

　穂ほ野のさんは気障きざにそういって、無む垢くな私を賭博の道に誘さそったわけですが──。

「く……っ、強い！」

「噓だろ、この札で、負けるか!?」

「神だ、神の強さだ、これは！」

「これほどまでの異才、見たことがない！」

「よいぞ、もっと褒ほめてください、私の真の実力はこんなものではありません」

　胡う乱ろんな目をする胡汀の横で、私は片手を腰こしにあて、覇は王おうのごとく傲ごう然ぜんとみんなを見回した。

「私に敵なしです。ひれ伏ふして崇あがめたてまつりなさい」

「賭博聖女だ……！」

　剣士たちとの賭博大会で私はトップに君臨した。十二連勝を果たしてだ。

　剣士たちの現在の心理を探さぐり、賄わい賂ろとお世辞で儀ぎ式しきに協力してもらう、という本来の目的を忘れて遊びにふけっているわけじゃない。内心はかなり切実、今日ほど真しん剣けんに勝負事に挑いどんだことはないだろう。ギャンブラー魂だましいがここで役立つとは思わなかったけれど。

　一いつ緒しよにご飯を食べ、肩かたを並べて笑い合うと、それなりに情がわくものだ。

　打ち解けた頃ころを見計らい、世間話にまじえて剣士たちの本音を聞きだすことにした。

「聖女といえば、そのう、みなさん、緋ひ宮みやの剣士なんですよね？　緋宮は代だい替がわりしたって」

　ブタ札を捨ててさりげなくたずねると、胡こ汀ていと司義さんが、ちらっと意味ありげにこっちを見た。なんで司義さんまで、そんな目？

「次代のことか？　先代様を罠わなにはめて座を奪い、追い出したんだろ？」

　……聞かなきゃよかった。穂野さん、誤解です。

「しかし、ただ罠にはめ、罪をかぶせただけならば、代替わりの種は顕あらわれない。それに胡汀。おまえは次代とともに陽よう都とに来たと。そして、緋ひ剣けんとなるのだと」

　司し義ぎさんは、黙だまり込む私に代わって話を進めた。あのう司義さん、なぜ協力的？

「そうだったか。胡こ汀ていの呪じゆ術じゆつが見事でな、次代の手つきだとすっかり忘れていたな」

「俺たち、最初は朝火様と九く支し様の推挙、さらには次代の息がかかった者、と聞いて胡汀を追い出そうとしたんだよな」

「だがこいつ、平然と俺たちに呪術を仕し掛かけて返り討うちにしてくれたじゃないか。いや、私し刑けいを企たくらんだ俺たちが悪いんだけれども」

「俺たちの剣けんを溶とかして蛇へびに変え、身を束そく縛ばくするとは容よう赦しやなさすぎるだろ。一昼夜放置だぞ」

　けらけらと明朗に笑う剣士たち。なんだろう、たっぷりと陰いんの気をまとう神巫かんなぎたちと違ちがって、剣士たちのこの豪ごう快かいな受け止め方かつ陽気な態度は。

　でも嫌きらいじゃないぜその単純さ、と思わず笑いかけたくなった。

「胡汀なあ、絶対に次代の話をせぬが。だから俺はてっきり神巫に無理やりつれてこられたのかと。不ふ憫びんと思って、その話は避さけていたのだが」

「俺も」

　と続々、剣けん士したちが同意を示す。そっか、胡汀は同情もされて、受け入れられていたようだ。先代を追い出した邪じや悪あくな次代緋宮の護剣士となるよう、犠ぎ牲せいを強しいられたと。

「だが、貴人どもは愚おろかよな。滸こ楽らくと通じているというまがいの緋宮のもとへ、初めのうちは繫つながりを持つべく押し掛かけていたとか」

「次代の身は、佐基様のお屋や敷しき預かりか。佐基様も憐あわれな。探りをいれてくる貴人の相手に、悪あしき緋宮の世話か」

「口から黒き鉄を吐はき、先代様を穢けがして神じん力りよくを奪ったと聞いたぞ」

「魔ま物もののようなすべよ」

　聞くのが本気で辛くなってきた。最初の儀式をボイコットされた理由、よくわかった。

「なあ胡汀、次代の顔を知っているんだろう。どんな女だ」

「醜みにくいか、美しいか」

「──いずれわかる」

　胡汀は短く、答えた。

「いずれって。俺たちが邪じやたる次代にかしずくとでも？　そういえばおまえ、就しゆう寝しん前に、いつも奇き妙みような真似まねをしているが。跪ひざまずき、手首に口付けているな。緋宮となにか関係があるのか」

　穂ほ野のさんの暴ばく露ろに、それまで冷たく思えるほどの無表情に徹てつしていた胡汀が目を見開いた。

　絶句している。珍めずらしい、こんなにうろたえるなんて、もしかして暴露されたくないことだったとか？　……手首に口付け？　どういう意味があるんだろう、と疑問に思ったとき、胡汀と目が合った。こ、怖！　なんですか、「キサマのせいだ、あとでのたうち回るほどの屈くつ辱じよく、苦痛を与あたえてやんぞ、こらっ」という八つ当たり的怒いかりの眼まな差ざしは。

　そのくせ、顔が微び妙みように赤くなっている。

「手首じゃなくて、腕うで輪わにでは？　二色玉の腕輪をしているだろう。それはしかし、女物に見えるが」

　司し義ぎさんの言葉に、胡こ汀ていは髪かみを揺ゆらして顔を背そむけ、無言のまま善ぜん処どころから出て行った。

　腕輪？　それって、もしかして。

　えええ!!　私の願望とか欲よく望ぼうとかじゃなければ、九く支しさんに会って胡汀を認めてもらったときのもの？　あの腕輪の行方ゆくえ、そういえばわからなくなっていたんだった。

　胡汀がずっと持っていてくれたってこと。

　……うわ、うわー！　噓うそ、噓、不意打ち困る！

　思い違いじゃないよね？　ほかの美鳥、違った、美人さんからもらった贈おくり物じゃないよね？

「お、おい、知夏。大だい丈じよう夫ぶか、なぜ地に突とつ然ぜん突つっ伏ぷすんだ？」

　穂ほ野のさんが怖こわ々ごわとたずねてきたけれど、返事ができません。ちなみにこの善処、床ゆかは地面むき出し仕様だ。

「……知夏？」

　見かねたらしき司義さんが、そっと私の腕うでを取り、地面から拾い上げてくれた。今、顔が真っ赤になっている自信がある。その証しよう拠こに司義さんが、驚おどろいたように目を瞬またたかせている。

　私と胡汀の態度でなにかを察した穂野さんは、にやりと実にエロエロしい笑いを浮うかべた。

「追わねばならぬ、賭と博ばく聖女よ。それがおまえの宿命だ」

　か、からかってる！

　私は司義さんの手から抜ぬけ出し、一人でなんとか立ち上がると、わざと怒り顔を作って穂野さんを見た。

　善処から出ようとして、だけどもその前に、皆みなに言っておきたいことがあり、振ふり向く。

　私が緋宮なんです。架か々が裏りさんを追い出すような形になってごめんなさい。

　やっぱり、こんな得体の知れない不気味な緋宮じゃ誇ほこれないよね？

　みんなの心情を聞き、いい感じに進めて、儀式の協力を頼たのもうと思っていた。

　この人たちは朗ほがらかで、悪い人じゃない。賭かけ事で騒さわいでいるときは、とても楽しかった。うまくいくんじゃないかと、勘かん違ちがいしそうになった。甘い考えでいたんだ。

　私が緋宮のことをたずねたとき、空気は一変した。口調こそ変化はなかったけれど、一いつ瞬しゆん、誰もの眼差しが凍こごえた。そこに彼らの本音があった。

　人間だから当然、感情をいくつも持つ。陽気なものも、ほの暗いものも。

　でも、ほかの誰だれでもない私が、こんなに朗らかな人たちに陰いん湿しつな感情を生ませていたなんて。

　足あし下もとが崩くずれ落ちそうな衝しよう撃げきだった。最初から拒きよ絶ぜつをあらわにしてきた神巫かんなぎたちを見たときよりも、もっと、身を貫つらぬかれるような辛つらい認にん識しきだ。

「……あのう、待っていてください」

　ん？　と剣士たちが首を傾かしげる。私は頭を下げた。

「緋宮です」と正直に告白したら、どうなるだろう。ずっと隠かくし通すことは不可能だってわかっているのに、勇気を出せない。「裏切られた」と思われるだろうか。剣士たち全員、顔を凍こおりつかせ、憎ぞう悪おの目を向けてくるかもしれない。二度と笑いかけてもくれないはずだ。

「なんだ知夏、変な顔をして」

　きょとんとする穂ほ野のさんに、私は恐おそる恐る微び笑しようを浮かべた。

「さっきみたいに皆さんが、いつも笑え顔がおでいてくださったら、私、嬉うれしい」

　すると、ノリのいい剣士たちは、からかうように、ぱあっと笑顔を作ってみせてくれた。

　男の人が大半の剣士たちに表現するのもなんだけれども、それは、花が咲さいたような鮮あざやかさだった。私は目が熱くなったのをごまかすように作り笑いをして、剣士たちに手を振った。

　そのなかで、ただ司義さんだけが真剣な顔をして、私を見つめた。

　私の正体を疑うような目ではないけれど、心のうちをはかろうとする雰ふん囲い気きがあった。

　私は皆に背を向け、善処から出た。

　あの笑顔に、作った表情しか返せず、真実を告げられない弱い自分を嫌けん悪おした。
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　善ぜん処どころを出て、とぼとぼと胡汀を捜さがす。

　胡こ汀ていにも謝罪したい気分だ。腕輪のことを聞いたときの高こう揚よう感かんはもうなくて、ただただ、申し訳ない。胡汀が剣士たちに私の正体をばらさなかったのは、たぶん、守るためだ。庇かばい立てすれば逆効果になるって考えたんじゃないだろうか。

　練武場から少し離はなれた場所にある五角形の亭ていで胡汀の背中を発見した。

　胡汀も、駆かけ寄る私の気配に気づいたようで、ゆっくりと振り向いた。

「こて……」

「──動くな、知夏！」

　胡汀は突とつ然ぜん、顔色を変え、腰こしにさしていた剣士用の剣をすばやく鞘さやから引き抜くと、私のほうに投げつけた。

　言われなくても、動けなかっただろう。耳の横を剣が走り、ざくっと空気を裂さく。

　違う、裂いたのは、なにか厚いものだ。

　私の横にまでいつのまにか忍しのび寄っている、悪意したたるなにか。

「え……？」

　顔を向けた瞬しゆん間かん、水すい滴てきが頰ほおに飛んだ。ぬるい雫しずくだった。手で触ふれてみると赤かった。

「え？」

　なにが起きているのか、わからない。地面に、どうっと重量のある塊かたまりが倒たおれる。

　二つの目を持ち、二本の腕を持ち、肩かたに胡こ汀ていの剣けんをはやした、塊だ。

「にんげん……？」

　顔を仮面で隠し、手に凶きよう器きを持って、私を殺そうとした人間だった。

　間ま抜ぬけな表情をさらし、私は立ち尽つくした。神巫かんなぎたちから嫌いやがらせは受けたけれど、殺意って。噓でしょ。見えない手で喉のどを絞しめられるような重圧感は、初めてだ。

「知夏、伏ふせろ！」

　胡汀が叫さけぶ。とっさには反応できない。

　殺意は、ひとつじゃなかった。いや、ひとりじゃ、なかった。

　木こ陰かげから、鳥の飛ひ翔しようのように次々と飛び出してくる人間たち。

　この動き、剣士？　どこか公く家げ的な振る舞まいを見せる神巫たちの動きじゃない。

　荒あらっぽく、強きよう靭じんで俊しゆん敏びん。間ま違ちがいなく鍛きたえられた剣士の動きだった。

　さっきの剣士たちが私を襲おそいにきた？

　違ちがう！　衣い装しようが変わっている。まさかこの短時間で着き替がえて襲しゆう撃げきにくるはずがない。私を緋ひ宮みやとしっかり認識している別の剣士たちだ。

　棒立ちの私をなぎ倒すような勢いで引き寄せ、胡汀は剣を頭上に掲かかげた。がきんっ、と鼓こ膜まくを刺さすような鋭するどい金属音が散った。赤い仮面の襲撃者が私に向かって剣を振り下ろし、それを受け止めたときの音だった。

　胡汀は刃やいばを交わらせたまま、腕をひねるようにして斜ななめにずらしていった。相手の刃が柄つかの位置まで流れたとき、力強く押し戻もどす。重心を崩した相手へとすぐさま切り込みにいくも、すんでのところで逃にげられ、衣服を裂いただけに終わる。

　これ、私を本気で、殺そうとしているんだよね？

　瞬間、激しい恐きよう怖ふと驚きよう愕がくに襲われた。なんで!!　噓だ、噓だ!!

「や、やめ……！」

　金属音が飛び交かう。胡汀が、私の代わりに戦っている。だって剣けん士しだから。私の剣だから。

　護剣士。やっと理解した。死ぬ可能性も十分ある危険のなかで、こうして戦う人たちなんだ。

「やだあっ！　誰だれか！　誰か!!」

　怖こわい!!　刃を叩たたき付ける音。空気を打つ衣ころもの裾すその音。私は両手で耳を塞ふさいだ。

　知らない知らない知らない！　こんなこと望んでない！

「いや、いや！　胡汀！」

　私を助けて、と訴うつたえたいのか、それとも「胡汀を誰か助けて」と訴えたいのか。

　複数を相手に、私を守りながら応戦しているせいで、呪じゆ術じゆつを仕し掛かける余よ裕ゆうもない。押されている、負けてしまう！

　頭が真っ白になったとき、ひゅっと矢が飛んできた。胡こ汀ていの脇わきをくぐって私に斬きりかかろうとする襲撃者の足下に刺さる。

「朝火！」

　胡汀は一瞬だけ視線を流し、小さく叫んだ。朝火さん！

「俺がそばにおらぬときに限って襲撃されるとは、器用な」

　駆け寄った朝火さんは弓を捨て、腰こし元もとに差していた剣に武器を変えた。開口一番、皮肉を言う。穏おだやかな微笑を浮かべてだ。

「おまえたち、白昼堂々、緋宮の暗殺をしようと？　失敗するとわかったうえでか」

　襲撃者たちは返答せず、用心深く剣を構え直した。

　失敗を前提とした襲撃ってどういう意味なのか。私に向けた殺意は本物のように思える。

　たとえ捕ほ縛ばくされてもいい、万に一つの可能性にかけて襲いにきたということ？

　──どうして。私、そこまで憎にくまれるようなことをした？

　私はその場にへたり込んだ。馬ば鹿かみたいに座り込んでしまったら胡汀たちの足かせになると、頭ではわかっている。でも、全身の骨を砕くだかれたみたいに、身体からだに力が入らない。

　胡汀と朝火さんは同時に私を見やり、自らの身体を盾たてにして襲撃者に向き直った。

「愚ぐ行こうと知りながらも改めぬとは、どれほど愚おろかというのか」

　朝火さんの冷めた罵ののしり声に、襲撃者たちがまた刃は物ものを掲げ、襲いかかってくる。朝火さんは彼らの鋭い刃を弾はじき、反はん撃げきした。彼らの殺意は本物のはずなのに、さっきまでと違ってどこか攻こう撃げきの手が緩ゆるい。殺害したいのは朝火さんではなく、私のみということだ。

「朝火様！」

　揉もめ事の気配が伝わったのか、練武場にいた剣士たちがばたばたと足音を立てて現れ、加勢の構えをとった。

　形勢は一気に逆転する。剣士たちの助力であっけないというほどに、襲撃者の身が地に押さえつけられた。朝火さんは片手に剣を下げたまま、乱暴に彼らの仮面をはぎ取った。

「おまえ、江え房ふさ！」

　襲撃者のリーダーっぽい人の顔を見て、穂ほ野のさんは驚おどろきの声を上げた。

　どうやら知人のようだ。名前を言い当てたということは、やっぱり仲間の剣士なんだろう。所属する部隊が違うのかもしれない。

「なんの真似まねだ、江房。朝火様に刃を向けるとは！」

「朝火様のお命を狙ねらったのではない。罪人を処断しようとしたまで」

　江房と呼ばれた二十代後半あたりの男性は低い声で答え、憎しみでぎらつく目を私に定めた。

　襲撃者たちを取り押さえている剣士たちが、戸と惑まどいの空気を漂ただよわせる。

　どうして江房さんが私に強きよう烈れつな敵意をぶつけるのか、見当がつかないんだろう。

　それもそのはず、剣士たちは、私のお披ひ露ろ目めとなる就任儀ぎ式しきをボイコットしたので、緋宮の顔を知らないんだもの。

　じゃあ、なぜ江房さんたち襲撃者は私を知っていたのか。彼らの顔に見覚えがある。儀式に不参加でも、私が次代緋宮と知る場面があった。そうだ、投とう獄ごくされた日、そして火あぶりにされかかった日に、先代の架か々が裏りさんを警護していた剣士たちだ！

「誰だれの命令で、我らが女め神がみの暗殺を目もく論ろんだのかは聞くまでもないようだが」

　朝火さんも察しがついたんだろう。余裕の微び笑しようで、江房さんたちを見下ろした。

「架々裏も諦あきらめの悪いことだ」

「朝火様、なにを言われるのか！」

　江房さんは勢いよく顔を上げ、憤いきどおりの声を朝火さんに投げつけた。

「我らの女神は架々裏様ではありませんか。まがいの緋宮になぜ屈くつするのですか！」

　剣士たちはまだ状じよう況きようを把は握あくできない様子で、私と江房さんを交こう互ごに見た。

　ああ、やっぱり。牢ろう獄ごくに収しゆう監かんされた先代緋宮の架々裏さんが黒幕なんだ。

　彼女の威い勢せいがまだ完全には消えていないからこそ、帰き鼓こ廷ていは私を認めず、復権を願う。

「なにをもってまがいと断ずるのか。代だい替がわりの種、それを俺は我が目で見た」

「それは！　その女が、予あらかじめ罠わなとして仕掛けたものでは！」

「虚きよ妄もうにすぎる」

「悪あしき異形も操あやつり、滸こ楽らくの求きゆう婚こん痕あとまであると！」

　江房さんが声の限りに叫んだとき、タイミングよく、と言っていいのか、鳥のようなはばたき音が降ってくる。鋼はがね色の翼つばさに目元を覆おおう仮面、長い尾お。骨の形がわかるくらいに瘦そう身しんで、じゃらりと重たげな装そう飾しよく品をいくつも首にぶらさげている。シャーマン的な容よう貌ぼうの椰や真まちゃん。

「女神！」

「椰真ちゃん……」

「美いつくし女神、知夏。おまえ、気を激しく乱したな。いったいなにが」

　ばさり、とそばまで飛んできて、空中で慌あわただしくさかさまになりながら私の顔を覗のぞき込む。

「……異形とは、この、女神のしもべのことか」

　朝火さんは、なんとも言えぬ複雑な顔で椰真ちゃんを見やった。

　椰真ちゃんの姿は確かに異形そのものだ。でも以前とは違い、どこか神こう々ごうしい美しさがある。

「まったく愚かな真似をしたものだ。これは見過ごせぬぞ」

「逃げるつもりはもとよりありません。我らは、邪じや悪あくな娘むすめの虚きよ偽ぎを白日の下もとにさらすため、出向いたのみ」

「非を認める気はないのか」

「たとえその娘が真に次代なのだとしても！　架か々が裏り様の威い光こうに敵かなうべくもない！　架々裏様はまだご健在、滸こ楽らくと通じたまれびと女神など、なぜ蒸む槻きにふさわしいと言えるのか。朝火様だとて滸楽を憎んでおられたはずだ、身内を食い殺され、この世のけだものを根絶やしにすると、架々裏様に誓ちかったはず！」

　家族を滸楽に食い殺された？　私はぼんやりと、朝火さんの背中を見つめた。

　朝火さんと江え房ふささん以外、誰も口を挟はさまない。挟むことができない。

「強き護女でなくては！　矢のように、剣けんのように、強く美しい女神。その娘のどこに神しん威いがあると！」

「強さは、これから備えさせればいい。肝かん心じんなことは、あめつちが架々裏を見切り、そして新たな護女をもたらしたということだ。もはや架々裏に、天地神の加護はない」

「娘の悪行が架々裏様のお力を削そいだのだ！　取り返すべきだ、架々裏様に緋ひ宮みやの名を返上すべき！」

　私を殺せば、神力が架々裏さんに戻もどるって信じているんだ。

　涙なみだがばたばたと落ちて地面に吸い込まれた。小さな黒いしみ。

　そこがふいに、ぽこっと動く。見る間に盛り上がり、弾だん力りよくのあるボールみたいに土を割って、黒い塊かたまりがひとつ飛び出す。

　丸く、光こう沢たくがあり、ちょびひげっぽい羽を生やした生き物だ。

「碁ご子こちゃん」

　一羽わだけ現れた碁子ちゃんは、不思議そうにあたりを見回した。私が両手を差し伸のべると、嬉しげに乗ってくる。甘えるように胴どう体たいをうねらせた直後、「なに!?　知夏が泣いているぞ、どうしたんだ！」という感じで忙せわしなく膨ふくらんだり縮んだりした。

　私は、怒ど気きで顔を紅潮させている江房さんに這い寄った。

　神威というものが、よくわからない。急に神々しくなれるはずもない。

　あの日、白雨さんに鉄の花を渡わたしたときのような気持ちで、手に載のせた碁子ちゃんをおずおずと江房さんに差し出した。

「……ごめんなさい、私、あの、頼たよりないけれど、皆みなさんに迷めい惑わくかけないよう、儀式も精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばりますから、次のちゃんとした緋宮さんが現れるまで、きっと」

　憑つき物が落ちたように江房さんは、ぼうっと私を見た。怒いかりはなりをひそめ、なにかべつの感情が浮うかんだ目をする。乾かわいた唇くちびるを開き、なにかを言おうとして──。

　だけど、その先にあるものを知る機会は、永遠に失われた。

　刃物が翻ひるがえるときの、鋭するどく重い音が響ひびく。

　次の瞬しゆん間かん、びしゃっと顔や身体からだに大量の液体が降り掛かかった。血だった。

　朝火さんの剣によって首を真横に斬きられた、江房さんの血だ。
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「朝火様!?」

　一いつ拍ぱく遅おくれて、剣けん士したちが驚きよう愕がくの声を上げる。私は呆ぼう然ぜんと瞬まばたきを繰くり返した。

　顔色を変えた胡こ汀ていが、次の襲しゆう撃げき者を斬ろうとしている朝火さんの腕うでを摑つかみ、とめている。

　椰や真まちゃんが、慌てた様子で私の頰ほおを拭ぬぐう。血で濡ぬれた髪かみを乱暴にかき上げられ、頭が振ふり子のようにぐらぐらと揺ゆれた。その振しん動どうが原因だろう、仰ぎよう天てんして仮死状態になっていた碁ご子こちゃんが私の手から、ころりと落ちた。

「いかなる理由であろうとも、護女たる女神に刃やいばを向ければ、命はない」

「朝火！　正気か!?」

「恩おん赦しやは認めぬ。緋剣は帰き鼓こ廷ていにて神巫かんなぎ、剣士に対して処しよ罰ばつの権を持つ。俺は架か々が裏りの剣であったが、現緋宮の再指名も受けている。そうですね、緋宮」

　朝火さんは剣を一ひと振ふりして血を払はらうと、丁てい寧ねいに微笑んだ。

　優やさしい笑えみなのに、目がそれを裏切っている。ぬるい感情を寄せ付けない、傲ごう然ぜんとした冷れい酷こくな目だった。

　私はここでようやく、心の息を吹ふき返した。

「あっ！」

　血だまりのなかに横たわり、濁にごった目で無感動に空を見ている江え房ふささん。動かない。瞼まぶたは閉とざされることがない。

「や、やぁっ！　いや、いやだ……!!」

　人が死んでいる。むせ返るような血の臭においの中心に、さっきまで生きていた人が虚むなしく転がっている。──違ちがう違う、そんなはずない、違う!!

「女神、魂たましいを砕くだくな！　災の神に取り憑かれる！」

　椰や真まちゃんが、悲鳴を上げる私の口を塞ふさごうとした。私はその手を振り払い、死にものぐるいで朝火さんにしがみつくと、衣ころもを激しく引っ張った。

「やだ、やだあ！　ごめんなさい、やだ、やめて、私が悪いんです、だから、やめて!!」

　惨い現実を受け入れられず、ただ泣きわめくしかできない。噓うそだこれ、本物じゃなくて演技だよ、だってこんなに簡単に人を殺したり、殺されたりとかありえない。殺人じゃないか。

　私、普ふ通つうの高校生だよ、それなのにこんな光景、信じられるはずがない、夢に決まってる！

「お願っ、やめ、こんな、違っ」

　頭がぐるぐるして、急激な吐はき気に襲おそわれた。だらだらと頰をつたい、口の中に滑すべり込む涙が気持ち悪い。夢だ、夢だもの、全部、こんなの!!

　狂くるいそうになる精神を守ったのは、私の腕を乱暴に摑んだ朝火さんの、柔やわらかな笑顔だった。

「緋宮」

　強い声こわ音ねで、だけど親しい兄のように優しく呼ばれた。

「緋宮。どうぞご安心を。我ら剣士、あらゆる悪から緋宮をお守りする。仇あだなす者は八つ裂ざきに。義心なき者には粛しゆく清せいのいかずちを」

「違、違う、朝火っ、私、そんなの、や」

　私は戦せん慄りつし、ちぎれそうなほど首を横に振った。

　涙がぱっと散り、朝火さんの整った、穏おだやかな微笑ほほえみがよく見えた。

　朝火さんは、ふと眉まゆをひそめて私の手をとった。小指の横に擦すり傷きずがあることに気づく。

　いつできたのか、へたり込んだときだろうか。痛みなんて感じない、どうでもいい。

　そう思ったけれど、朝火さんの目を見て胸が冷えた。

「唯ゆい一いつの御おん身みに傷が」

　朝火さん、なに!?

「我らが女め神がみを守れぬ弱き者も、必要ない。──おまえたち、そばにいながら、清き女神をよくも危機にさらしたな。その怠たい慢まんが許されると思うのか。剣を握にぎりし者ならば、剣の法にて罪を償つぐなえ」

　なに言ってるの──？

　朝火さんの非情な宣告に、剣士たちが蒼そう白はくになり、立ち尽つくす。逃とう亡ぼうのチャンスを得た襲撃者たちでさえ、身じろぎできずに朝火さんを凝ぎよう視ししていた。

　まさか朝火さん、仲間の剣士まで斬ろうと？

　なんで？　なんで!?　私を守れなかったからだって？　こんなかすり傷のせいで!?

「あ、朝火さん、私、私が、悪いの、違うの、みんな悪くない、緋宮って隠かくしてたの、みんな、知らなかったの！」

　全身を襲う寒気や恐きよう怖ふのせいで、口が回らない。朝火さんの袖そでを摑もうとした指も、がくがくと大きく震ふるえている。

「いいえ、例外はなく、緋宮に咎とがなどないのです。お隠しになっていたというのなら──それに気づかなかった者どもが、悪なのです」

　朝火さんはどこか調子の飛んだ、宥なだめる声で囁ささやいた。私から剣士たちへ移った視線は、裾すそを翻したかのように様変わりし、重く、険しい。

　──見せしめだ！

　これ、ほかの誰だれでもなく私に対する戒いましめであり、脅おどしだ！

　朝火さんのさっきの言葉は、その場しのぎなんかじゃない。本心からのものだったんだ。

「強さは、これから備えさせればいい」──その宣言通りにことをすすめようとしている。猶ゆう予よも甘えも逃とう避ひも許さない、一番無む慈じ悲ひな方法で。

　私が無理やりにでも強くならなければ、架か々が裏りさんの勢力にも毅き然ぜんと立ち向かえるくらいにならなければ、周囲の人に死が降り注ぐ。

「美いつくし女神、お優しいあなたの代わりに、我らが存在する」

　朝火さんの強きよう硬こうな態度は、私の責任じゃないか。すぐに泣いて落ち込み、不満をこぼして、慰なぐさめばかりを求めたために。中身が空っぽの『頑がん張ばる』という言葉を意味もなく振りかざし、重い荷物を全部他人に背負わせたつけが、この現実を生んだ。

「朝火様！」

　剣士たちは次々と、恐おそれのにじむ掠かすれた声を上げた。朝火さんが剣けんを握り直し、粛しゆく清せいの意をもって彼らと向き合う。

　胡汀が剣士たちを庇かばうように、朝火さんと対たい峙じした。張りつめた顔を見せる胡汀もきっと、朝火さんの意図を理解したんだろう。そのうえで責めている眼まな差ざしだった。

　立ち上がらなきゃ！　私がなんとかしないと。でもどうやって。「お願いやめて」なんていう弱々しい言葉じゃ朝火さんは振り向いてくれない。

　そうだ、架々裏さんのように強くなければ。どうしよう、どうしよう!!

「知夏」

　椰真ちゃんが私を守ろうと、手を差し伸のべてくれる。摑まりたい、だってこんなに身体が萎い縮しゆくしている。だけど、一人で立たなきゃいけない。

「──やめなさい！」

　私は震える声を吐き出した。ダメだ、まだ弱い、怯おびえている声ではダメなんだ。牢ろう獄ごくで、私の手を躊ちゆう躇ちよなく踏ふみにじった架々裏さんの姿を思い出す。高貴で無慈悲な蒸む槻きの女神。

「下がりなさい、朝火！　緋ひ剣けんの主あるじである緋ひ宮みやが命じます。剣士の断罪は、必要ない！」

　必死に拳こぶしを握り、顔を上げて強い語調で命じた私に、皆みながはっと表情を変えた。

「ですが、緋宮。これは大罪ともいえる所業」

「私は任を受けたばかり。新歴による恩赦を剣士たちに与あたえます。罪に問う必要はない！」

　朝火さんは、やっと本当に笑った。嬉うれしそうに、陶とう然ぜんと私を見つめる。

　握っていた剣けん先さきを勢いよく地に立てて片かた膝ひざを折り、礼の形を取る。

「我らが女神、広き慈悲に拝謝を。しかし反逆の徒は捕ほ縛ばくせねばなりません」

　私は小さく首しゆ肯こうした。ここまでが虚きよ勢せいの限界だった。足がふらつき、気を失いそうだった。目の端はしに、江え房ふささんの血まみれの身体が映っている。

　朝火さんと対峙したこの一いつ瞬しゆんだけは我が慢まんできた涙なみだが、わずかな気のゆるみで溢あふれ始めた。

　胡こ汀ていが私に手を伸ばそうとした。私は首を振ふり、胡汀の視線から逃にげた。崩くずれそうな身体からだを支えてくれたのは椰や真まちゃんで、私を抱だいたまま、高く飛ひ翔しようする。

「ごめんなさい」

　私は皆に向かって囁いた。椰真ちゃんが羽の音を立て、皆から私を遠ざけるよう、宙をゆく。

　緋宮という身分がもつ本当の恐ろしさを、初めて自覚した日だった。







　三章







　椰真ちゃんは、声なく涙を落とす私を、鬱うつ然ぜんとした静かな森へと連れていった。

　砂地に築かれた陽都の北西端を占める帰き鼓こ廷てい、その背側に広がる禁きん域いきとされた深い山林だ。

　日中であっても夜の色を流し込んだように薄うす暗ぐらく、厳とした重い気配に満ちている。

　ここへは一部の高位祇ぎ官かんしか立ち入りが許されていない。

「美いつくし女神。目玉が割れてしまう、もう泣いてはならぬ」

　私はいつかのときのように、葉のない裸はだかの木の枝上で膝ひざを抱かかえていた。

　椰真ちゃんは弱った様子で、くるり、くるりと空中を回転しながら、私をなんとか落ち着かせようとする。時々、くきき、とうめき声をあげ、髪かみを揺ゆらす。

「椰真ちゃん……、あの人、江房さん、ほんとに」

　ほんとに死んじゃったの？

　最後の台詞せりふを、口に出す勇気がない。私のせいで、死んでしまったの？

　架か々が裏りさんみたいにもっと毅然とした強い存在となって、皆に認められていたら、こんなに惨むごい事態は招かなくてすんだ？

　白雨さんや伊織さんだって、命が危ない状態で、それも全部、全部、私のせい？

「どうしよう、どうしよう……」

　夢だと思いたい。夢じゃないってわかっているのに、夢だと思いたくて仕方ない。

「助けて、お母さんお父さん、私、もうだめ、こんなの、だめだよ」

「知夏、知夏」

　私は自分の身体をぎゅっと抱だきしめた。どうしたらいいのかわからない、考えつかない。考えたくない。

「椰や真まを責めよ。美いつくし乙女おとめ、おまえになにも咎はない。すべての過あやまちは椰真にある」

「椰真ちゃん、どうしよう、どうしよう。震え、とまらない。手が冷たくて、なんかっ、胸、おかしいよ。息、できな……っ」

　心の重さに耐たえきれず、目の前が暗くなり、ぐらりと体勢を崩してしまった。

　椰真ちゃんが慌あわてて受け止め、ゆっくりと、地上におろしてくれる。

　私は椰真ちゃんの細い腕うでにしがみついた。椰真ちゃんが寂さびしそうに長い尾おを振った。

「女め神がみ、椰真は涙を知らぬ。知らぬことは不幸なのか、幸いなのか。だが見ているだけで、視野が夜に閉とざされる。女神、人の生とは殺さつ戮りく絶えぬ惨むごきもの。世を動かす神のすべ。それはもはや人のすべなのか。世が移ろうように、人が神をも圧あつ倒とうするのか」
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　私はランプ代わりにちょっぴり身体を発光してくれている椰真ちゃんの尾を握にぎりつつ、とぼとぼと森のなかを歩いた。

　椰真ちゃんが何度も振り返る。早く屋や敷しきに戻もどったほうがいい、っていう焦じれた雰ふん囲い気きだ。

　でもどうしても足が屋敷のほうへ動かない。

　椰真ちゃんは何度も、私に責任はないって言った。殺戮のすべを選べばおのれの身に返るもの。私が必要以上に自分を責めるのは見けん当とう違ちがいで、逆におこがましいことだって。江え房ふささんの望み通りに死んでやる気がないのなら、自省しすぎちゃいけない。

　そうはいっても、簡単に吹ふっ切れるものじゃなかった。

　まだ全然、心の整理がつけられない。もう耐えられる限界値も超こえている。だけどもし、これからもこんなに辛つらくて残ざん酷こくな日々が続くのだとしたら。

　何度も、恋こいしい家族の顔が脳のう裏りをよぎった。あっちの世界が私の生きる場所だ。

　帰りたい。皆に会いたい。

「でも」

　皆の笑え顔がおに、朝火さんの冷たい微笑や、血まみれの景色が重なった。

　日だまりの過去が、陰いん惨さんな記き憶おくに押しつぶされていく。私は自分の頭を何度も叩たたいた。

　──ここでずっと、泣いていてどうするの。白雨さんや伊織さんは？　救える人がいるのに、また逃げ出して、泣くつもり!?　嫌いやだ、それだけは！

　力ずくで、血まみれの景色に蓋ふたをする。

　平常心を取り戻そうと、しばらく歩き続けていたとき、ふいに椰や真まちゃんが警けい戒かいした様子で羽をばたつかせた。

「知夏、向こうになにかある」

　私は目を凝こらし、椰真ちゃんの指し示すほうに接近した。泣き続ける間に夜になってしまったけれど、今って正確には何時くらいなんだろう。

　こんなときでも一瞬空腹を感じてしまった自分に嫌いや気けがさす。その空腹感のおかげで、だいたいの時間が予想できて、さらに複雑な気持ちになった。

　日本時間にして、夜七時過ぎ。こっちの時間でいうと、午ご領りようの刻か。

「……いつのまにかこっちの時間の数え方、覚えたんだ」

　ぼんやりと、佐基さんと勉強したことを思い出す。

　一日を二十四等分。これは日本と同じだったので覚えやすかった。

　私はいったん足をとめ、ゆっくりと夜の山を見回した。時々、こおろぎみたいな虫の鳴き声がした。その音が、辺りに満ちる静寂を一層引き立てていた。

「もっと向こう。あの巨木の先だ」

　椰真ちゃんが私の周囲を飛び回りながらうながす。

　私は再び歩き始めた。ねじのようにうねる巨木の裏に、なぜかぽつりと小さな宮が建っている。いや、神しん殿でんだろうか。石造りの向拝を正面に据えた平屋建築だ。外観は、昔、絵本で見た竜宮城に似ている。帰き鼓こ廷てい内の神殿も、大きさこそ違うけれど、これとよく似た構造だった。

「なんで森のなかに、神殿が？」

　狩しゆ猟りよう用の小屋なら、まだ話がわかるのに。

「隠かくれ神殿だぞ、知夏」

　椰真ちゃんが警戒を強めて振り向いた。

「見よ、崑こん門もんが地に仕し掛かけられている」

　椰真ちゃんが神殿前の地面を指差した。こんもん、ってなにかな。

　今日は満月に近くて星も多いけれど、木々の枝に邪じや魔まされて光が乏とぼしいし、なにも見えな……見える。神殿をくるっと一周するように、発光する細い輪が置かれている。

「知夏、知夏、戻ろう。椰真は凶きようの気を感じる。崑門は目め隠かくし術、侵しん入にゆう者を呪のろう術。触ふれてはいけな……くきっ」

　切々と告げ、神殿から私へと視線を移動させた直後、椰真ちゃんは猫ねこのように羽をぶわりと逆立てた。

「あ……ごめんなさい」

　なにかなと思ってつい、崑門を踏ふんでしまった。蛍けい光こう色のクロコダイル的な輪っかだったんだもの。

「やばっ、消えたよ椰や真まちゃん！」

　踏んだら消えてしまった、崑門。

「消えた？　……あれほど強固な目隠し術、無理に破ればいくら女神といえども火傷やけどを負うはず。属性が同じということならば、まさか」

　椰真ちゃん、前よりもお利口さんになっているから、時々私のことおいてけぼりにする。

「この隠れ神殿、先代緋ひ宮みやの築きしものではないか？」

「架か々が裏りさんの？」

　私は身を縮こめ、胸の前で腕を交差させた。フラッシュバックのように江房さんの姿が頭に浮うかぶ。ダメだ、心を血の景色に落としたら！

「知夏？」

「うん……入ってみよう」

　覚かく悟ごを決めて、神殿の階きざはしを上がった。七段の階。

　渋しぶ々しぶついてきてくれた椰真ちゃんの足あし下もとをふと見たとき、段に神官文字が細かく刻まれていると気づき、ぞっとした。いったいどういう意図で、建築されたんだろう。

　架々裏さんなら、というか高い身分を持つ緋宮なら禁域とされる森をわざわざ選ばずとも、好きなだけ帰き鼓こ廷てい内ないに造設できそうだ。

　人目をはばかって建築しなきゃいけなかった理由ってなんなの。

　架々裏さんは投とう獄ごくされているっていうのにこの神殿、まだ機能しているようだし。

　ますますぞっとしたときだった。神殿内部から、獣けものに似た鳴き声がかすかに聞こえた。

「椰真ちゃん、今のって」

「女神、いけぬ。戻ろう。悪あしき香かおりがする。けだものの臭においがする」

　私の手を引っ張る椰真ちゃんに戸と惑まどい、神殿の正面入り口をうかがう。

　左右にハネのある飾かざり迫せり縁ぶちの奥に両開きの扉とびらが造られていた。上部と下部に透すかし彫ぼりが施ほどこされ、中央に大樹の図をいれた扉だ。鍵かぎはかかっておらず、なぜか少し開いている。それが見て取れたのは、両サイドに花か蠟ろうが燃えていたためだった。

　もう一回、鳴き声がした。獰どう猛もうというよりは、なんだかすごく痛々しい響ひびきだ。

　私はごくりと喉のどを鳴らした。戻るか、進むか。根こん拠きよもなく、未来の岐き路ろに立っているかもしれない、と思った。

「ごめん、ちょっとだけ確かめてくる」

「知夏！」

　椰真ちゃんは髪かみをもさもさと振ふり、怒いかりとは違ちがう、嘆なげくような声を上げた。

　──だって椰や真まちゃん、私、恐きよう怖ふに負けて、また逃にげてきちゃったんだよ。

　ここがなにか重要な意味を持つってことは想像がつく。なのに確かめないで逃げ戻るなんて。同じ間違いを何度も繰くり返すはめになる。

　頭から離はなれない江え房ふささんの姿。暗くら闇やみが心に押し寄せる。

　私は負けまいと、無理に笑い顔を作った。空元気でもいい、自分を動かさないとダメだ。

　いつも笑って、明るく振る舞まっていれば、悲劇も不幸も遠ざけられるかもしれない。

　助けたい人たちがいるんだもの。

　泣なき伏ふすのは、全部終えたあとにする。だから今は、ごめんなさい、江房さん。

「あのう、すぐに戻ってくるから、もししばらくしても私が帰ってこなかったらですね、そのときは胡こ汀ていとかをですね、そっと連れ……や、なんでもないです、無事に戻ってくるね」

「知夏め。椰真がともに行かぬと思うか」

　うわっちょっぴり腹立たしげに言われた！

「やっ、椰真ちゃん、怒おこってる？」

　無視された！　だけども私に尾おを握にぎらせ、先を進んでいく。全身をがんじがらめにする恐怖と弱さに、見てみぬふりをしてくれる。

　なんだかんだいって椰真ちゃんはずっと一いつ緒しよだ。一番肝かん心じんなときに寄り添そってくれている。

　白く塗ぬられた通路を忍しのび足で進み、鳴き声のほうへと近づいた。左右の通路には宿屋のような引き戸式の部屋がずらりと並んでいて、一定間かん隔かくで明かりが用意されている。

　褐かつ色しよくの石を敷しき詰つめた床ゆかには、レトロタッチの蔦つた花ばなの絵が描えがかれていた。人の住んでいる気配はないけれども、誰だれかがこまめに訪おとずれて手入れしているに違いなかった。

　うわあ、誰にも見つかりませんように。

　椰真ちゃんの尾を握る手に力をこめ、右に左に、通路を歩む。細くて長い通路で、これ、ほんとに誰かと鉢はち合あわせしたとき、逃げ場がない。要するに侵入者を逃のがさない造りなのか。

「って、行き止まり」

　なんでー！

「知夏、戻もどろう」

「ダメだよ、ちゃんと確かめないと」

「そうではなく、通り過ぎたようだから、戻れ、と」

　椰真ちゃんは思案するようにぱたぱたと羽を動かすと、通路を戻り、部屋のひとつに入った。

　そこはがらんとした、調度品もなにもない部屋で、壁に掛かけ軸じくのような織しよく布ふを何枚も下げていた。椰真ちゃんは、織布の一枚をめくった。

「ここ」

「あっ」

　通路があった。

「椰や真まちゃん、偉えらい！」

「けきき」

　褒ほめられてご機き嫌げんなくせに、必死に厳然とした態度を取る椰真ちゃんに少しだけ癒いやされ、隠し通路を進む。二度ほど角を曲がったとき、地下へと続く階段を発見した。地下と言っても、さほどの深さはない。防ぼう空くう壕ごう的な、避ひ難なん部屋といった雰ふん囲い気きに近いかも。降りてすぐに六畳じようほどの空間があり、天てん井じようの梁はりからミニ提ちよう灯ちんのような明かりがいくつか吊つるされている。

　壁にドライフラワーのような乾かん燥そうした草花がびっしりと下げられていて、全体的に手て狭ぜまな感じがした。

「えっ……？」

　中央に据すえられた作業台の上に、誰かがあおむけに縄なわで繫つながれていた。

　上半身を裸はだかにされた、血まみれの男の人だった。全身が瞬しゆん時じに粟あわ立だつ。江え房ふささんの遺体が横たわっているのかと勘かん違ちがいして、視界が黒く染まる。

　その人がうめいたために、江房さんではないと気づいた。

　私は息をのみ、急いでその人に駆かけ寄った。

「大だい丈じよう夫ぶですか！」

　心臓が飛び出しそうなほど、どくどくと動いている。怖こわくて、奥歯が嚙かみ合わない。

　その人の顔を覗のぞき込むと、片耳が切り落とされているのがわかった。酸すっぱいものが喉にこみあげてきて、私は一度、強く瞼まぶたを閉とざし、呼吸をとめた。椰真ちゃんが背中に手を当ててくれなければ、倒たおれていたかもしれなかった。それから、細く、息を吐はく。

　やや虚うつろ気味な目をしていた男の人が、私を捉とらえた。

　直後、その目に憎ぞう悪おが輝かがやく。私はもろに浴びた感情の波に、よろめきそうになった。

　男の人はいぶかしげに私を見つめ直した。ついでに椰真ちゃんにも胡う乱ろんな目を注ぐ。「この弱そうな娘むすめと、不気味な生き物はなんだ？」と言いたげな顔だった。

　私だってもうなにがなんだか、わからない。この人誰、なんなの。

　なんでこんなところで繫がれているの。

「ま、待ってください、私、助けますから」

「知夏、待て、この者」

「やっ、椰真ちゃん、ええと、ナイフとか、ないかな。皮ひ膚ふに食い込むくらい、縄で縛しばられているから」

　混乱もあらわに見上げると、どうしてなのか椰真ちゃんは押し黙だまった。

　信号のように江房さんの姿が頭のなかで点てん滅めつしていた。

　同時に、私自身が架か々が裏りさんにいたぶられたときの光景も浮うかぶ。ろくに抵てい抗こうできず髪を引っ張られ、身体からだを傷つけられ、そして磔はりつけにされた姿。

　この人が自分自身のようだった。罪もなく殺されかかった私や、胡こ汀ていたちに見えた。また馬ば鹿かみたいに涙なみだが溢あふれ始める。たぶん身体中の水分を絞しぼり出すまで、とまらないんだろう。

　私はがりがりと必死に縄のつなぎ目をひっかいた。

　痛っ、誰なの、こんな頑がん丈じように結んだのは。爪つめがはがれそう。

「なぜ、助けようとする？」

　男の人は、聞き取りにくい声で問いかけた。

　私は足下に転がっていた鉄の欠片かけらを拾い、縄を切りながら考えた。

　この人はもしかすると悪人で、拷ごう問もんを受けていたのかもしれない。

　でも理由は知りたくない。知ってしまえば──逃がせなくなる。

「痛いのは、怖いから嫌きらいです」

　私はぐいぐいと涙を拭ぬぐって、答えた。

「もし好きなんだったら放ほうっておきます。でも嫌いですか？」

「──ああ」

「じゃあ助けてあげます。私、こう見えて偉い人で、たくさん人助けもできちゃうんだから」

「では、なぜ泣く？」

　静かに問われたとき、縄をちぎるのに成功した。

　男の人がゆっくりと上体を起こす。傷だらけの身体だった。

「俺は、おそらくおまえの敵だ。おまえの恩に仇あだなし、食い殺すかもしれぬ」

「あのう、もし本気でそう思っているんなら、説明する前にですね、がぶっと一息にやってくれたほうがアレコレと悪い想像をしなくてすむんですけれど……」

　すこぶる奇き妙みような顔をされた。

「でも、どうして私が敵だってわかるんですか。初めて会ったばかりで、私のこと知らないのに」

　初対面の人にまで敵扱あつかい、邪じや魔ま者もの扱いされて、もうすごく疲つかれたし辛つらい。それでも諦あきらめられずに、もがいてばかりだ。

「私、できるなら敵じゃなくて、仲良くなりたい」

　おずおずと言って情けなく微笑ほほえむと、その人も、思わずというように微び苦く笑しようを見せた。侮ぶ蔑べつを含ふくまない、穏おだやかな表情だ。

「知夏！　人の気配！」

　寂さびしそうに見守っていた椰や真まちゃんが、鋭するどく叫さけんだ。

　視線を階段のほうへ向けた瞬しゆん間かん、なにかが流れ込んできた。

　まさか水責め、と思ったけれど違う。双そう頭とうの百足むかでだった。蛇へびのように太く、長い。しかも大量なうえ、あきらかにこっちを襲おそう気に満ちている。

「ごめんなさい私これ無理！」

　巨きよ大だい百足とか、ない。絶対ありえない。虫は本気で苦手なんだってば！　私は青ざめ、作業台の上に逃にげた。

「──何者だ」

　百足に続いて、誰かがやってきた。

　三十代前半あたりだろうか、祇ぎ官かんの衣い装しようを着込んだ険しい顔の女性が現れる。童女のようなおかっぱ頭で、目が異様に爛らん々らんとしていた。

「なんだ、おまえは？　滸こ楽らくの女か？　神殿の界を破り、一族の者を救いにきたのか」

　一族。この男の人は、滸楽？

「……滸楽って、けだものさんなんじゃ？」

　人間に見えますけれど。

　百足に戦せん々せん恐きよう々きようとしつつ、隣となりにいる男の人に目を向けて──私は悲鳴を上げそうになった。

　男の人の姿がどろりとねじれ、その直後、大きな犬に変わったからだ。

　この犬、美び獣じゆう様に似てる！

「えええ、どういうこと……ぎゃあああ百足こっちきた！　守られてあげますからぜひ追い払はらってくださ……って、百足嚙かんじゃだめー!!」

　一いつ斉せいに飛びかかってきた百足に、大おお犬いぬと化した男の人が真っ正面から突つっ込んでいった。

　覆おおい被かぶさり、長い胴どうに牙きばを立て、嚙みちぎろうとする。なっ、なんかヤバイもんが百足の胴から出ましたよ、どろっとした体液や臓ぞう腑ふみたいな塊かたまりが！

　どうすればいいのこれ、人間が大犬に変身するし、百足でかいし、この世界ってばどこまで私の常識を壊こわせば気がすむんだ！

　最初は有利に見えた大犬さんだけれども、いかんせん敵の数が多すぎた。一匹ぴき、二匹ひきめは食い破ることに成功し、三匹びきめに前足を狙ねらわれ、四匹めに後ろ足を刺さされる。

　毒でも含まれていたのか、痛そうな音を立てて大犬さんが倒れた。

　口のなかに入り込もうとする百足の動きに抵抗するためだろう。地を転げ回るかのような激しい暴れっぷりを見せる。呆ぼう然ぜんと眺ながめている場合じゃなかった、救出してあげないと！

　百足の体液塗まみれになる覚かく悟ごを決めて、大犬さんの助勢に駆け寄ろうとした瞬間、椰や真まちゃんに庇かばうような仕草で前方を塞ふさがれた。途と端たん、ばちばちっと火花の散る音が聞こえた。

　嫌いやな予感がして、急いで椰真ちゃんの背後から出る。

「椰真ちゃん！」

　黒くろ蜥蜴とかげが椰真ちゃんの腕うでに絡からみ付いていた。椰真ちゃんは痛みを感じているのかいないのかまったくわからない平然とした態度で、黒蜥蜴を引きちぎった。

「おまえ、滸楽の女ではないな？」

　黒蜥蜴や百足をマジックのように次々と生み出していた女性が、探さぐりの目を私に向けた。

「その透すき通る神気。滸楽とは違ちがう。架か々が裏り様の神気と似ている。ならば、おまえが次代の娘なのか」

「あなた、誰だれですか！　なんでこんなことをするの！」

　返答しながら、めまぐるしく作戦を考える。どうする、ここから脱だつ出しゆつする方法、ない!?

　待てよ、この百足むかでと蜥蜴とかげは、目の前の女性が神じん力りよくで生み出したものじゃないか。だったらこの人をなんとかすれば、助かるんじゃない？

　彼女が手にしているのは、葉っぱ付きの枝だ。一枚、一枚、指先でちぎり落としている。それが地面につくまでのあいだに百足や黒蜥蜴へと変へん化げする。

「まさか贄にえのほうから出向いてくれようとは」

「贄？　どういう意味ですか。それになんでこんな、この人……ていうか、この大犬さんを拷問していたの」

　馬鹿っぽい喋しやべり方だと思ったんだろう、女性は嘲あざけるように唇くちびるの端はしをつりあげた。

　私は怯おびえた顔を作ると、椰や真まちゃんの背に一いつ旦たん隠かくれ、作業台に置きっぱなしにしていたさっきのアレをばれないよう手に入れた。

「まこと卑ひ陋ろうなる娘に廃はい位いとされるなど、架か々が裏り様も無念でならぬはず。だが、こうして火のなかへと自ら飛び込んできた。いかに許しがたくとも、その身からしたたる神気は澄すんでいる。滸こ楽らくの臓腑などとは比ひ較かくにならぬ神力を、架々裏様にお渡わたしできる」

「え？」

　私はひょこりと椰真ちゃんの背から顔を出し、女性を凝ぎよう視しした。

「おまえに護女などつとまるものか。えぐり出してやろう、その鼓こ動どう」

「そんな脅おどしになんて、負けません」

　私は強く言い切って、椰真ちゃんの前に出た。密ひそかに入手した、さっきのアレ──縄なわを切るときに使用した鉄の欠片かけらだ──を女性に見せる。

「これは隼はや鉄てつですね」

「それがなんだと」

「緋宮は鉄を操あやつる女。あなたは私にかないません。その百足や蜥蜴、消してください」

　私は目の端に映る大犬さんの姿に、焦あせった。百足にみっちりと巻き付かれ、身動きが取れなくなっている。縊くびり殺される寸前だった。

「なにを言っている？　鉄の欠片ひとつでどうすると」

「鉄は私の意思で変わる」

　だってこれ、もとは碁ご子こちゃんであり、椰真ちゃんだ。私の願いを叶かなえてくれる。

「だから、あなたを貫つらぬく弓になる」

　私の言葉を受け、手の上で鉄がどろりと溶とけた。そして、ひとはりの小さな弓になる。

　……鉄の欠片、変化してくれてありがとう、もしこれが隼鉄じゃなかったり変化してくれなかったら私、もう目も当てられないっていうか、マジ馬鹿どころじゃなかった!!

　冷や汗びっしょりになりつつも、私はさらに虚きよ勢せいをはって、弓をかまえた。って肝かん心じんの矢がないんですけれど、どうしよう。パントマイム的に矢をつがえてそれっぽくするしか……くそう私の考えなし、なぜ弓にしようと思ったのか！　せめて剣けんにすれば！

　脳のう裏りに、私を助けに来てくれたときの弓ひく胡こ汀ていや朝火さんの姿があったせいだ。

　彼らや、なにより緋ひ宮みやさんみたいに強くなりたいと無意識のなかで願ったせいだろう。

「……」

　椰や真まちゃん椰真ちゃん、私の涙なみだ目めやはったりに気づいてくれたんだろうけれど、そっと切なそうに横から羽を一枚差し出すのやめて……え？　これを使えって？　あ、そうなんだ、椰真ちゃんの羽、緋宮の神力で矢に変えられるの？　わあ便利、すごーい……、うわあああこんなはずじゃなかったのに。女性が地味に呆あきれた顔をしてこっちを見ているんですけれど！

　私の鈍どん臭くささと間ま抜ぬけっぷりに脱だつ力りよくしたのかと思ったんだけれども、それはどうやら穿うがち過ぎらしかった。女性は、呆れていたんじゃなくて、驚おどろきをおさえて私を見ていたらしい。

「呪しゆの式なしに、隼はや鉄てつを操るというのか」

「諦めて投降してくださ……は、はいっ？　だって緋宮ですし」

　私も普ふ通つうに答えてどうする。って、緋宮だからこそ鉄の姿を自在に変えられるんでしょう？

　戸と惑まどって、女性としばしお見合い状態になったとき。

「──まるで、夜よ見み帰がえりを果たした陽女ひめ神がみそのもの。なあ、娘むすめ？」

「!?」

　誰かがいきなり、女性の髪かみを背後から鷲わし摑づかみした。

「我が一族を辱はずかしめた罪、その血肉で購あがなってもらおうか」

「おまえ！」

　女性が、誰かの手から逃のがれようと身をよじり、振ふり向いて、絶句した。いつのまにか足あし下もとに忍しのび寄っていた闇やみの塊が、ぞろりと動く。漆しつ黒こくの毛並み。四頭の大犬だ。

「滸こ楽らく！」

「清きよ姫ひめが、界を破る手間をはぶいてくれたようだ。我が一族の血を、神力衰おとろえし架か々が裏りに与あたえるとは、まったくどちらがけだものか、これでは知れたものではない」

　私は、その誰かの姿に釘くぎ付づけだった。恐きよう怖ふをたたえながらもがく女性の髪を乱暴に摑み、身体からだの芯しんまで凍こおらすような冷れい徹てつな眼まな差ざしで見下ろす人。

「魔ま王おう様!!」

　今度こそ、本物の魔王様だった。間ま違ちがいない、あの特とく徴ちようある悪あく魔ま的ツノが頭に生えている。髪の色も同じ、そして醸かもし出す雰ふん囲い気きも記き憶おくにぴたりと合がつ致ちしている。

「まおうさま、とは？　変わらず、奇き矯きようなこと」

　残ざん虐ぎやくさを下地にした優美な微笑ほほえみを浮うかべ、ちらりと私を見やる。魔王様、この女性に滸楽って呼ばれてた。

　滸楽。忌いまわしいけだものとされ、蒸む槻きの人々にひどく嫌けん悪おされる生き物。

「おまえたち、この女をくれてやる。好きに嬲なぶれ」

　魔王様……滸こ楽らくさんが、興味を失った顔をして女性を手て荒あらく突き飛ばした。四頭の大犬が喜び勇んで女性の腕や肩かたに嚙かみついた。そこに、さっきの大犬さんも加わった。

　女性は目を剝むき、髪を振り乱して、ひぃっと叫さけんだ。暴れる女性とは対照的に、大犬たちが嬉々とした様子でずるずると引っぱり、階段を上がって去っていく。

　私は我に返り、数歩、女性を追った。椰や真まちゃんに強く腕を摑まれ、行動を阻そ止しされる。

「女神、ならぬ！」

　正直なところ、私はどう反応していいのか、途と方ほうに暮れていた。

　好きに嬲れ、という言葉がすごく気になる。

　あの女性は椰真ちゃんのことを黒蜥蜴で傷つけたし、同情なんかしたくない。そう思うのに……このまま見過ごすこともできない。

「滸楽さん、助けてくださってありがとうございます。あのう、今の女性、どうするんですか？」

「知夏、逃にげよ。これはならぬ、滸楽の王か！」

「こらくの、おう」

「わたしに、礼を述べるのか？」

　柔やわらかにさえ見える微び笑しよう。滸楽さんはひたりと、眼差しひとつで私を捉とらえた。
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　なんだろう、以前の半まどろみ状態と違って、思考や意識が明めい瞭りようなせいなんだろうか。

　滸こ楽らくさんを見ていると胸がどきどきする？　一足飛びに心が惹ひかれている感じだ。

　まるで恋こいに落ちたみたいに、ジンと熱くなり、なにか深いものが心の底から──。

「って、なんだってー!!　や、きれいな人は好きだけれどソレとコレとは別物で、なんだこれー！」

　鼓動がおかしい、いくら私でも、こんな状態のときに美人に見とれて恋に落ちるとかないから！　感情お構いなしに全身が勝手に反応してる。私の心どうした、なにが起きてるの！

「なにを言っているのか」

　滸楽さんは魂たましいごと鷲摑みにする眼差しで私を見つめ、近づいてくる。この古風な世界の衣い装しようよりもさらにさらに古典的な、神様的雰囲気たっぷりの長衣、豪ごう華かな首くび飾かざり。

「やや、ちょっと待ってください滸楽さん。私混乱中なんです、一気にいろんなことがありすぎて、心も頭も整理がおいつかないんです！」

「滸楽さん？　ばか。名ではない。一族の総そう称しようだ」

　甘く怒おこられた。この人どう見ても残虐に違ちがいないってひしひしとわかるのに、とても甘い雰囲気もある。

「女神、ならぬと！」

　焦じれたように椰や真まちゃんが私の肩を摑み、飛ひ翔しようのそぶりを見せた。

「煩わずらわしきこと」

　滸楽さんは目を眇すがめ、ふっと自分の指に息を吹ふきかけた。するとだ。地面に落ちていた枝が突とつ如じよ、黒い蔦つたに化け、蛇へびよりも俊しゆん敏びんな動きで椰真ちゃんを搦からめ捕とり、壁かべにはりつけにした。

「あっ！　やめて、椰真ちゃん傷つけないで！」

「やまちゃん？」

　さっきから滸楽さん、私の言葉を面おも白しろそうに繰くり返している。

「ちょっとでも傷つけたら、魔王様だって許さないんだから！」

　怒いかりの声をあげると、小さく笑われた。必死に羽をばたつかせる椰真ちゃんに駆かけ寄ろうとして、楽しそうな滸楽さんに手を摑まれる。

「許さない？　わたしに向かって、許さない？」

「放してください！」

「おまえ、かわいいこと」

「……な！」

　腹立たしいのに、自分の感情が制せい御ぎよできない。なにかが心で騒さわぎ、この人の一挙一動に震ふるえている。目が合い、触ふれると、なし崩くずしになるくらいの激しい喜びが。

「わかった。動きを封ふうずるのみにしておこう。女神の不興は買わぬ」

「解放してください、椰真ちゃんにひどいこと、しないで！」

　知夏、と椰や真まちゃんが切なそうに呼ぶ。

　その声を耳にして心の震えが、とまった。だって私、世界一の美人よりも椰真ちゃんのほうが大事だ。

「滸こ楽らくさん、はやく椰真ちゃんを放して！」

「だから、滸楽さん、ではない。わたしの名を、聞くか？」

　愛あい想そ良く聞かれ、私はぐっとつまった。

「……聞いてあげますので、椰真ちゃんを！」

「つまらぬことを幾いく度ども乞こう。封ずるのみと言ったはず。さほどにくどいと、殺あやめるぞ」

　滸楽さんはふいにがらりと声こわ音ねを変え、冷めた表情をして、椰真ちゃんに視線を流した。

　私はぞっとした。野生の勘かんってやつなのか。椰真ちゃんを無傷で助けるには、今はこの滸楽さんに従ったほうがいい、怒らせると惨さん事じを招くって痛つう烈れつに理解した。

　私は思わず両手を伸のばし、ぐいっと滸楽さんの髪を摑んでこっちに顔を向けさせた。

「乱暴」

「き、聞いてあげます、聞きたいです。なんでも言ってください！」

「清姫の名は、知夏？」

「そうですそうです、知夏です。滸楽さんは」

「遠とお凪なぎ」

「とおなぎ？　遠凪さん？」

　滸楽さん改め遠凪さんが、獣けもののように目を細めて笑った。

　違う、本当に獣の目だ。瞳どう孔こうが縦に長い。

「さっきの女性、どうするおつもりで……」

「清姫の耳に吹き込むには、野や蛮ばんにすぎるが」

「だっ大だい丈じよう夫ぶですよね、その、ひどい真似まねとか！」

「ひどい真似とは？　では、わたしの一族が侮ぶ辱じよくを受けても、笑わろうて見過ごせと？　世とは業ごうの巡めぐるものだろうに」

　さっきの大おお犬いぬさんの姿を思い出し、私は今更ながら仰ぎよう天てんした。人間が、獣に化けた！

「こらく、けだものの一族……」

「再びまみえることになろうとは、まこと業とは、よく巡る」

「遠凪さん、ええと、もしかして剣けん士しさんにご家族の方、いらっしゃいませんか」

「女神の手下どもに、わたしの一族が？」

　ちょっと小こ馬ば鹿かにしたようなその言い方が、憎にくらしくもよく似合っていた。

　でも、あの剣士……司し義ぎさんと、そっくりだ。あっちのほうが、とっても優やさしそうで穏おだやかですが。

「何者かに、わたしの姿を重ねたと」

「は、はい。や、待って、重ねたというか」

「清姫、おまえは故意にわたしを挑ちよう発はつしているのか。賢かしこくない選せん択たくよな」

「くそう、遠とお凪なぎさんはいつも意地悪なことばかり言……、いえ、なんでもありませんよ!?」

　やばいこの人の場合、胡こ汀ていと違って本物のバイオレンスを好みそうで、下手へたなこと言えない。椰や真まちゃんを助けないといけないし、でも自分の身もかなりやばそうだし。この人ってば先の行動が予測できず、対処のしようがない。

　はりつけ中の椰真ちゃんが、くきくけけ、と必死になってばたばたしている。その様子が目の端はしに映り、焦しよう燥そう感かんに、脂あぶら汗あせまでにじんできた。遠凪さんをどうにか攻こう略りやくしないと！

「ええと、ええと！　遠凪さんは、一族の方を助けにこられたんですね。架か々が裏りさんが、なくしてしまった神じん力りよくを取り戻もどすために、一族の方を、生いけ贄にえに……」

　だんだん尻しりすぼみになってしまった。うわあ、これは恨うらまれても当然だ。自分と縁えんのある者が拷ごう問もんされていれば怒らないはずがないし、捜さがしにもくるだろう。

　ごめんなさいの一言ですむ話じゃない。いや、しかし、滸楽の一族が神話時代の怨うらみを継つぎ、人間に仇あだをなすせいで、仕返しされても仕方ない……と断言できるほど、私は蒸む槻きに隠かくされた闇やみをまだ見通していないんだ。

「あれっ、滸楽さんたちって、じゃあ神力にすぐれているってこと」

　生け贄にして臓ぞう腑ふや血を、のっ、飲んで、神力を取り戻すってことなの？

　混乱を深める私の様子を見て遠凪さんは、くく、と口元を袖そででおさえ、笑った。案外、笑い上戸な人だ。

「先代の架々裏は、どこぞのけだものの子を身み籠ごもり、神力を失ったのだと。他者の目を欺あざむくため魔ま力りよくに優すぐれた我が一族を捕らえ、その血を身に注いで凌しのいできた。だが、力の質の差に、緋ひ剣けんどもが気づき始める。諫かん言げんした剣士の三方は殺され、残りの二方は、そう、架々裏を見切って、清きよ姫ひめ、おまえの剣けんとなった」

「あ、親切に教えてくださってありがとうございま……遠凪さん、あなたの微笑がですね、大変麗うるわしいんですけれども、しかしながらすごく邪じや悪あくな予感たっぷりで、ややや、ごめんなさいなんでもありません」

「そう、わたしは情味とやらを知っている。清姫もその厚こう意いに報むくいてくれような」

　世とは巡るもの、と遠凪さんは愉ゆ快かいそうに言う。

「おまえ、やはり憎し女め神がみの末まつ裔えいであったのだな。だが、我が一族の者に加担した。さもあろう、愚おろかしき人どもは架々裏という虚きよ像ぞうに目がくらみ、おまえを受け入れようとせぬ」

　どきりとした。遠凪さん、私の状じよう況きようを知っているんだ。

「かほどにめざましき神力をしたたらせているというのに。まったく愚ぐ劣れつな人間ども。おまえが一見、凡ぼん庸ようなせいか」

「魔ま王おう様、それ禁句禁句、本気で不思議そうに首をひねられると大層傷つくんですが」

「暦れきを重ねるにつれ弱りゆく末裔どもの神力、それがようやく今、豊かに咲さき誇ほこる。待ちわびた芳ほう烈れつなる神花であろうに。なれどもこのまばゆさを、異界の娘むすめであるゆえに理解せぬ」

　遠とお凪なぎさんは、宝石よりも魅み力りよくのこもった眼まな差ざしを瞬またたかせた。さわり、と私の頰ほおを、両手の指先で軽く引っ搔かくように撫なでる。

「不ふ憫びんな清姫、誰だれもが架か々が裏りと比ひ較かくをし、強き美しさが足りぬと失望を見せる」

　心臓がはねる。私は表情をゆがめないよう、全身を緊きん張ちようさせた。少しでも気を抜くと、この人の言葉が毒のように身体からだのなかにしみ込んでいきそうだった。

「おまえになんの咎とががあろう？　女神の末裔、勝手にそう祭り上げ、一方で激しく拒きよ絶ぜつするとは。おまえ自らが望んだ地位ではあるまいに、責ばかりを押し付けられている」

「わ、私」

　血の気が引いていく。誰もこんなふうにはっきりと、同情してくれなかった。私の立場で考えてくれた人は初めてじゃないか。それは──椰や真まちゃんや胡こ汀ていでさえも、なかった。

「おまえのように心柔やわらかな娘には、この仕打ち、堪たえ難がたいほど辛つらかろう」

「辛くなんて、なにも」

「清姫、覚えておろうな？　再びまみえることがあるのなら、おまえに見み尽つくされるのも、よいと」

　私は放心しながら、遠凪さんを見上げた。

「女神、ともに来よ」

　遠凪さんはゆっくりと私を見下ろし、手を取った。唇くちびるがほころぶ。手首の痣あざをとらえて。

「ああ、消してはおらぬな」

　はっとした。滸こ楽らくの求きゆう婚こん痕あとだという。じゃあ、やっぱりこの遠凪さんが美び獣じゆう様なんだ。

「憎し女神、歴を超こえ、おまえにひれ伏ふしてやろう。我が一族の悲願、ここで成じよう就じゆするのなら」

「──」

「広めてやろう、世に邪という愉ゆ楽らくを。我らの暦に絡からむこの怨み、この澱おり。人世に悪あく疫えき満つるまで、我らの深しん怨えん、晴れはせぬ。さあ女神、おまえの怨みも晴らしてやろう。好きなだけ呪のろうべき。おまえはそれが、許される。憎き者のために、なぜおまえが犠ぎ牲せいにならねばならぬのか」

　必死に封ふうじようとしてきた不満が、芽を伸ばす。遠凪さんの言葉に、引きずられる。

「望みは、なにか？　人の骸むくろで、城でも築いてみせようか」

　遠凪さんは、私の手首に唇を寄せた。赤い舌が痣をなぞり、吸う。その濡ぬれた感かん触しよく。かすかな空気の動きが、ひんやりとした感覚をもたらす。

　ふいに、胡汀の姿が脳裏によぎった。日が闇を払はらうような勢いで、心をさらう。

　私の剣になると誓ちかった人。眠ねむる前に、腕うで輪わに口付けているって。

「遠とお凪なぎさんは一族さんを助けに来ただけじゃなくて、ここを、蒸む槻きの都を」

「根絶やしに。奪うばいに」

　視線を動かし、残ざん酷こくな艶つやを宿して私を見る。

　女神の恩おん恵けいを浴びて生きる人々を憎む、滸こ楽らくの王。神世から続く呪いに、苛さいなまれている。

「だめです。それは、だめ」

「女神」

「ごめんなさい。一いつ緒しよに行けないです。私はばかだし単純です。拒絶されれば悔くやしくて、辛くなる。確かに、憎いっていう気持ちもあって……蒸槻の人々を、今は好きだってどうしても言えません」

「ならば」

「でも、好きだと思う人もいるんです。それだけで力が湧わいて、元気になれるんです」

　遠凪さんの眼差しが、冷れい酷こくさを増していく。

「私は欲よく張ばりなんです。滸楽さんたちにも幸せな気持ちで、笑ってほしい。遠凪さんは私を助けてくれましたね。恩返ししたいです。楽しいこと、いっぱい見つけてプレゼントします」

「我らを、憎き民たみどもに跪ひざまずかせ、家か畜ちく扱あつかいでもすると？」

「違ちがいます！」

　私は必死になにかを摑つかもうとした。そうだ、なにか摑めそうなんだ。阿あ呆ほで、考えなしな私が緋ひ宮みやに選ばれた理由。この国の人じゃなくて、なぜ私だったのか。

「覆くつがえせってことなんじゃ」

　蒸槻を包む神世の呪いを覆す。

「世を転てん覆ぷくさせるとでも？」

　遠凪さんが怪け訝げんそうに私を見る。

「清姫。もう戯たわ言ごとは飽あいた。おまえはわかっておらぬ。わたしは滸楽の王。女神を連れ去る邪じや淫いんの者」

「遠凪さん！」

　さっきの女性にしたように、私の髪かみを乱暴に摑み、引きずっていこうとする。痛みに抗あらがうと、遠凪さんは獣けもののように目を輝かがやかせ、私の耳に口を寄せた。耳みみ飾かざりを歯で、齧かじり取る。遠凪さんの牙きばは、わざと耳たぶをひっかいて、小さな痛みをもたらした。

「女神の血肉、うまかろうな。幾いく度ど犯おかせば、気が晴れようか」

「遠凪さん自身が、女神様を憎にくいと思うの!?」

　私は怯おびえを隠して叫さけんだ。

「それとも、遠凪さんのなかに受け継つがれた、『滸楽』が憎んでいるんですか！」

　遠凪さんはあからさまに鼻白んだ。

「人とは、くだらぬ弁を弄ろうする。過去は過去、血の因果に囚とらわれず、今後はおのれのために日々生きろとでも？　清姫、実なき浅せん慮りよな論で、このはてなしの渇かつ望ぼうが癒いえようか。我ら一族の血、命こそが歴そのもの。そして歴は、いかなる論の訪おとずれも許さぬ」

　怨みなのか、願望なのか、遠とお凪なぎさんたちにも見分けがもうついていないってことなのかもしれない。それでも、蒸む槻きの人々が女神様を穢した滸こ楽らくを疎み続ける限り、彼らも決して牙をおさめないだろう。

「清姫、我ら滸楽一族は皆、おまえのすべてを受け入れると言っているのに。なおも人を選ぶと？」

　私は一度、強く瞼を閉ざした。

　どんなに遠凪さんのお誘さそいが魅力的であっても。今の私を、安らげてくれるものであっても。

「緋宮だから……一緒に行けないんです」

　ぽつりと告げた瞬しゆん間かん、私の周りの地面がぼこぼこと煮に立たったような音を立ててわき上がった。遠凪さんは目を見張り、一瞬で姿を変えた。あの神こう々ごうしくも禍まが々まがしい、美獣様へと。

　私のそばからしなやかな動きで飛び退のき、かすかに唸うなる。

　ぺたりと地に座り込んでいる私の周囲は、一気に噴ふき上がった碁ご子こちゃんで溢あふれていた。

「知夏はどこへも連れていかせん！」という感じでわさわさ蠢うごめき、私の足にはり付いたり、膝ひざに上がってきたりする。こんなに熱ねつ烈れつに守られて嬉うれしいような、ゾワッとするような。

「焦こがれし女神、幾度も、我らを捨てる」

　遠凪さんは再び人の形を取り、深く俯うつむいてそう言った。緩かん慢まんな動きで上げられた顔には、あでやかな微笑が浮うかんでいた。

「いつもいつも。どの世、どの末裔であっても。我らをそこまで捨てずにはいられぬのか──ならば、いいだろう」

「遠凪さ……」

「まれびと女め神がみ、絶望を味わえ。めざましき神じん力りよくをもって異界からきた女。時に突つき抜ぬけた才とは、災さい厄やくそのものであることを、身をもって知ればいい。わたしが自ら地を穢けがさずとも汚お泥でいはすでに、人の心のなかにある。善の顔をした者どものなかに」

　その予言に、胸が冷えた。

「我らと同じく、幾度も人に裏切られるだろう。幾度も捨てられ、幾度も憎まれてみるがいい。それでも、わたしの手を振ふり切るのか。見てやろう」

　その怨うらみの強さは、なんだか恋こい心ごころの深さのように聞こえた。告白みたいと思う。

「跪かせ、わたしを乞こわせてみせよう。知夏」

　息が止まりそうになった。最後の最後で名前を呼ばれる。

　私はとっさに立ち上がり、碁ご子こちゃんの群れから抜け出して遠凪さんに数歩、近づいた。

「手にいれる、必ず！」

　激しい宣言とともに、とても荒く、抱きしめられた。お互いの心がぶつかった気がした。すぐに突き飛ばされ、私は大きく体勢を崩して碁子ちゃんの群れのなかにへたり込んだ。

　遠とお凪なぎさんはまた獣の姿に戻もどり、もう私を見ることなく去っていく。

　私は激しく動く心臓をおさえ、遠凪さんが去って行ったほうを見つめた。「知夏、知夏ー、滸こ楽らくのいうことなんか気にすんな。わしらがついてるぞ」という感じで、碁ご子こちゃんたちがぽこぽこ蠢き、私にすり寄った。

「碁子ちゃん、ありがと……」

　なんとか笑えみを作ると、碁子ちゃんたちはきっと照れたんだろう、もともと丸い身体なんだけれども、もっと丸みを帯びた。わー、か、かわい……ごめん、やっぱり不気味かも。

「椰や真まちゃんを助けてくれる？」

　なぜか椰真ちゃんは途と中ちゆうで暴れるのをやめ、静観に回っていた。私と遠凪さんの会話に口を挟はさもうとせず、空気にとけ込むようにひっそりとだ。碁子ちゃんたちが「任せれや」という感じで飛びはね、椰真ちゃんの身を束そく縛ばくしていた黒い蔦つたを齧り切ってくれた。

　椰真ちゃんは普ふ通つうの人間と違って、自分の姿を消したり瞬間移動的な技わざを使える。

　それをしなかったのは、この黒い蔦のせいなんだろう。椰真ちゃんよりも遠凪さんのほうが、力が上ってことなんだ。

「椰真ちゃん、痛いとこない？」

　黒い蔦から解放された椰真ちゃんは、ひどくしょんぼりした様子で私のそばにやってきた。

「……知夏、移動せねば」

「うん」

　名残なごり惜おしそうな碁子ちゃんたちにバイバイと手を振って別れると、私は椰真ちゃんと一緒に神しん殿でんの出口へ向かった。

　無事脱だつ出しゆつした後、椰真ちゃんと手分けして捜さがしたけれども、大おお犬いぬや女性の姿はどこにも見えなかった。仲間を拷ごう問もんされた彼らが、無傷で彼女を解放するとはどうしても思えない。

　私、護女なのに誰だれのことも護まもれていないじゃないか。これじゃあ緋宮失格だし、皆みなに拒きよ絶ぜつされても当たり前だ。あの女性がたとえ味方じゃなくても、死んでいいはずがないもの。

　──白雨さんたちだけは、絶対に助けないと。

「椰真ちゃん、黒くろ蜥蜴とかげに嚙かまれたけれど……」

「鉄を食えば、治る」

「そ、そっか。うん、隼はや鉄てつ、あとで食べようね」

「けき……」

「さっきはどうして、なにも言わなかったの？」

　私は思い切って尋たずねた。遠凪さんに誘われたとき、椰真ちゃんはとめてくれなかった。

「滸楽は、知夏を大事にするだろうか」

「椰真ちゃん？」

「あれほどに女神を求める滸こ楽らくならば。知夏は泣かずにすむのか」

　私は足をとめ、まじまじと椰や真まちゃんを見つめた。

「人は、女神を打ちのめす。滸楽は違うのか。知夏が蒸む槻きの者ならばともかくも、我らの都合で犠ぎ牲せいを強しいるのは、誤りなのか」

「椰真ちゃん」

「知夏。椰真はようよう、考えた。女神は人を愛いとおしむ、なれば、その女神を愛おしむ者とは、と。天てん祖そ陽女ひめ神がみはよく愛されし乙女おとめだった。異国の神すら跪く。なれども、知夏は。天祖の女神と、知夏は、同じではないのか」

　椰真ちゃんは寂さびしそうに告げた。

「やはり、椰真は罪深いのであろうな。同じでないなら、知夏を、痛ましいと思うた。逃のがしてやりたいと」

　それで椰真ちゃん、遠とお凪なぎさんとの会話を黙だまってきいていたの。

　もし私が滸楽側に回ったとしても見逃してやろうと？

　女神の末まつ裔えいとしてではなく、知夏という名前の私を、見てくれたんだ。

　──嬉しいのに、どうしてこんなに悲しくなるんだろう？

　私たちは動けなかった。捜そう索さくにきてくれた朝火さんたちが姿を見せるまで、ずっと。
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　それから、佐基さんのお屋や敷しきに戻ったあとのことだ。

　与あたえられた一室の、火か灯とう窓まど的な形をした両開きの扉とびらをそっと開け、狭せまい外通路の欄らん干かんに寄りかかったときだった。今日のことをきちんと考え直したかったんだ。ところが。

「──わ！」

　いきなり横から腕うでを引っ張られて、転びそうになった。

「ぎゃ……っ！　って、こ、こて…!?」

　ぼすっと胡こ汀ていの胸に顔面衝しよう突とつ……いや、むぎゅっと抱だきしめられた。

「胡汀、胡汀だよね？」

　私の嗅きゆう覚かくを舐なめちゃいかん。頭を押さえつけられてて顔を確かく認にんできないんだけれども、この匂においは胡汀だ。

「顔、潰つぶれ……」

　鼻が折れるかも、と間ま抜ぬけな心配をしたとき、ようやく腕を緩ゆるめてもらえた。

「あっ、やっぱり胡汀……痛、いたた、今日の私、髪かみの毛引っ張られまくりなんですけれど」

「どこにいた？」

「暴君様、まずはこの髪の毛雑草摑づかみという無情な暴力をですね……、いたっ、痛たたた」

「阿あ呆ほ鳥どりだと言い続けたせいか？　本当に飛んで逃にげるとは」

「見えない羽を私の背中に見てませんか。飛んだのは椰や真まちゃんで、私自身に羽はなくてですね」

「うるさい、黙れ」

「……」

「どこにいたと聞いている。さっさと言え」

「胡こ汀ていさん、黙れと言っておきながら、矛む盾じゆんなお言葉……ごっごめんなさい逆らいません！」

「阿呆鳥め、どうすればいい、飛んで逃げられたら、どう追えと？　呪じゆ術じゆつをしかけて昏こん倒とうさせればいいのか」

「怖こわいことを真顔で言うのはやめてください」

「だったらせめて、追えるように逃げよ」

「ちょっ理り不ふ尽じんです！」

　そんなの逃げる意味がない。そう返して笑おうとしたのに、笑えない。

　胡汀が真面まじ目めな顔をしていたからだ。

「おまえ、理不尽だなどとよくも言える。俺こそ言うべきではないのか。なぜ俺をこのように、かき乱す」

「痛っ、胡汀、腕、痛いっ」

「まったく世とはわからぬ、緋ひ宮みやと目されるような女がなぜ俺のもとへ降ってきたのか。それがまた、見るからに間抜けで小物な娘むすめだとは。蒸む槻きを試ためしているのか？」

「あのう、まさかとんでもなく私のことを阿呆だと」

「おまえ、自分をまともだと？　ふざけるな」

　すいませーん、今本気ですべての苦く悩のうを忘れ、胡汀さんに復ふく讐しゆうしたい気持ちに。

　胡汀は大敵を見るような目をして私を睨にらみ、それから耳を引っ張った。連続バイオレンスに心が墨すみ色いろになりそう……って、あれ？

「耳みみ飾かざり？」

　さっき遠凪さんに片側の耳飾りをとられてしまった。そこに胡汀が新たな耳飾りをつけてくれたみたいだった。

「もしかして、お揃そろいの？」

　前にした約束、覚えていてくれたんだ。ものっすごく胸を熱くし感動の眼まな差ざしで見上げると、なんという非情な暴君、「違ちがう」と心底嫌いやそうにきっぱり否定された。

「おまえなどと揃いの耳飾りをすると思うか。俺まで阿呆鳥だと指差されろと？　そんな屈くつ辱じよくなど生しよう涯がい断る」

「誰かこの人の口にガムテープを張っ……、痛、痛たた」

　やだこの人、私虐ぎやく待たいに命かけてますか。

「何度躾しつけても理解せぬ。どれだけ阿呆鳥なのか」

　だめだ、ほんとにこの人、誰か成敗してくれないかな……。

「勝手に逃げるなと何度言えば。泣きたいなら泣かせてやるから、よそで泣くな」

「胡こ汀てい……？」

「捜した」

　捜した？　練武場で逃げてから、今までずっと？　愕がく然ぜんと見上げる。滑なめらかな肌はだが、月光を受けて淡あわく輝かがやいているように見えた。それは、汗あせばんでいたせいでもあった。

「あっ。ごめんなさい！」

「おまえを捜すのが趣しゆ味みになるのは、天に背そむきたくなるほど嫌だが」

　うわあ、謝ったことをすぐさま撤てつ回かいしたくなりました。

　胡汀は少し顔をしかめるようにして微笑ほほえんだ。暴言とは裏腹の、安あん堵どが隠かくれた表情だ。

　私はふと思った。この人の眼差しだけが、遠とお凪なぎさんの持つ不思議な力に勝つかもしれない。

「知夏？」

　めちゃくちゃ凝ぎよう視ししまくっていた自分に気がつき、私は慌あわてて横を向いた。

「知夏」

　確かめるように呼ばれた。もう一回胡汀の顔を見たかったけれど、私は意地になり、足元を見続けた。

「なくすな」

「……はい？」

　ふいに指先で顎あごの下を撫なでられ、つい視線を上げてしまう。

「首輪のかわりだから」

　ちょっと意地悪そうな顔を見せて、私につけてくれた片方だけの耳飾りを、つん、とつつく。

　それだけでは物足りないのか、額も三回、指で弾はじかれた。まだなにか足りないのか、髪の先も何度か引っ張られた。

　無意識に反はん抗こう的な顔をしてしまったんだろう、胡汀がさらに意地悪な笑えみを見せる。

「阿呆鳥め。もう羽を休めよ」

　従えば、胡汀はすぐに去ってしまうだろう。離はなれる時間を少しでも先送りするため、私は首を横に振ふって抵てい抗こうした。山ほどのバイオレンスな言葉を浴びてもいい、声を聞いていたい。そのあいだ、怖いことを忘れられる。笑顔を作っていられる。

　そう願っていたのに、部屋の入り口のほうで、物音が聞こえた。誰だれか、来た？

　胡汀は苦く笑しようし、衣ころもを摑んで放さない私の額を撫でた。大きな手が、衣を引っ張る私の指をぎこちなく外す。

「緋宮。起きておられるか？」

　外されてしまった自分の手を未練がましく見ていると、扉から朝火さんの声が聞こえた。私と椰や真まちゃんが発見し、明らかとなった隠れ神しん殿でんを調査し終えて、こっちに来たんだろう。

　胡こ汀ていが私の背を押した。そして身軽な動作で欄らん干かんに足を掛け、飛び降りる。

　行っちゃった。私も運動神経よくして、今度胡汀の部屋に侵しん入にゆうしよう。

　誓ちかいながら室内に戻もどり、戸を引く。疲つかれを感じさせない温和な顔の朝火さんが戸の前にいた。

「寝ねておられたか？」

「いえ……、それで、その」

「緋宮が見つけたあの神殿は封ふう鎖さしました。ほかに、なにか変わったことは、本当になかったのですね？」

　私は目を泳がせながらも、うなずいた。大おお犬いぬさんたちに攫さらわれた女性を捜そう索さくしてもらいたいのに、言えずにいる。それをお願いすれば、滸こ楽らくさんたちのことまでばらさなきゃいけない。

　勝手に暴走する私の心が、なんでなのか、「遠とお凪なぎさんを裏切るな」って頭痛がするくらいに訴うつたえてくる。ほんと、私の心、どうなっているの。

「緋宮、あまり、無理はなさらずに」

　なにか隠している、っていうの、きっとバレているんだろうなあ。

「あの……」

　私は自分の足あし下もとを見つめた。言葉が出ない。朝火さんを見ると、江え房ふささんの最さい期ごがどうしたって明めい瞭りように蘇よみがえり、泣きわめきそうになる。

「緋宮？」

　この人は、私が指名した緋ひ剣けんじゃないか！　恐おそれてどうするんだ、私がしっかりと『緋宮』らしく強くなれば、朝火さんもあんな惨むごい真似は、しないんだから！

「江房さんは、あれから、その、ご遺体のほう」

　朝火さんは、予想外の質問をされた、という淡い驚きよう嘆たんを見せた。まさか私から江房さんの話をふってくるとは思わなかったらしい。

「明日、不ふ穏おん処どころに投げますよ」

「えっ。不穏処？」

　なに、その物ぶつ騒そうな響ひびきの場所。投げるって、どういうこと。

「清き女め神がみが知らずともよい場所だ。さあ、もう休んで」

「──し、知ります！　明日、私も、その不穏処、行きます！」

「行かぬほうがよいと思いますが。また、泣かれるのでは？　だが、弱よわ腰ごしになられるよりはましか。では明日、迎むかえにきますゆえ」

　朝火さんは、優美な礼を見せ、去っていった。







　四章







　眠ねむりを誘さそう、あたたかな晴天の午後。

　昏こん睡すい状態の白雨さんたちを守護する祈き禱とう部屋の前に、見張りの碁ご子こちゃんを数羽わこっそり置いたあと、私は外出の準備をした。椰や真まちゃんはそばにいない。昨夜から、なんとなーく近くにいるんじゃないかなあという感じはするものの、姿を現さない。

「緋ひ宮みや、儀ぎの日までは外出されぬほうが」

　出で掛かける前に、佐基さんが私をとめにきた。

「ん……、なにかしないと、落ち着かないんです」

「おやめください、今はわずかな災わざわいが命取りとなります」

「ありがとう、佐基さん。でもやっぱり自分で動かないと、誰も本心からは認めてくれない気がする」

「……神巫かんなぎたちとの和解を考えてはくださらないか」

「儀式が終わったら、必ず皆みなさんとお話したいと思ってます」

　もどかしそうな顔をする佐基さんに、空元気とばれないよう、凜り々りしく笑いかける。

「神巫たちとの談義を望まれるのでしたら、まずは帰き鼓こ廷ていの慣習を学ばれてはどうですか。神巫や剣けん士したちを従える際、きっとお役に立つのでは」

　佐基さん、私をなんとかして屋や敷しきにとどめ置こうとしているんだ。

　確かに帰鼓廷ルールを勉強することは大事だ。だけれどもその前に、やらなきゃいけないことがたくさんある。

「じゃあ、戻ってきてから勉強しますね」

「……そうですか」

　佐基さんは愁うれいに沈しずんだ顔をして、視線を弱々しく落とした。

「同行させてくださいますか」

「佐基さんがすごく忙いそがしいこと、知ってます。あの、大だい丈じよう夫ぶです、今日は朝火さんと約束してるので危険、ありません」

　一人じゃないので無む謀ぼうなことはしない、という意味だったのに、なぜか佐基さんはもっと愁しゆう然ぜんとしてしまう。

　私はもう一度、帰って来たら勉強に励はげむ、と約束して屋敷を出た。

「緋宮」

　柑かん梨り殿でんの柵さく門を出てすぐに、柿かき色いろのシックな長衣をまとった朝火さんが待っていた。

　そばには、二種の獣けものの図が屋根に描えがかれた小こ振ぶりの輿が用意されている。

　わずかに透すけ感のある薄うす桃もも色いろの仕切り布が、屋根の縁ふちに取り付けられていた。

　朝火さんは私の前に立つと、紳しん士し然とした優ゆう雅がな微笑ほほえみを見せ、わざわざ一度、片かた膝ひざを地面について礼の形を取った。もの言いたげな私の視線を、まったく意に介かいさずだ。

「御お手てを引いて差し上げようか」

　私はぼそぼそと、大丈夫です、と断った。決して私を小こ馬ば鹿かにしているわけじゃなく、機械的でも、嫌いや々いやという雰ふん囲い気きでもない。極きわめて丁てい重ちようだし、微笑みも秀しゆう麗れいだ。

　なのに親切を、素す直なおに受け止められない。

「本当に不穏処へ行かれると？　あそこは罪人の墓地なのですよ」

「……はい、案内してくれますか」

　断ったはずなのにいつのまにか手を取られ、仕切り布で覆おおわれた輿のなかへと押しやられる。続いて入ってきた朝火さんに、私は微び妙みような気持ちになりながらぽそりとたずねた。

　朝火さんと接するとき、自分がすごく緊きん張ちようするのがわかる。一番優やさしそうな風ふう貌ぼうなのに、一番印象を裏切る人でもある。

　朝火さんは仕切りから手を振って馭ぎよ者しやに合図を出すと、私に微笑を向けた。背の後ろに置かれた朝火さんの剣けんを、私が強く意識していることに気づいた表情だった。

　輿が動き出す。かなり揺ゆれるかと覚かく悟ごしていたのに、拍ひよう子し抜ぬけした。板いた敷じきがしっかりしているせいなのかもしれない。

「蒸む槻きは、火か葬そうをしないんですよね？」

　悪びれるふうもなく堂々とした態度で私を見つめている朝火さんに、思い切って声をかけた。

「いいえ、下民は基本、火葬ですよ」

　これだ。こういうことを平然と言っちゃうところが、朝火さんだ。

　自分が支配者階級にあり、他者に対してその線引きをすることにまったく頓とん着ちやくしていない。なにをはばかることなく偏へん見けんを口にする。位の高さを誇ほこっているんじゃなく、当たり前の常識、って感覚だ。

「神かむ人びとや神巫、貴人はよほどの理由がない限り、火葬はしない。業ごうに焼かれるは、卑いやしき魂たましい。我らが焼かれることはありませんよ。剣士の多くも、高位の者で占しめられています」

　頷うなずけない！　冷や汗あせ、浮うかんできた。

　かといって不穏処までの時間を、沈ちん黙もくのなかで過ごす勇気もない。

　朝火さんは、私が次になにを話すのかと徹てつ底てい的に観察している。面おも白しろそうにだ。

「でも、江え房ふささんの身体からだ、その」

「不穏処に投げますよ。火葬や土ど葬そうは蘇りや転生の余地がある。今回の科に関しては、恩おん赦しやを認めません。ゆえに、死鳥に食わせるのです」

　息が苦しくなってくる。仲間であったはずの相手に、このけんもほろろな態度。

「し、死体を、食べさせ……」

「そうです。そのさまをご覧になりたいとは、酔すい狂きようなお方だ。いや、剛ごう胆たんというべきかな」

　そんなこと、微み塵じんも思ってないくせに！

「きちんと、その、弔とむらってあげることは」

「できますよ」

　ぽんっと肯こう定ていされたので、逆にびっくりした。いいの？

「俺が冠かん位いを剝はく奪だつされればすむことだ」

「どういうことですか、剝奪って」

「おわかりでないのか。緋宮を狙ねらった痴しれ者を、護剣士の権限において俺が処断した。だが、主あるじたる緋宮が大々的に江え房ふさを手厚く葬ほうむるというのなら、俺の処断が誤りであったと皆へ知らしめることになる」

「そんなつもりじゃ」

「どういうおつもりであろうとも、皆にとっては緋宮の言動こそが名分です」

「だけどっ、江房さんは帰き鼓こ廷ていの人たちを裏切ったわけじゃなくて、むしろ国のために、私を」

「緋宮」

　表情は穏おだやかなのに、胸を刺さす声こわ音ねだった。

「おわかりでないようだ。緋宮を狙う、そのこと自体が、もっとも不ふ名めい誉よな反逆罪。あなたは緋宮という位を、軽視されている。神巫かんなぎどもの非協力的な態度が災いとなって、重くとらえることができていないのだろう。不明な部分も多いために、その価値もわからない。身分のあり方すらただの差別と受け止めて、ろくに知ろうともしない」

　言い当てられて、私は口を閉とざした。

「帰鼓廷だけでどれほどの者が暮らしているか、ご存知か」

　私はうなずいた。この帰鼓廷だけで、千以上の人が住んでいる。

「帰鼓廷のおよそ二百人近くが、神巫職についています」

「ええと、大おお雑ざつ把ぱに区分すると神かみ女め、神巫、祇ぎ官かん、祇官長と位が決まっているんでしたっけ」

　たどたどしい私の返答に、朝火さんは苦く笑しようした。ざっくりとわけすぎたようだ。

「帰鼓廷は紀き府ふとも呼ばれます」

「祭さい祀しを行う機関ですよね」

　二つの呼び方があるけれど、微妙に含ふくまれる意味に違ちがいがあるらしい。紀府という呼称は機関名オンリー。一方、帰鼓廷という呼称は機関名であるほかに、土地自体も示す。

　どれもこれもに名めい称しようがめちゃくちゃ多くて、ああもう、ややこしい。

「剣士の人数は把は握あくしましたか」

「確か、三百人ほど……」

「緋ひ剣けん三方が欠け、空座のままだが、『比ひ鼓こ』は我らの数にそろえて、五部に分かれる。ああ、比鼓とは、剣けん覡げきとも呼ばれる我ら剣士たちの集まりのことですよ。俺の剣部は、月の花とされるツツギに架か々が裏りがたとえ、『月げつ潭たん符ふ』と称しようされる。佐基は、神木に絡からむ蔦つた花ばなキキリに倣ならい、『神かみ霧ぎりノの符ふ』。我らは剣けん花か、緋ひ宮みやの愛めでる枯かれぬ花です。各符は、およそ六十の剣士を抱かかえる。おわかりか、緋宮は、武と呪しゆに秀ひいでた三百の剣士の命を握にぎっている。緋宮以外の何者も摘つめぬ花たちだ。たとえ帝みかどであろうとも。いや、緋宮が命じれば、我らは帝の命さえ討うち取りにいくだろう」

　朝火さんが淡たん々たんと説明し、透とう明めいな目で私を見み据すえる。三百という剣士の数が多いのか少ないのか、判断できなかった。他国と戦争することはないみたいだから、十分な数なのかな。

「やはり、どうも正しく理解されてはいないようだ。剣士の多くは貴人。彼らが緋宮の僕しもべであるのなら、一族の者たちもまた、倣う。そして一族でも、私兵を抱えているのですよ。ならば、いったいどれほどの者たちがあなたに命をかけると思う？」

　私兵？　帰き鼓こ廷ていの剣けん士したちだけじゃなくて、その一族が抱える私兵も緋宮が動かせる？

　さすがに、ことの重大さが身にしみた。いち要人の護衛隊なんかじゃない、すでに確固とした軍隊じゃないか。

　緋宮とは確かに、国のトップである帝さんと並ぶ勢力なんだ。政まつりごとに携たずさわれないというのは、緋宮の役目や性質の問題以上に、権力拡大を警けい戒かいした貴人たち側の牽けん制せいの意味があるんだろう。

　任期中に帝さんと婚こん姻いん関係を結ぶことが禁じられる理由も、これが原因なんじゃないか。なるのなら任期後、帰鼓廷のすべてを捨て去ったあとだ。

「我らの誓ちかいは深く、狭せまい。剣士もまた神巫かんなぎの素質を持つ者が大半であり、神しん威いを肌はだで、食い入るように感じてしまう。だからこそ皆みな、異質なまれびと女め神がみたるあなたが受け入れがたい」

「朝火さん」

「なんでしょう」

「それで、朝火さんも、私を嫌きらっているんですね」

　朝火さんは、凍こごえるほどの侮ぶ蔑べつを一いつ瞬しゆんで穏やかな表情の下に隠かくし、首を振ふった。

「緋剣が『緋宮』を嫌うはずがない。我らほど『緋宮』を慕したう者はいない」

　緋宮、という言い方が気になった。

「俺ほど『緋宮』を慕う者はいない」

　朝火さんはその瞬間だけ、噓うそでも冗じよう談だんでもなく、ほとばしるほどの強い執しゆう着ちやくと熱情を目に宿し、私を見つめた。

「だ、だから！　緋宮らしくない私が、許せないんじゃないかって！」

　朝火さんは冷然と笑い、私のほうに身を寄せた。

「わたし？　わたし、とは？」

　言葉を失くす私の頰ほおを両手で包み、そのまま離はなすことなく身体の形を描えがくように、首、肩かたへとさがる。

　その両手がひるみもなく胸へ、腹部へ、腰こしへと移っても、逃にげ出すことができなかった。

「朝火さ……っ」

「いつまでも愚おろかでいるな、女」

「な、なに……！」

「俺の『緋宮』がただ泣きわめくだけの無能など、許せるか。次はあの遊女どもを殺すぞ」

　一瞬の、白昼夢のようだった。朝火さんは手の動きに合わせて上体を伏ふせ、硬こう直ちよくしている私の太もも……内側に近い部分に、衣い装しようの上から口付けた。

　それから、膝ひざに頭を載のせ、だらりと力なく下がっている私の指を握る。

「私、などいない。おわかりか、『緋宮』？」

　見上げる眼まな差ざしに浮かぶ、冷たい情熱。

　緋宮。朝火さんの言いたいことを、理解した。

　朝火さんは明言した通り、心から緋宮を慕っているんだ。器うつわにではなく、緋宮、という神の冠かんむりを。

「どうして、どうして……」

「どうしてとは？　緋宮を慕って、なにが悪いと？　胡こ汀ていも同じでは？」

　なんで同じなの。違う、違うもの。胡汀は。内心で強く否定し、ふと不安が芽生えた。

　刑けい場じようで私が緋宮とわかったとき、胡汀はどうしてあんなに驚きよう愕がくしたんだろう？　ほかの人たち以上に、衝しよう撃げきを受けた顔をした。なんで？

「俺と同じく、身内がけだものの犠ぎ牲せいになったのだと聞いた。彼の母は人柱に、俺の母はけだものに攫さらわれた。けだものどもを討つ聖なる女神を敬愛するのは当然のこと。とくに胡汀は古代の力が強い。九く支し様が目をひかれたのだからよほどのものだ。異界より降りたあなたを助けたと聞いたが、まさか緋宮とは思わずとも、その強きよう烈れつな神じん力りよくは感じ取っていただろう。日に日に輝かがやく神かみ懸がかりの御み霊たま。なんと美しいのか。俺が彼でもあなたを大事に、お守りしただろう」

　知らないうちに涙なみだが流れたとき、朝火さんが微笑ほほえんだ。

「まさか、今のあなたが緋宮の身分なく、一人の女として、ただ愛されるとでも？」
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　不ふ穏おん処どころは、暗かった。

　日差しはちゃんと届いているのに、信じられないこの薄うす暗ぐらさ。いや、目の錯さつ覚かくだ。本当は日の光が満ちている。なのに、暗いとしか表現できない。

　帰き鼓こ廷ていの、狗いぬ魏ぎと呼ばれる方位──西北部──に設けられた泥どろの溝みぞ。近くまで寄ることは許されず、囲いの外から見るしかない。

　尾おを食はむ蛇へびの形を模して掘ほられた溝に、江え房ふささんの遺体は捨てられていた。だけど、見分けがつかない。溝の上に薄うすい霧が漂ただよっていて、はっきりと見えなかったせいだ。

　なにかの呪じゆ術じゆつが働いているのかもしれない。血や泥の臭においも、一いつ切さいしない。

　囲いの反対側に、剣士たちの姿が見えた。私のほうには気づいていないようで、ひたすら溝を見つめている。泣いているんだとわかった。

　私は腰が抜ぬけてしまった。彼らの様子を目にし、改めて江え房ふささんの死に衝撃を覚える。私は長いあいだ、ひたすら放心して、溝に次々と舞まい降りる死鳥を見つめた。

　死鳥は、極ごく彩さい色しきのとても奇き麗れいな鳥だった。その美しさが、このけぶる景色のなかで一番残ざん酷こくだった。

「満足しましたか。さあ、もう戻りましょう」

　朝火さんが偽りの憐れみと気遣いを乗せた眼差しを向け、私を立ち上がらせた。帰りの輿のなか、私は一言も朝火さんと言葉をかわさなかった。




　それから時間は経過して──人も草木も眠ねむりにつく静かな夜のこと。

「椰や真まちゃん」

　天てん井じようの梁はりに隠れていた椰真ちゃんを呼び、ひとつ、お願いをした。

　私を抱えてこっそりと、月だけが浮うかぶ黒い世界を飛ひ翔しようしてもらう。

　墨すみを塗ぬりたくったような、夜より暗い不穏処を、私は再び訪おとずれた。

「知夏、柵さくを越こえてはならぬ。死の神の不興を招く」

「でも、遺品、ほしくて。ご家族に渡わたしてあげたい」

「おまえが柵を越えると、術を解いてしまうやも。たまった澱おりが、荒あらぶるモノに化けるかもしれぬ」

「……ごめんなさい、って言うしか、できないんだね」

「知夏」

「ほんとになにもできないんだ、私」

　日中と同じ場所で、へたりこむ。そのとき、地面の一部がぽこぽこっと泡あわ立だち、碁ご子こちゃんが登場した。「知夏、落ち込むな！　なんとかしてやるから」という感じで、ぞろぞろと溝に降りていく。しばらくすると、泥まみれの碁子ちゃんが戻もどってきた。先頭の碁子ちゃんの嘴くちばしに、ミサンガみたいな腕うで輪わが挟はさまっていた。江房さんが身につけていたものなんだろう。

　私はくしゃりと顔を歪ゆがめた。こんなに小さな碁子ちゃんだって役に立つのに、私ったら。

「知夏？」

　私は両りよう腕うでで頭を抱えるようにし、身を縮めた。子どもみたいな嗚お咽えつが漏もれて、なんだかもう、自分の全部が嫌になる。

「椰真ちゃん、辛つらいよ、すごく苦しいよ、どうしよう、だって知らなかった、こんなにきついなんて、考えていたのと違ちがう、もう嫌、やだやだやだ!!」

　全部投げ捨てて、知らないふりしたい。なんで私だけが辛い思いをしなきゃならないの。身勝手なのは、私じゃなくて皆のほうだ。私のお願いなんて、誰だれも聞いてくれないのに！

「知夏！」

　この不穏処と同じくらい濁にごった心に、しゃらっと涼すずしい音が落ちる。片方だけの耳みみ飾かざりが揺ゆれる音。私にぎゅっと抱だきついた白雨さんのぬくもりや、伊織さんの声。

　逃げ帰ったりなんかしない──帰りたくない！

「きっと大人になるから、間ま違ちがえないように、なんでもできるように、少しずつでもきっと頑がん張ばっていくから！」

　ごめんなさい。
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　いよいよ土老人を呼び出すという儀ぎ式しきの日。

　まぶしいほどに晴れ渡った昼の刻。最初の儀式を再現したような光景に、私はひっそりと胸をおさえた。

　神巫かんなぎ、剣士の誰一人、儀を執とり行う場所に姿を見せない。

「どうなさる、おやめになるか？」

　試ためす響ひびきのある朝火さんの問いかけに、私は首を振ふった。

「いいえ、このまま進めます」

　私は深呼吸をしたあと、気の遠くなりそうな数の杯さかずきをずらりと並べた『赤土の間』を眺ながめた。杯の数は九百九十九。国の柱神でもあり、地神でもある土老人を召しよう喚かんし、神の井い戸どで汲くんだ聖水を捧ささげればいいらしい。

　場所は帰き鼓こ廷てい内、南東区画。各方位に鳥居的な青い門を置いた屋外儀式場で、執り行う。柵の代わりに文字を刻んだ石柱がぎっしりと並んでいる。何平米あるんだろう。三百？　四百平米以上かも。

　土老人は地底の道を歩み、その鳥居をくぐって現れる。四よ隅すみには悪あつ鬼きの侵しん入にゆうを阻はばむための、屠ほふり神かみの像が置かれていた。厳かで、ちょっと悪あく魔まめいた六尾びの神様像だ。

　儀式に参加してくれるのは、前回同様、朝火さんと佐基さんだけ。あと、椰真ちゃん。

　胡こ汀ていが来ないというのは予想外だったけれど、嫌いやがらせでそうするはずがない。なにか事情があるんだろう。

「ですが、お一人で水を汲むことになります」

　佐基さんは整然と並んでいる杯を見つめ、私以上に傷ついているような顔をした。

　儀式での緋ひ剣けんの役割は水以外の供そなえ物──隼はや鉄てつ、花の枝、三種の玉、そして新たな歴の神花となる黒い種を次々と祭さい壇だんに並べていくことだ。同時に、かたしろの役割をも果たす。主あるじたる緋ひ宮みやの神しん威いを映す鏡としてのだ。杯に水を満たすごとに、乾かん木ぼくを打ち鳴らさなきゃいけないため、水みず汲くみができない。

　本来なら剣けん士したちが杯に水を注ぎ、最後の一いつ杯ぱいだけを私が担になえばいいらしい。

「緋ひ宮みや、お一人では無理です」

「ううん、やります」

「どうか！　今からでも遅おそくはありません。神巫かんなぎたちに助力を願うべき」

　佐基さんは乾かん木ぼくを強く握にぎりしめた。乾木というのは神木で作られた拍ひよう子し木ぎ的な神具のことで、水の入った杯が増えていくと、次し第だいに音も高くなるんだって。その音が、神様を呼ぶ合図。道に迷わないよう、音で誘ゆう導どうするらしい。

「大だい丈じよう夫ぶ。これは、一人でやらないと」

　私は凜り々りしく微笑んだ。心の様って、顔に表れるものだという。だから、目一杯、偉えらぶる。

「水を全部満たしたあと、種を土老人さんにお渡しすればいいんですよね。受け取ってもらえたら、土老人さんが種を全国各地の祠ほこらにお届けして、そして要所に神花が咲さく。えーと、この神花は、天てん祖そ陽女ひめ神がみの加護が失われる火か々かの月、楽らく奪ばい月つきに、悪鬼やけだものさんたちの侵入を阻む守護の花でもある、と」

　椰や真まちゃんが「よく覚えていた、偉いぞ知夏」と我が子を手放しで讃たたえるように、忙せわしなく羽を動かした。照れる、椰真ちゃん。

　よし、始めよう。

「まっ、まかせてください！　白雨さんたち復活目指して、脅おどしてでも地神様にお気に召めしていただきます。もしも、こんな緋宮ダメって思われても、負けないんですから。解毒剤ざい、手に入れてみせます！」

　私は笑いながら、力強く宣言した。震ふるえる拳こぶしは背中に隠かくし、弱い心にも鍵かぎをかける。

「うん、すっごく大事な儀式です。絶対にやりとげます」

「──はい。ですが」

　憂うれいの陰いん影えいを顔に落とす佐基さんに、私は少し本音をこぼした。

「ここの皆みなさんに、私のことを認めてもらえなくて当然なんです」

「緋宮、そんなことは」

「認めてもらうには、それだけのことをまずしないといけないですよね。だから、儀式を一人でやろうって思ったんです。もしかしたら少しは私のこと、なかなかデキル緋宮だなって剣士たちに認めていただけるかもと、そんなふうに考えましてですね……」

　語ご尾びがちょっと弱々しくなってしまったが、毎日不満をこぼして無む為いに泣いているの、嫌だ。

　まずは私が強くなり、胸を張れるだけのことをして、皆に認められないと。

　気合いを固める私を見て、佐基さんは諦あきらめと寂さびしさが渾こん然ぜんとなった表情で肩かたを落とし、唇くちびるを嚙かみ締しめた。やっぱり危なっかしく思われているのかなあ。

「……どうか、罪に問うてください」

「え？」

「緋剣でありながら、おのれが率いる剣士たちさえ満足に説得できませんでした。護女の剣けんたる資格はない。どうか処断を」

　佐基さんは苦く悩のうに彩いろどられた発言をすると、その場に片かた膝ひざをついた。私は誠心誠意、「佐基さんのせいじゃない」と主張し、手を引いて佐基さんを立ち上がらせた。

　佐基さんは気が晴れないのか、憂ゆう鬱うつそうに私を見る。

「緋宮。時間が惜おしい。儀は、日にち没ぼつまでにすまさねば。お一人でやり遂とげるというのなら急いだほうがいい」

　朝火さんが、苛いら立だちを隠した微び笑しようで私を促うながした。

　儀式始めの挨あい拶さつなどはしないみたい。いや、そんなはずないか。

　本当は祇ぎ官かんが祝詞のりとなりなんなりをあげて進行させるはずなんだろうけれども、不在だから省略で……べつにっ、落ち込んだりなんか、しないんですから！

　私はわたわたと周囲を見回し、神の井戸と呼ばれるシロモノに近づいた。

　今日もまた、盛り過ぎっていうほどに豪ごう華かな衣い装しようで、すごく動きにくい。葉は冠かんに玉、首にも耳にもふんだんに装そう飾しよく品をぶら下げている。袖そでに、そえ帯、裳もも長過ぎ。ふんづけそう。

　目当ての井戸は、儀式の場の真ん中にある。朝火さんたちが、井戸のサイドに設置された祭壇の座に膝ひざをつく。準備が整ったのを確かく認にんしたのち、私は作業を開始した。

　多少歪いびつな井い桁げたのすぐ横に一メートル幅はば程度の木製羽根車がついていて、その取っ手を回すと、つるべが持ち上がるようになっている。

　作業自体はとてもシンプルなのに、いざやってみるとこれがかなりの重労働だった。

「取っ手、重い！」

　なんだこれ、体重乗せて力ちから一いつ杯ぱい押さないと動かない。

「本来は剣士がこなす作業ですから」

　乾かん木ぼくを持って台座に膝をついた佐基さんが、懸け念ねんたっぷりの顔でそう言った。

　こんなに重いのに、つるべでくめる水は二杯はい分だけ。

　本当はもっと水を汲んでいるんだけれども、半分を戻もどさなきゃいけない決まりだ。反かえり水みずといって、冥めい土どの泉を枯こ渇かつさせないためらしい。

　ってことは、およそ五百回もつるべを上げ下げしないとならないのか。

　……明日、間違いなく筋肉痛でのたうち回ると思う。

「いたっ」

　二十回めで、手の皮ひ膚ふがぶよぶよになった。

　熱を持ち、真っ赤になっている。痛、いたたた。胡こ汀ていにつつかれるより痛い。

　椰や真まちゃんが困った様子で、井戸の周りをぐるぐる飛んでいる。椰真ちゃん椰真ちゃん、心配してくれるのは嬉うれしいんですが、それ私、見てると目が回りそう。

「旅の恥はじはかきすて……」

　上品にかまえている場合じゃない。私は勇ましく帯を解いて、長い衣ころもを数枚、脱ぬぎ捨てた。歩きにくい浅あさ沓ぐつもぽいっと捨てる。ええい、アクセサリーも全部邪じや魔まだ。

　突とつ如じよストリップまがいのことをし始めた私に、佐基さんと朝火さんがぎょっとした。

「緋宮!?」

　いや、全ぜん裸らにはならないですよ。この長くて高級そうな衣装のおかげで、作業がはかどらないんですもん。どうせここには朝火さんと佐基さんしかいないし、いいや！

「緋宮、どうか！」

　視線のやり場に困る、ってな感じで佐基さんが顔を赤くし、言い募つのる。これでもまだ二枚の衣、まとってるんですよ、一枚は透すけているけど下衣は生き地じもしっかりしてます。

「佐基さん、これは作戦です」

「なにをおっしゃって！」

「私の色気で神様をイチコロにするため脱ぎました」

　とりあえず真顔で言ってみた。もしもし椰や真まちゃん、無念そうに、ぱさり……と羽を閉じ、井い戸どの裏で膝を抱かかえるのはやめてくれませんか、本気で傷つくんですけれど。

「ああ、確か、雲くも隠がくれした天神を引きずり出すため神かみ乙女おとめが衣を脱ぎ捨てて、昼夜に亘わたり舞まいを見せたという神語りがあるから」

　とってつけたような饒じよう舌ぜつなフォロー、ほんといらないです朝火さん。「コレが脱いでもなー…、興味ないしぃー」という大変無礼な微笑ほほえみも浮うかべないでください。

　殺さつ伐ばつとした空気のなか、作業を再開する。

　五十回目で腕うでが上がらなくなり、つるべを持つ手が滑すべって、その場に尻しり餅もちをついてしまう。

「知夏」

　いたっ、つるべ、肩にぶつかった。よくよく私ってば水まみれになるな。

　手のひらを見ると、皮がべろべろにむけていた。水と混じり合って、手首に赤い色がしたたった。脱いだ衣の細帯を手に巻き付け、再び水汲みをしたけれど、どうしよう。

　腕のだるさのせいで、手に力が入らない。

　井戸の水を汲くむ、ただそれだけの単純作業も満足にこなせないのか、私。

　どれだけ出で来き損そこないだっていうの。

「緋宮」

「大丈夫、できます」

　浮かんだ涙なみだを見せないよう私は慌あわてて取っ手にしがみつき、つるべを持ち上げる。痛い。手のひら、じりじりする。

　またこぼして、尻餅をついてしまう。見守っている朝火さんたちの気配が重くなった。そっちに視線を向けられず、意固地な気分で立ち上がる。

「──どけ、阿あ呆ほ鳥どり」

「あ」

　ふわりと肩に、脱ぎ捨てたはずの衣がかけられた。振ふり向けば──こっ、怖！　眉み間けんに作れるだけの縦たて皺じわを作った胡こ汀ていがそこにいた。

「おまえ、なんて姿だ。換かん羽うの季ではなかろうに。脱ぐな」

「胡汀！　うわあああんばかばか来るのが遅おそいです暴君め……って、換羽ってなんですか、こういうときに突つっ込みいれさせないでください、もうっ」

　じわあっと涙が浮かびそうになるのをどうにかこらえ、胡汀を睨にらむ。張りつめていたものが消えていくのがわかった。

「胡汀、遅い」

　朝火さんの笑え顔がおのお叱しかりに、胡汀は微苦笑した。

「だが間に合ったろう？」

「おまえは案外ふてぶてしいな。さあ、緋ひ剣けんはかたしろの役を担になう。こちらへ」

「なら、おまえたち──阿呆ど……緋ひ宮みやの代わりを」

　ふてぶてしい人代表の朝火さんの呼び声にうなずくと、胡汀は後方へ視線を流した。

　私は叫さけび声を上げそうになった。胡汀の視線の先に、揃そろいの衣装をまとった剣けん士したちがいた。

「ど、どうして……」

　暴君様め、私を無視して祭さい壇だんへ上がる。しかめ面つらの剣士たちが、私のほうへよって来て、無言で片膝をついた。

「かしこみ申し上げる、緋宮。かつての非礼をお許しくだされば、我ら雷かみなりと変じ、あめつちやまたに隈くまもなく、女め神がみの栄えい誉よを響ひびかせよう」

　藤ふじ色いろの外衣に紅くれないの花が散らされた、揃いの典てん衣いに身を包む剣士たち。心震ふるわすほどに、格好よかった。各符ごとにほんの少し外衣の色の濃こさが違ちがい、グラデーションになっている。

「どうして、皆みなさん、ここに」

「江え房ふさの屋や敷しきに、飾かざり輪のまかれた鉄花が届いたと。それを運んだのは、碁ご子こだという。信じがたいが、その様子を江房の妹が目にした。九く支し様にお尋たずねすれば、それは緋宮の恩おん赦しやであろうと。罪は消せぬが、江房の名を楽土におくってもよいとの宣下。一族の位も廃はいされることはない。我ら、女神の慈じ悲ひに報むくいねば」

　九支さんが、口くち添ぞえしてくれた？

「お泣かせしてすまなかった、賭と博ばく女王」

「あっ」

　小さくそう謝罪したのは、フワユル茶ちや髪ぱつの穂ほ野のさんだった。

「ばか、おまえ、緋宮に無礼だぞ」

「うるさい、まさかこの娘むすめがまこと緋宮だとは」

「普ふ通つう、俺らと賭博などせぬだろ、護女が」

「顔も隠かくさず、実に堂々と賭かけに興じていたが……」

「黙だまれって！」

　あのとき賭け事に参加した見覚えある剣士たちが、さっきまでの鋭えい利りな優ゆう雅がさを打ち崩くずして、がやがやと小声で罵ののしり合う。

　朝火さんが、和なごんだ空気を引き締しめるかのように、佐基さんから乾かん木ぼくを奪うばい取って音を鳴らした。剣士たちは再び優美と鋭するどさを身にまとい、片かた膝ひざを地面についた体勢のまま、一いつ斉せいに鞘さや入りの剣けん先さきを、とん！　と地に打ち付けた。

　端はしの剣士が立ち上がり、私の前で深く礼の形をとったあとに、井戸の水を汲む。

　剣士たちが、今度は二度、剣先を地に打ち付けた。汲んだ水を杯さかずきに注ぐとき、今度は佐基さんたちが、かん、と乾木を鳴らす。

　最初の剣士がもとの場所に戻ると、皆がまた、剣けんを一度、地に打ち付けた。

　直後、なにかの劇のように剣士たちが全員立ち上がり、ばねのように跳はね、身をよじって、数秒の鋭い演えん舞ぶを披ひ露ろうしたのち、ふわりと元通りに沈しずむ。

　次の剣士が水を汲む。

　とん、ととん、かん。

　剣士たちの動きに乱れはなかった。水を汲む剣士が入れ替かわるたびに披露される演舞は、ちょっとずつ型が違っていた。彼らが花にたとえられる理由、よくわかる。宙を舞まう衣の裾すそが鮮あざやかで、地に咲さき乱れる花びらそのものだ。開き、閉じ、また開く。

　力加減は変えていないようなのに、打ち鳴らされる乾木の音が、透き通るほどよく響き始めている。空気までが、研とぎ澄すまされていく。これを神気っていうんだろうか。厳おごそかで、清らかで、身が洗われるような。

　私は馬ば鹿かみたいに泣けてしまって、うろうろと視線を泳がせた。祭壇上の胡こ汀ていがこっちを見ていて、「こらっ阿呆鳥め、あんまり泣くと、あとで仕置きすんぞ」的な渋しぶいお叱り顔を作る。慌てて緋宮っぽく凜りんとした顔を作ろうとしたけれど、どうしても涙がとまらない。

　喜びなのか、不安なのかわからないこの気持ちをどうすればいいのか。

　やばい、思い切り叫びながらその辺を転げ回りたくなってきた。

　なんか、よかった。私、ここに来てよかった。この世界、今やっと心から好きだと思えた！

　指先で目をこすり、涙を払はらったときだ。

　乾木の音が突とつ然ぜん、がつっ、という鈍にぶくて重い音に変わった。

　剣士たちが顔を上げ、朝火さんのほうに視線を向ける。なに、今の音。

「杯の水が！」

　剣士の一人が、注ぎ終わっていた杯のひとつを手に取り、それをざばっと地面に流した。

　私は息をのんだ。水の色が赤っぽく濁にごっていたからだ。

　どうして？　井戸の水は濁ってなんかいないのに。

「地神が拒こばまれているのか？　こたびの儀ぎ式しきは、不義であると」

　剣士のなかから厳しい声が上がった。全員の耳に届き、場を緊きん張ちよう感かんで満たす。

　そんなはずは。だったらどうして私が緋宮だって目されたの。自分から望んだわけじゃないのに。なんで。

　不満と不平の底へ転げ落ちる心を摑つかみ上げるように、私は勢いよく立ち上がった。

「──暗がりには、戻もどらない」

「緋宮」

　祭壇から降りようとする佐基さんを制し、まだ水を注いでいない杯を手に取る。

　震えそうになる足に力を入れ、杯の内側を指先でぐりっと強くこすった。

　やっぱり！　指先が赤黒くなった。

「杯です。内側に、なにか塗ぬられています。これは神様の考えじゃない」

　汚れた手を剣士たちに見せるようにして広げ、迷いなく告げる。

「人じん為い的……誰だれかの悪意によるすべです」

　日本の女子高生だもん、まだまだ意識は向こう寄りで、論理を無視したフシギフカシギな説明は受け入れがたい。水に異常がないのなら、杯に細工がされているんじゃないか。

　そういうリアルな因果性を真っ先に考えてしまう。こっちの人たちみたいに、神意をまず疑ったりしない。

「杯は洗えばすむ。私は、引きません」

　誰がやったのかわからない。誰でも可能性がある。そう思いながら、ずきずきする心を無視して、言葉を振り絞しぼる。そのときだ。剣士の数人が突然立ち上がり、手にしていた剣を、並べた杯のほうへと力ちから一いつ杯ぱい投げた。がしゃんと派手な音を立てて杯が倒たおれ、水がこぼれる。

「なんの真似まねか！」

　朝火さんの叱しつ責せきに、剣を投げた数人が、強い目で私を睨んだ。

「異形の小こ娘むすめを緋宮になど！　我らをないがしろにするその娘は、遊女や無位の男を緋剣に望んだ！　遊女が我らの上に立つなど、あっていいのか！」

「許せぬのなら、おのれが緋剣の座を望めばいい。女神が譲ゆずり渡わたす聖鉄の毒に、犯おかされる覚かく悟ごがあるのなら」

「そんな娘の、色いろ巳みの相手になれと？」

　いろみって、なんだろう。ニュアンス的に、いやらしい感じがある。

「我らに対する侮ぶ辱じよくか？　僻ひがむばかりの者が国を穢けがす。まったく羨うらやましかろう、女神の目にとまり、求められること。人が人に与あたえる情ではない、輝かがやかしき天がもたらす寵ちよう。我らは人のままに、神の慈いつくしみを身に浴びる」

　朝火さんの淡たん々たんとした、だけども誇ほこりを秘ひめた声こわ音ねに、その人たちが顔色を変えた。

　リーダー格っぽい人が、自分の手のひらに嚙かみつき、えええ!!　皮ひ膚ふを食い破って血を流した。ぐっと拳を作って地面にしたたらせる。

「穢けがれ来よ、よろずの悪あつ鬼きよ地を満たせ！」

　血と、杯からこぼれた水を吸った地面が、突とつ如じよ鼓こ動どうを打つように揺ゆれた。

「架か々が裏り様の美しさに到とう底てい及およばぬ異形のまれびと女神など！　その娘こそが蒸む槻きを滅ほろぼし、穢す元げん凶きようだ。今退けねば、この先、どうなる！」

「おのれの姿を顧かえりみるがいい、いまだ架々裏に惑まどわされる愚おろかさを」

「緋ひ剣けんの方が女神を侮辱するのか！　よかろう、我が身をもって粛しゆく正せいを！」

　その人の叫びと同時に、地が裂さけた。

　這はい出てきたのは──あやかし絵巻そのままの、百ひやつ鬼き夜や行こう。一ツ目、三ツ目、けものおに。むしのかみ。絵の具をぶちまけたみたいな極ごく彩さい色しきが現れる。

　百鬼はさっきの剣士たちの舞まいを模も倣ほうするように沈み、飛び上がって、嬉き々きと互たがいの身をねじり合わせた。怪かい異いのものたちを召しよう喚かんした剣士が、べろりと自分の腕うでをつたう血を舐なめ、嘲ちよう笑しようを顔に咲かせる。

「食え、食い尽つくせ、女神を騙かたる女の肉を。鬼どもよ！」

　百鬼が歓かん喜きの咆ほう哮こうを響かせ、地を踏ふみならす。

　緋剣たちが祭さい壇だんからおりて、硬こう直ちよくしている私の前に立った。剣けん士したちも勇ましく衣ころもを払い、私と緋剣を囲むように円えん陣じんを組んだ。襲おそいくる百鬼を、剣士たちが切り捨てる。

　だけども続々と、吹ふき上がるようにして百鬼たちが地面から溢あふれ出た。虫の羽を持つ七ツ角の鬼は宙を跳ね。九ツ足を持つ蛙かえるの鬼は地を跳ねて。次し第だいに円陣が崩れ、乱戦の様相を見せる。

「椰や真ま、知夏を逃のがせ！」

　胡こ汀ていの声に、椰真ちゃんが首を振ふった。

「ならぬ、界を敷しかれている。壊こわせば邪じや鬼きが、外へと漏もれる」

「こ、胡汀、椰真ちゃ……」

　私は今にも気絶しそうな心境だった。だってこれ、驚きよう異いをこえて悪夢な光景、現実なのに現実感が全然ない。鬼とか、そんなの、架か空くうのイキモノのはずじゃないか。って、ぎゃああああ!!　二ツ顔の鬼飛んできた！

『おんなのちにく、ほしや』

　思わずうずくまった私を背に、胡汀が二ツ顔を叩たたき切った。今度は地面から黒くて長いモノが伸のびてきたんですけれど!!　犬顔のろくろ首とか、ないないない！

「知夏！」

　胡汀は担かつぐように私を抱だき上げると、不ふ揃ぞろいの牙きばをがちがち鳴らして突つっ込んできた犬鬼に剣けんを投げつけた。唾だ液えき溢あふれる犬鬼の口に、剣が深く突き刺ささる。断だん末まつ魔まも残せぬうちに犬鬼は体液をまき散らし、弾はじけ飛んだ。気持ち悪くて総毛立つけれど、倒せてよかった！

　ほっとしたのもつかの間、背後から飛んできた小鬼が、胡汀の肩かたに嚙みついた。

「胡汀っ」

　一番近くにいた朝火さんがすぐに気づき、その小鬼を切り捨てた。

「血、血が！」

「見るな。騒さわがずとも、守るものは守る」

「そうじゃなくて、血！」

「うるさい。いいから、守らせろ」

　胡こ汀ていは以前、牢ろう獄ごくで聞いたような呪じゆ文もんを唱えた。もしかして、この鬼たちを溶とかすつもり！

「──まさか。術がかからぬ。うらみの術に取り込まれるとは」

　胡汀の呟つぶやき通り、逆に鬼は活発化しているように見えた。

「地に不ふ浄じようの血が広がりすぎたな。儀ぎで高めた神気が災わざわいし、根の国のまがつ鬼を呼び集めている。きりがない！」

　朝火さんは足あし下もとに忍しのび寄った小鬼を容よう赦しやなく串くし刺ざしにすると、腹立たしげに告げた。

「我ら、指名を受けても、緋剣の力はいまだ得ていない。これでは競せり負ける」

　ちらりと私を見やる目には、苛いら立だちがある。

「飛べぬか、知夏」

　胡汀が私を抱き上げ直し、苦く笑う。本物の鳥じゃないから、飛んでは逃にげられない。

「おろして、胡汀！」

「ならぬ」

　胡汀が首を振る。あたりは、剣士たちが切り捨てた鬼の血でどろどろ、その血がさらなる穢れを招き、まがつ鬼を呼ぶ。まさに地じ獄ごく絵え図ずだった。

「穢え土どに立つな」

「胡汀！」

「ご無事ですか、緋ひ宮みや。猶ゆう予よはない、界を破りましょう。──皆みな、来い！　緋宮をお守りせねば！」

　佐基さんの命令を聞いて、散り散りになりかけていた剣士たちがこっちに集まってきた。どの剣士たちも、見てわかるほど、疲ひ労ろうが全身を包んでいた。

「お逃げください、我らが界の穴を塞ふさぐ盾たてとなります」

　佐基さんの言葉に、私は無意識に首を振った。

　そんなのだめだ！　気づけば、皆が私を中心にして身構えている。全員が、私の盾に。

『舐め尽くそう、その臓ぞう腑ふ。目玉をしゃぶり、血を肴さかなに、まろきにくをかんでやろう』

　百鬼を従えてこっちに両刀を向けるのは、敵となった剣士たちだ。さあっと血の気が引いていく。なっなんであなたたちまで私を食べようと目もく論ろんでいるの！

『こいしき女め神がみ、ぜぇんぶ、くうてやる』

「醜しゆう悪あくなことだ。架々裏への敬けい慕ぼを狂くるわせたのか」

　朝火さんは首をつたう汗あせをぬぐい、嫌けん悪おの声で吐はき捨てた。敵剣士の姿まで、いまやおにがみのように変へん化げしつつある。巌いわおのように肩が盛り上がり、顔は般若はんにやの相へと近づく。

「まずいぞ」

　私の斜ななめ前にいた穂ほ野のさんが仲間の一人に囁ささやいた。

　地を染める黒い体液が、波打ったように見え、私は啞あ然ぜんとした。

『めがみのにおい』

「ええ!?」

　ばあっと地に広がる黒い体液に、鬼の顔が無数に浮うかぶ。人面瘡そうのようにだ。それらがぴたりと私に視線を定め、音を立てて一いつ斉せいに舌なめずりした。う、うわ、目が合ったー！

『おきよ、おにども』

　敵剣士の号令に、鬼の面たちがずるりと体液の海から起き上がった。

「──緋宮を外へ!!」

「界を割れ！」

　剣士たちが血相を変え、無数に出現した鬼を見つめながら口々に叫さけんだ。剣を落とさないよう、手に帯をぐるぐると巻き付ける剣士もいた。

「み、皆さん……！」

「緋宮、どうかご無事で」

　剣士たちが振り返りもせずに、次々と別れの言葉を口にした。誰だれも一いつ緒しよに逃げようとはしない。踏みとどまって、鬼と戦う意志を立ちのぼらせている。

「どうしてっ」

「我ら皆、女神の剣。女神のために散るこそ名めい誉よ」

　剣士の誰かが誇り高くそう言った。

　私を護まもるために、自分の命を捨てようとしているんだ！

　誰も犠ぎ牲せいになるなんて、だめ、そんなの嫌いやだ。私は一度「ごめんなさい」の意味をこめて胡こ汀ていの頭をぎゅうっと抱きかかえ、それから勢いよく飛び降りた。今度こそ、逃げない！

「知夏！」

「そこの剣士さん、ちょっと槍やり、貸して！」

　たまたま近くにいた剣士さんの槍を奪うばい、ぎょっとする彼らを押しのけて、一番前に出る。

　私は槍を、特大の鬼の影かげを背にはり付かせた敵の剣士に突きつけた。緋宮の力で変わる、隼はや鉄てつの槍。

「根の国に帰りなさい！　私の剣士たちを傷つけたら許さない！」

　濃のう厚こうな怒ど気きが敵剣士から伝わってきたけれど、ひるんでなんかいられない。

「何度儀ぎ式しきを邪じや魔まされても、あなたたちに屈くつすることはしません」

　緋宮、と呟く声が背後から聞こえた。私は声を張り上げた。

「鉄は私に従う。矢にも剣にも変わり、あなた方を討うつ。だから、諦あきらめなさい。誰一人、私の剣士たちは奪わせません。守ってみせる、だって私が緋宮なんだから──!!　…………ぅ重っ」

　挑いどむ勢いで鋭するどく告げた言葉。……の最後、妙みように間の抜ぬけたうめきに、息をとめるようにして私の言葉を聞いていた全員が「……エッ？」と激しく動どう揺ようする気配を漂ただよわせた。

「槍、重っ」

　噓うそだこれ。ほんとありえない！

　この肝かん心じんな場面で私ってば敵に突きつけていた槍の先を、かっつーん…、と地面に落としてしまうとは。

　背後の皆、そして敵剣士や鬼おにまでも一緒に、地面に落ちた槍の先を凝ぎよう視ししている感じが。

「今……、なにが起きた？」と現実を疑うような、別の意味で重苦しいこの沈ちん黙もく。

　もう一回、なんとか持ち上げてみたけれど、そういえば私、手のひらの皮がむけていて、そのせいで余計に力が入らないんだった。ちょっ、すんごい腕うでが震ふるえてる！

　椰や真まちゃん椰真ちゃん、私の持っている槍を悲ひ愴そう感かんたっぷりに後ろから、ソッ……と支えるとか、そんな親切いらないです。私マジ泣きしそうなくらい辛つらいんですけれど！

「……噓だろ…」

　誰かが、かすれた声で小さくうめいた。明らかにこの鬼き気き迫せまる光景に対しての嘆なげきじゃなく、「信じらんねえ、この重要な場面で外すとか、普ふ通つうありえねえよ」的な、絶望感溢あふれるうめきだった。私だって外したくて外したわけじゃないんですよ!?　手の皮がむけてなければこんなことには！

　焦あせりつつ振ふり向くと皆、今日の酒はとびきり苦にげぇ……という苦く悩のうにまみれた顔してるんですが。すみませんすみません、もう一回仕切り直しさせてください！

「知夏……いいから」

「や、やだ胡こ汀ていまで！　そんな今までで一番優やさしい声なんか、聞きたくない！」

　半泣き状態で答えると、横から手が伸のびてきて私を下がらせた。こ、怖こわっ、「アンタ……、本気で邪魔」と言いたげな朝火さんの優しい微び笑しようから目をそらせない！

「緋宮、我らが必ずお守り致いたしますから」

「おにがみになど、手出しさせません」

　剣けん士したちが拳こぶし握にぎる勢いで、次々と熱く誓ちかってくれたんですけれども。

　私の勇姿に感かん銘めいを受け、義ぎ俠きよう心しんを揺ゆさぶられたっていうよりも、「なあコレ、俺たちが頑がん張ばらねえと小物っぷりすごすぎてすぐに殺やられるわ。つうかコレを争いの火種にすんのは、俺たちの自尊心がマジ許さねえよ……」みたいな、間ま違ちがった使命感に思えるんですが。

「あ、あのう！　私、戦えますし、こう見えて碁ご子こちゃんとか召しよう喚かんできるし」

　異様に士気が上がった剣士たち、私のことを総無視し、あらためて敵と対たい峙じの構えを見せた。贅ぜい沢たくを言ってすみませんが、強く凜り々りしく美しい剣士たちからお姫ひめ様さま的に庇かばわれているはずなのに、嬉うれしさが微み塵じんも感じられない。

「さて、どのように切り抜けるかな」

　朝火さんがどこか緊きん張ちよう感かんを欠いた穏おだやかな声で言った。私のせいで緊張感を捨てたわけじゃないですよね、と怯おびえそうになったが、声こわ音ねとは裏腹に、敵に向けた眼まな差ざしは鋭い。

　状じよう況きようは変わっていない。気を取り直した敵剣士や悪あつ鬼きたちも、襲しゆう撃げきの機を小こ狡ずるくうかがっている。って、本当に守られる気でいてどうする、皆を守るのは私のほうだ。

　しばしきょろきょろし、足あし下もとに転がっていた乾かん木ぼくを発見する。

　息を整えたのち、私は拾った乾木を、かん！　と打ち鳴らした。

　自分のダメさを知っているから、いつだって胸には不安がある。また失敗したらどうしようって。だけど、それでも皆を守りたい。守れる力がほしい。

「蒸む槻きの護女たる緋宮が、かしこみ申し上げます。地の神様──どうか来られよ」

「緋宮!?　なにを……地神をお招きするおつもりか！」

「それは無理だ、杯さかずきに水はない、へたをすれば地神の怒いかりを買い、無事ではすまなくなる！」

　剣士たちが驚きよう愕がくを見せ、私をとめようとした。

　私は慎しん重ちようにもう一回、乾木を鳴らした。

「私を護女と認めてくださるなら、来てください。私の剣けんたちに救いを」

　ふっと空気が沈黙した。急に薄うす闇やみが下りたように、周囲の様子が変化する。

「なに……？」

　悪鬼たちが突とつ然ぜん、鴉からすのように嗄しわがれた鋭い鳴き声を上げ、のたうち回り始めた。地面の亀き裂れつのなかに、じゅるりと勢いよく吸い込まれていく。

『まさか!!』

　半分悪鬼と化していた敵剣士が悲鳴を迸ほとばしらせた。

　私たちはその様子を、呆あつ気けにとられながら眺ながめていた。悪鬼たちが次々と掃そう除じ機きで吸い込まれているみたいに消えていく。

　悲鳴を上げた敵剣士がこっちに向かって縋るように手を伸ばした。私は無意識に、彼のもとへ駆かけ寄ろうとした。でも、剣士たちが立ちふさがり、私の行動を阻そ止しする。見えない！

　彼の悲痛な叫びが長く残った。ようやく剣士さんたちがよけてくれ、状況を確かく認にんすることができる。

　目にした先には──、すでに悪鬼たちの姿はなかった。

「誰？」

　かわりに、三メートルくらいの背せ丈たけがありそうな、土の骸むくろが立っている。まるで枯かれ木のようだった。

「土老人！」

　私をのぞく全員が、その場に片かた膝ひざをつく。

　私は忙せわしなく瞬まばたいた。このでかい骸さんが、土老人……地の神様？

「……」

『……』

　見つめ合ってしまった。私からアクションを起こせってことかな。

　しばし考えたのち、急いで井い戸どへ近づき、つるべに水を汲くむ。

　しまった、杯がない。今の乱らん闘とうで、全部破は壊かいされてしまったんだ。

　困って、つるべから自分の手で直接水を汲む。あああっ、漏もれる。指の隙すき間まから漏れる。

　私はよたよたと土老人のほうへ近づいた。

「お水」

　そうっと差し出す。

「ごめんなさい、器うつわ、ないんです。これじゃ足りないと思いますけれど……少し待ってくださったら、新しい杯を持ってきます」

　土老人が、ことりとあどけなく二十五度に首を傾かしげた。その仕草、椰や真まちゃんの一族ですか。

　もういっそ、つるべごと差し出しちゃう？　などと企たくらんだとき、土老人が、土下座するかのように大きく上体を折り曲げた。

　私のほうに、骸の頭を差し出してる？　もしかして「水をかけろ」って言っているのかな。

　私は手に残っていた少しの水を、土老人の頭にかけてみた。

「わ」

　ほんの数すう滴てき程度しかかけることができなかったのに、ひからびた頭部に落ちた瞬しゆん間かん、蜘蛛くもの巣す状に水が広がっていった。土の身体からだが水を吸い込み、潤うるおって、変へん化げする。

　衣ころもをまとい、色しき彩さいをまとい、輝かがやきをまとい──雄お々おしい武人の骸へと。

　ただしどんなに瑞みず々みずしさアップでも、身体は骸のままだ。うん。

「助けてくださって、ありがとうございます」

　土老人は右に左に首を振ると、私の頭をこりこりと撫なでた。

　気け圧おされた様子で見ていた佐基さんが、私の横にやってきて、ぎくしゃくと種を差し出した。あ、そうだった。この土老人に種を渡わたさないと。

「これ、どうぞよろしくお願いします」
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　土老人は両手で大事そうに受け取った。そこはかとなく椰真ちゃん的で、かわいいような不気味なような。

　そのまま鳥居っぽい門のひとつに向かい、あっさり去ろうとする。

「待ったー！」

　私は急いで追いかけて、土老人の衣の裾すそを摑つかんだ。「なんぞな、娘むすめ？」と問うように飄ひよう然ぜんと振り向かれる。地の神様だからか、すごくおおらかな感じだ。私は安心して口を開いた。

「お願い、あります。私の緋ひ剣けんを助けてくれませんか。毒を飲んで、目覚めない二人がいるんです」

「緋ひ宮みや！」

　佐基さんは顔色を変え、やめなさい、って感じの声を上げた。私はちょっと振り向き、すぐに土老人へ視線を戻もどした。

「私の緋剣が持つ身分は、ひとつだけです。そのまま『緋剣』という身分だけ。……毒を飲んだ二人、無位って呼ばれているんです。ずっと辛つらい思いをしてきたから、なんとかしたくて。あっ、すっごく美人なんですよ、二人とも！　苦しそうな顔じゃなくて、笑っていたら、もっと美人だと思うんです」

　な、なにを訴うつたえているんだ私。

「あの、身分とか関係なく誰だれでも、幸せになりたいって望んで、いいですよね？　私、緋宮なんですけれど、こんなんで……でも努力を続けていれば、いいこと、あるかもって思いたくてですね。ええと、その。最初から世界規模というか国規模は難しいので、身近にいる大切な人から幸せにして、で、成功したら今度はその人たちの大切な人を幸せに、とランクアップして。そんな感じで小さな一歩から少しずつ手を広げる千里の道的計画を……」

　身み振ぶり手て振ぶりをまじえ、上手に説明しようとしたけれど、私ってばスピーチとか絶対向かないタイプだな、たぶん。

「ええい神様、たまにはサービスして、多めに慈じ悲ひをもたらしてみませんか！　私、たくさん感謝します。緋宮の権限を振りかざして特別に贔屓ひいきし、お供そなえ物も多くしちゃいますとも。お願い聞いてくれなかったら……毎日儀ぎ式しきして召しよう喚かんするんだから！」

　お願いというより実に卑ひ怯きような脅きよう迫はくの気がしたけれど、深いことは考えない。

　しばらくじいっと見下ろされたのち、また、こりこりと頭を撫でられた。

『やろう。地の王たる我の威いを』

　深い声が聞こえた。

『ぬし、よう似た、あの陽女ひめ神がみに』

　懐なつかしみ、喜ぶというよりも、悲しむような声音だった。

「そ、そうですか……？」

『小さき乙女おとめであった』

　いやあ、土老人さんの背丈からすれば、少なくとも九割の人間は小さく見えると思います。

『光り輝く、純真な女神。最後まで、愛いとしき者を信じておった。乙女の悲鳴を、今も忘れてはおらぬ。嵐あらしと変わり、地を揺ゆらしたあの悲痛な叫さけび』

「女神様の悲鳴？」

『ぬしは聞かせてくれるな。歴をどうか繰くり返すな』

　どう返答していいかわからず戸と惑まどっていると、なんと土老人は、うわああ、衣のなかに手を突つっ込み、自分のあばら骨をですね、ぽきっと折って私にくれた！

「大だい丈じよう夫ぶですか、痛くないですか！」

　おののきつつ問うと、ほんわり笑われた。ような気配。

『──ぬまごえが、よろしく、と』

「ぬまごえ様？」

　思いもよらぬ名前を聞き、驚おどろいた。ぬまごえ様とは、沼ぬまの神。まだ陽よう都とにくる前……緋宮になる運命なんて知らず、胡こ汀ていたちと山やま越ごえをしていたとき、密ひそかに知り合いになった神様だ。ちょっととぼけていて、蜜みつ葉は好き。

『地は、ぬしとともにあり。悲の門くぐり、世を、欲ほつせよ』

「世を」

『ことごと、欲ほつせ』

　土老人は袖そでを払はらって両りよう腕うでを大きく広げ、私めがけて突とつ進しんした。攻こう撃げきですか！

　私は直立したまま目をつむり、ぶつかる衝しよう撃げきに心臓を激しくさせた。

　が、いつまでたっても恐きよう怖ふの衝撃はこない。そのかわり、一いつ瞬しゆんの突とつ風ぷうに煽あおられて髪かみや衣がばたばたと勢いよく乱れた。怖こわ々ごわと目を開けば──土老人の姿はもうどこにもなかった。

「あれっ」

　どこいったの？　呆ぼう然ぜんとしている剣けん士しや胡汀、朝火さんの顔を見回す。

　満足そうにしている朝火さんとは対照的に、胡汀は、まるでなにかを失ったような、どこか茫ぼうとした表情で私を見ていた。







　五章







　椰や真まちゃんの指示のもとに、私は、土老人からもらったあばら骨を少し砕くだき、お湯に溶とかしてみた。それを、昏こん睡すい状態の白雨さんと伊織さんの口に含ふくませる。

　五分ほどはなんの変化もなくて、私は狼ろう狽ばいしながら祈き禱とう部屋を行ったり来たりした。

　さらに五分後。二人はほぼ同時に瞼まぶたを震ふるわせた。

「──緋宮？」

　二人はゆっくりと板いた敷じきから身を起こし、夢見心地ごこちな表情で私を見つめた。

　起きた……、ほんとに、二人とも、目を覚ましてくれた。夢じゃないよね？

「こら、緋宮！　おまえ、なにを！」

「な、なりません、俺に触さわっては！　お待ちを！」

　私は目を皿のようにして二人に異常がないか確かく認にんし、全身を隈くまなく触った。ええ、触らせてもらいました。どんなに抵てい抗こうされようとも、力ずくで。

　問題なしと胸むねを撫で下ろしたのは、およそ一時間後だ。全体的にぼさぼさになった二人は揃そろって顔を真っ赤にし、項うな垂だれている。このくらい、我が慢まんしてください。

「えへへ、おはようございます」

「……おはよう…、っておまえよくもこんな……、そも、ここは」

　白雨さんは怒おこるに怒れないっていう顔をすると、緩かん慢まんに視線を巡めぐらせた。記き憶おくがまだ定まっておらず、状じよう況きようをつかめていないようだ。それをいいことに、私は居直った。

「もう眠ねむっちゃダメですよ。緋宮として命じますからね」

「緋宮として……？」

　居い丈たけ高だかに言うと、二人は戸惑いの表情を見せた。

「そうです、緋宮として、緋剣の二人に命じるんです」

「──」

「私の、緋剣です。誰もが認める、護女の守護剣けん」

「それは、まさか」

　私は大きく一度、うなずいた。二人が息をのむのがわかった。

「九く支しさんが認めてくれました。私も緋剣も、これから帰き鼓こ廷ていで一緒に暮らせます。お二人、ずっと眠っていたんだから。そのあいだ、色々あって……」

「緋宮」

「うわあああんばかばか、今度勝手に毒を飲んだりしたら、私だって一いつ緒しよに飲む！」

　堪こらえようとしたのに、ダメだった。祈禱部屋の扉とびらを吹ふき飛ばす勢いで泣き出した私に、二人はおろおろと手を伸のばす。私は腹が立つのと嬉うれしいのとごちゃまぜになり、差し伸べられた二人の手を、痛くないくらいの力でぱしぱし叩たたいた。

「辛いこと、いっぱいあったんですから！　でもお二人がこのまま起きなかったらっていう不安、一番辛くて、なんで毒なんかっ、許さないんですからね！」

　弱りきった顔で固まる二人を、盛大に睨む。

「でも、ごめんなさい。私が悪くて、だから、ごめんなさい。お二人のこと、私、守るから、もう眠ったらダメ」

「緋宮……お許しを」

　伊織さんがしんみりと謝罪を口にした。私は許さないって意味で、そっぽを向いた。

　もう少し困らせてやろう。二度と毒を飲む気にならないくらい。

　私は三時間、ぶっ続けで泣いた。必死になって宥なだめてくれる二人のぬくもりに、こっそりと笑いながら。







　──そして。白雨さんたちの目覚めから、四日後。

　私と護剣士は日をずらし、一人ずつ秘ひ儀ぎを行った。

　これが正式な『緋ひ剣けん』の任命式となる。この儀式に、名前はない。あくまで緋宮と護剣士の運命を絡からめる儀、他ほかの人には伝えないものらしい。

　なんだか淫いん靡びで、濃のう密みつな儀式だった。

　場所は、緋ひ宮みやに与あたえられた離り宮きゆう内の小さな一室。

　五畳じようある程度で、窓は作られていない。天てん井じよう、床ゆか、四方の壁かべ、すべて赤い布で覆おおった部屋だ。調度類は、儀に必要な道具を置いた小机だけだった。

　日をずらして行うのには、理由がある。

「──痛いか？」

　私はその言葉に首を振ふった。最初の日に朝火さん、次に佐基さん、今日は、胡こ汀てい。円えん座ざに腰こし掛かけ、向き合っている。

　胡汀は部屋と同じく赤い衣ころもをまとい、顔にも一部、赤い化け粧しようをいれていた。もともと神秘的な顔立ちの人だけれど、こういう格好をすると、神憑ったように見える。

　今までに何度か「緋剣の力を得ていない」と聞いてきた。

　どうやって緋剣の力を渡わたすのか、他の剣士とどう違ちがうのか。謎なぞだった。

　その疑問が今、解けた。

「痛……」

　隼はや鉄てつで鍛きたえられた柄つかのない小刀で、手のひらを切り、血をにじませる。不思議なことにその傷は、ほとんど痛みをもたらさない。だけどその赤を見ると、なぜだか言わずにいられなかった。

　胡こ汀ていも私と同じように、自分の手に傷を付けた。

　私の手を取り、慎重に握にぎりしめる。互たがいの傷口を、すりあわせるように。

　胡汀が震えるように、忍しのびやかに、吐と息いきを落とした。眉まゆを寄せて、宙を睨む。

　ぞくぞくした。これは血の儀式だ。お互いの血を取り込み、交わらせる。

　そうすることで、深く深く結びつく。

　聖なる鉄を操あやつる護女、その神じん力りよくを血の契ちぎりによって「ただびと」たる緋剣に譲ゆずり渡す。夜になる頃ころには、私の傷はきれいに塞ふさがってしまう。

　けれど、緋剣たちのほうには残る。刺青いれずみをいれたみたいに、不思議な印と変わる。

「あ、あっ」

「痛いか」

　痛くはない。身体からだの奥でぞろりとなにかが動き、軽い酩めい酊てい感かんをもたらす。

　ぐらつく私の上体を引き寄せ、胡汀は胸にもたれかかるよう促うながした。私の髪を丁てい寧ねいに梳すく。片手は交わらせたままに。傷を作るために使った小刀が、視線の先で形を変えていく。一ひと振ふりの剣へと。刀身に、色気を放つ赤い花の図が刻まれていた。
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「──嫌いやな儀だ」

　ふと胡汀が呟つぶやいた。ずきりと胸が痛む。

「気持ち悪い……？」

「そういう意味ではない。ただ」

　ただ？

「我らにとって、残ざん酷こくな儀であると」

　我ら、のなかに私は含まれていない気がした。むしろ残酷なのが私であるというようだった。

「緋剣には、緋宮の果てるとき、嬉き々きと殉じゆん死しを願う者も多いという。事情を知らぬ者は、それを強要されたためだと恐おそれ、俺もまた、そう考えていたのだが」

「強要」

「違う。強要ではなかった、これは」

　胡こ汀ていを見上げる。すごくきれいな顔だ、と私は思った。

「これは、望むだろう。望まずにはいられぬだろう」

　胡汀？　どうしてそんなに、辛つらそうに。

「神とは、こうも無む惨ざんなほど、人を支配するものなのか」

　ぎゅっと強く手を交わらせ、こすりあわせる。やっぱり、ぞくぞくした。吐はく息も熱い。

「美いつくし女め神がみ。我が身は、神々に引き裂さかれる定めだと」

　神々に──。
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　それからのこと。

　案外親切な面があった九く支しさんは帰き鼓こ廷ていに私が慣れるまで、自由な時間をくれた。

「心の乱れが神力の乱れに繫つながるから、今は根をつめず、楽らく奪ばい月つきの儀までしばし安らかに過ごされよ」と。

　私はその言葉に喜び、遠えん慮りよなく帰鼓廷探たん索さくを始めた。

　護衛として、胡汀についてもらう。武道家気質かたぎな朝火さんは剣けん士しの教育で忙いそがしい、佐基さんはどちらかといえば剣士側ではなく神しん殿でん寄りで、こちらも多た忙ぼうっぽい。

　白雨さんと伊織さんは、とにかく毎日、稽けい古こ、教育、稽古、稽古。

　神力に優すぐれてはいない二人だけど、たぶん土老人がくれたあばら骨効果なんだろう。今は強い神気に包まれているって、九支さんが評していた。なんとかなりそう。

　胡汀と一緒に練武場へ行き、門柱から白雨さんたちを含めた剣士の稽古風景を覗き見していたときだった。

「緋宮？」

　背後から声をかけられ、私は飛び上がった。

「やっ、決して剣士さんたちのかっこよさに見とれていたわけじゃ……あっ穂ほ野のさん！」

「……」

　振り向くと、穂野さんを先頭に、十人ほどの剣士たちが立っていて、私の言い訳に遠い目をしていた。

「気高きはずの緋宮が、我らを覗き見……」

「ば、ばか、不敬だぞ。たとえ事実としてもだな」

「……おい胡こ汀てい、いいのか。仮にもソレは緋宮ではないか。なのに髪を鷲摑みにして引っ張るとは…」

「調教だ」

「いたっ、痛い、胡汀さん愛の鞭痛い、いたたたっ」

「……。あー、とりあえず、めしでも食いに行くか？」

　胡汀に教育的指導を受けつつ、私は剣士たちと一緒に善ぜん処どころへ向かった。胡汀と穂野さんのうまいめし、再びです。やった。

　それにしても剣士たち、私を結構好意的に受け入れてくれたのは嬉しいんですけど。なぜ私の前に賭台を置いてきらきらした目で見上げるんですか。緋宮として間違った敬われ方のような……まあいいか。

「あのう、ところで、伊織さんと白雨さんの様子は、その」

　勝利のこつをレクチャーしつつ、私は気になっていたことを尋ねた。

「──朝火様のご指導もあって、お二方は日に日にお強くなられているが」

　穂野さんが賭け札を持つ手をとめ、少しだけ複雑そうに答えた。

　ううん、以前のように表立っての排はい斥せきはないようだけれど、完全な和解には遠いのかな。

「だが、お二方は、緋宮と同じく、先日も江え房ふさの弔いに来てくださったな」

「えっ。白雨さんたちも？　というか私の隠密行動、筒抜け……」

「お二方は、恥じぬ緋剣となると、誓ってくださった」

　剣士たちが穏やかに私を見た。

「緋宮」

「はっ、はい？」

「まれびと神は、福をもたらすものと。まこと我が蒸む槻きに護りと恵みをくださるか？」

　穂野さんの言葉に、私は驚いた。それって、私にここにいてほしいという意味に聞こえる。

　私はぶわああっと破裂の勢いで涙を落とした。剣士たちが驚いて、のけぞった。

「阿呆鳥め。緋宮なのだから、不細工な泣き顔を剣士に見せるな」

「ぶさ……、暴君様め…」

　胡汀が、涙で過激なブサ顔となった私に腕を伸ばした。剣士たちの視線から隠すように私を引き寄せ、涙を拭いてくれる。

　沈黙のなか、ふと笑い声が漏れた。

「そうかそうか。やはり胡こ汀ていのほうが強く惹かれていると。緋ひ宮みやだものな」

「穂ほ野の、うるさい」

　剣士たちが次々に胡汀をからかい始める。

　なごやかな空気を肌で感じて、私は嬉しくなった。きっと少しずつ変えていける。







　けれどもまだ、夜明けは遠い。最後の波乱の芽が顔を出したのは、八日目のことだった。

　私は神殿の「木き音ねの室」に一人でくるよう、九く支しさんに呼び出された。

　そこはいわば神巫かんなぎたちの会議室で、円えん卓たくの騎き士しよろしく丸い石のテーブルが置かれていた。

「緋宮、お呼び立てしてすまぬが」

　切り株椅い子すに座ると、九支さんが卓たくの上で両の手のひらを合わせ、怜れい悧りな目を向けてきた。

「いえ、あの、私にだけ、内ない緒しよのお話ですか？」

「かしこみ申し上げる。いま緋宮は、胡汀のみを連れ回しているな」

「は、はい。でも、ほかの剣士たちとも会ってます」

「神巫たちから、報告があがっている」

　報告？　なんだか雲行きが怪あやしい。

「当分は胡汀を下がらせ、そうだな、白雨を護衛につけられたほうがいい」

「白雨さん？　どうして胡汀はだめなの？　って、白雨さんは、その」

　九支さんは、こつんと指先を卓に打ち付けた。

「白雨の身分は、貴人に戻もどった」

「ええ!?　どうして、いつ、どこで！」

　思い出した、もともとは貴人で、お父さんたちの策略にはまり、身分をなくしたんだっけ。

「白雨の実父は、緋ひ剣けんの話を聞きつけ、身分の改かい訂ていを申し出たと。帰き鼓こ廷てい的には、悪くない出来事だ。貴人から遊女へ、そしてまた貴人へ。神巫たちが好む、蘇よみがえりのすべと似ている。もともとの位が、貴人であったということがむろん、肝かん要ようだが」

「うーん、すごい話ですね……」

「ゆえに、白雨はもはや問題ではない。次に伊織だが」

　どんどん不ふ吉きつな予感が増していく。

「犀さい鬼きの者ではと不平を申し立てる神巫もいたが。こちらは私が説明しておいた」

「説明……？」

　九支さんは、記き憶おくを掘ほり起こすように虚こ空くうへ視線を投げた。

「なぜ緋宮が、犀鬼の男を緋剣として指名されたか。それは民たみの怒いかりと恐れをなだめるためと。月日のごとに天災のみならず、集落を襲うけだもの、あやかしどもの数も増えている。女が奪われ、けだものの子を産み捨てる。その穢けがれし子が、さらに集落を襲う。界は弱まるばかり。そしてこたびの、先代の身み籠ごもり。災わざわいが途と切ぎれぬ。田園はやせ細り、実りが遠い。蒸む槻きの困こん窮きゆうは目前だ。これでは各地、反乱が起きる。だからこその、無位の指名、とな」

　私は驚おどろいた。九く支しさんが言ったような、高こう尚しような理由が自分のなかにあったわけじゃない。ただただ、虐しいたげられるばかりの彼らに毎日、あたたかな日の下で笑ってほしかったからだ。

「緋宮、なぜ神巫かんなぎどもが騒さわぎ始めたか、おわかりか」

「それは……私が緋宮であることを認めたくなくて」

「よくお考えを。すでに我ら、あなたを緋宮と受け入れている」

「えっ、神巫さんたちも本当に、私を緋宮って」

「強き者が護女となるべき。個の性質よりも、女神の神じん力りよくをどれほど引き出せるか、どれほどの恵めぐみを蒸槻に与あたえられるか。緋宮は、宣通りにおのれの願いを貫つらぬき、地を動かした。架か々が裏りを超こえる確かな神力。なれども、人とはたやすくない。これまではその異質さが忌き避ひされていたが、今はその華はな々ばなしさが畏い怖ふを呼ぶ」

　そんな勝手な話。どうであっても批判したいってことじゃないか。

「しかしその畏怖は、緋宮である、と認めたうえでのこと。あなたはこれより、緋宮として慎しん重ちように過ごされねば」

「緋宮として……？」

「緋宮はすでに、人の域を超こえられた。ゆえにもはや、緋宮ご自身が妬ねたみの的とはならぬはず。だが」

　護剣士は違ちがうって意味？　だから攻こう撃げきしやすい伊織さんが標的にされた？

「違う。最たる標的は、胡こ汀てい」

「どうして！」

　胡汀が一番、受け入れられていたはずじゃないか！

「男遊びのやまぬ護女とな。四六時中侍はべらし、愛めでているのだと」

「な、なんだってー！」

「そう噂うわさが立っている」

「私と胡汀が!?」

　私が、男遊び！　めまいがしそうな噂だよそれ！

「命の恩人だと聞いたが。緋宮、胡汀に寵ちようを集中させてはならぬ」

「寵……って！」

「新しん暦れきが始まったばかり。特定の者が女め神がみの情を独どく占せんするようなことがあってはならぬ。たとえ恋こい焦こがれているのだとしても、ならぬこと。示しがつかぬ以上に、災いを呼ぶ。緋宮はまだ、帰き鼓こ廷ていでの権力を確かにしてはおらぬのだ」

　半はん端ぱなく驚いた。頭の中が真っ白だ。

「今、無理を通せば、胡こ汀ていの立場も悪化しよう」

「そんな……そんな馬鹿な、ことって」

「任をとくべき、という批判まであがっているのだよ、緋宮」

　息がとまりそう。心臓もとまりそう！

「緋宮を惑まどわし、操あやつろうとしているとまで」

「違ちがうっ、ひどいよ！　胡汀はそんな人じゃない！」

「人となりなど、三者三様の受け止め方がある。故意にねじ曲げる者もいる。あなたと胡汀の親しさを、うがって見る者も。胡汀もまた、自覚が足りぬ。あなたは、緋宮なのだ。軽々しく触ふれてはならぬ。人前で御み名なを呼んではならぬ」

　……つついたり、雑草摑みとか、そのこと言っている？　そんなの、ちょっとバイオレンスなスキンシップじゃないか、誰だれにも迷めい惑わくかけていないのに。

　無実がたやすく大罪に化ける、とても極きよく端たんで残ざん酷こくな世界だ。私は緋宮の任を受けたばかりで、祇ぎ官かんたちをまだ掌しよう握あくできていない。まだこんなにも見下されている。

　もしかすると、決定権の在あり処かを祇官たちは明らかにしようとしているのか。私へは譲ゆずらないと。それとも、まだ架か々が裏りさんの力が残っているの？

「江え房ふさと同じ道を辿たどらせてよいのか？」

「──!?」

　私の行動ひとつで、胡汀を地じ獄ごくに突つき落とすって意味？

　こんな馬鹿な話って、ないよ！

「胡汀と不穏処へ行かれたそうだな、緋宮。あなた方を狙ねらう者がいたようだ。幸いそれは、朝火が事前に突き止め、処断したとのこと。あなたは知るまい」

　知らない。初耳だ。朝火さんからなにも聞いていない。意図的に、伏ふせられているんだ。

　私が緋宮として処しよ罰ばつできないと、そう判断されてだ。

　自分の弱さが災いを招き、自分の頼たよりなさが大事な情報を遠ざけている。

「よくお聞きなさい。あなたは歴々の緋宮とずいぶん質を異にする。この私にも躊躇ためらいを与えるほどに、幼くあられるようだ」

　自分でもよくわかっている。こっちの人たちと比べて、いかに自分が役立たずなのか。

「それはまさに、神の質だ。幼き者に、神は宿る」

　佐基さんも似たようなことを言っていなかっただろうか。

「緋宮。人は絶えず、他者を羨うらやむものだ。目があり、耳があり、口があり、手がある限り。死を呼ぶほどに、羨むのだ」

「九く支しさん……？」

「刃は物ものは悪人だけが持つとは限らぬ。その刃やいばを握にぎる者は誰なのか、よく見られよ。いったい誰が、神巫かんなぎたちをけしかけたのか」

　ふと思った。──そういえば、あの人の姿を、最近見ていない。

　まさかと思う。違う、考え過ぎだ。そんな残酷なことをする人じゃない。

　会わないと。

　いや、あの人に会う前に、架か々が裏りさんと話がしたい。




　そして真夜中。私は残酷な真実を目にした。
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　翌日。私は、定位置になりかけていたのっぽ亭ていに来ていた。

「緋宮」

　優やさしい声がした。私は視線を、階きざはしの下へと向けた。

「なぜ、急に私をお召めしくださったのですか。いけません緋宮。お一人でこちらに来られたのですね。護衛を連れずに行動されては、御おん身みに危険が」

「襲しゆう撃げき者が襲おそいにくるかもしれないからですか？」

　私の静かな問いかけに、その人は長い階の途と中ちゆうで足をとめた。控ひかえめな物もの腰ごしの、私の緋ひ剣けん。

「佐基さん──どうして？」

「……なにを？」

　私は悲しい気持ちで佐基さんを見つめた。

　やっぱり佐基さんも、私がとろくて頼りないから、見限ったのかな。

　架々裏さんのように振ふる舞まえば、皆みな、耳を傾かたむけてくれるのか。深呼吸し、こくっと喉のどを鳴らしたあと、私はなるべく冷れい徹てつな口調を心がけた。

「私を最初に襲った江え房ふささん、そして土老人さんを呼んだときに対立した剣けん士したち、その人たちは皆、架々裏さんの息がかかった人たちでした。だから朝火さんが処断したっていう人たちも、最初は架々裏さんが裏で手を引いているのかなって思ったんです」

「朝火が処断とは？」

「……胡汀と一いつ緒しよに不ふ穏おん処どころに行ったとき、命を狙う人がいたって。佐基さん、ご存知ですよね？」

　佐基さんは力なく視線をさまよわせた。

「私、椰真ちゃんに頼たのんで、昨日の夜中、こっそり架々裏さんのもとへ運んでもらったんです。一度、きちんと話し合うべきだと思って。帰き鼓こ廷ていの牢ろう獄ごくに囚とらわれているのかと思ったら、違ったんですね。帝みかどさんの住む区画の牢獄にいたなんて。でも、会うのは結局やめたんです。だってそこに……、佐基さんがいたから」

「──」

　佐基さんは、はっきりと顔をこわばらせた。

「やっぱり架か々が裏りさんのほうが緋ひ宮みやにふさわしいと思って、私を殺すよう襲撃者に命じたんですか。神巫かんなぎさんたちにも、私の評価を落として力を削そぐために、味方の胡こ汀ていをまず排はい除じよするよう呼びかけて」

「──なぜですか！」

　佐基さんは突とつ然ぜん声を荒あらげ、私の下まで来ると、投げやりにも見える動作で跪ひざまずいた。

「なぜ遊女や無位の者を護剣士に！　なぜ神巫たちを認めてはくださらない。なぜ私の言だけは聞いてくださらぬのですか！」

　私は、瞬まばたきを忘れて佐基さんを見た。

「白雨たちがあなたの剣けんになれるとでも。絶えず怨うらみに満ちた者たちではないですか。すぐに心を悪あしくし、浅はかな邪じや念ねんを募つのらせて、あなたを裏切るでしょう。胡汀はあなたを保護している、けれどそこまで徹てつ底てい的にあなたを求める理由は!?　あなたを純じゆん粋すいにお護まもりする者は彼らではない！　きっと後こう悔かいなさる、彼らを緋剣にすれば。どうしてご理解いただけない！」

　私はもしかすると大事なことを、見過ごしてきたんじゃ──。

「あなたを排はい斥せきしようとしていた神巫たちの説得を続けてきたのは、私です。神巫のなかから緋剣を選べば、あなたはもっと早く受け入れられていた。白雨たちの救いだけが大事なのですか、私を指名しながらそのあいだ、思い出してくださったことは!?」

　無意識に、口元を覆おおった。

　何度も何度も、佐基さんにはとめられたりお願いをされてきた気がする。そのたび私は否定し、自分の意志を優先した。佐基さんがなにを考えているかなんて想像もせず。

「まるで、いない者のようです。一度は私のものとおっしゃったのに、その後、私を見てくださったことは？」

「さ、佐基さん」

　本来は五人の剣士が日常面でも私の護衛につく。でも佐基さんと朝火さんはずっと多た忙ぼうで、私のそばにはあまりいられなかった。

　架々裏さんの後始末があったためだ。帝側からの要求、貴人たちからの批判。右も左もわからない私を矢や面おもてに立たせることはできず、代わりに佐基さんたちが対応してくれた。

　すごく責められたはずだ。とくに佐基さんは、自分の屋や敷しきに私を匿かくまってくれた。

　佐基さんは、私以上に精神的に参っていたんだ。

　罰ばつしてほしいとまで言っていた。そうしてまで、私に気づいてほしかったんじゃないの。

　無責任な私に失望し、次し第だいに先代の架々裏さんのことを思い出すようになった。魔まが差し、彼女のところへ足を向け、そして──私を緋宮の位から追放しろ、祇官や剣士たちに排斥するよう呼びかけろ、という誘ゆう惑わくに屈くつしてしまったのでは。

「緋宮としてのつとめを果たすとおっしゃったはず。神巫たちと和解してくださると。それからすべての剣を手に取ってくださるとも！」

　悲痛な色の糾弾に、私は返答できなかった。あのとき、もっと真剣に佐基さんの言葉の意味を考えるべきだったのに、口先だけで軽く約束してしまった。重みのない、中途半端な私の態度が原因じゃないか。

「先代の手先ではないかと、私を心の底では疑っておられた？　私と親しくなるそぶりをして、探さぐりをいれていたのですか。だが、そうではないと知って興味を失われた？　私はもはや不要ですか、ならば真に架か々が裏り様の僕しもべへと戻もどるよりないのでは!?　私だとて護女に目されていたこともあったのです、我が一族は女め神がみの血筋のはず、皆、高き神じん力りよくをもって生まれた私に期待を寄せていた、なれども天つ神は私に女神の血を見いださない、私を顧かえりみてはくださらない、架々裏様は私の心を拾ってくださった、なのにあなたは！　悪しき者しか呼んではくれぬ、美しき者は私を選ばぬ！」

　佐基さんが両手で顔をおさえた。皮ひ膚ふを裂さくように、爪つめを立てて。

　信じたくなかった、佐基さんが、刃だったんだ。そうさせたのは、私。

「あの日は私のものとおっしゃったのに、一度は見てくださったのに!!」

「ごめんなさい……！」

　手を伸のばし、佐基さんに触ふれようとした。だけども刀を弾はじくように、振り払はらわれた。

　私以上に、佐基さんが自分の行動に愕がく然ぜんとした。

「あ……」

「不要なんかじゃない、私が馬ば鹿かだったんです。佐基さんの優しさに甘えていたんです。私の味方だから大だい丈じよう夫ぶ、なんでも許してくれると勝手に思い込んで、ほかのことなんか考えもしなかったんです。踏ふみにじっていたなんて気づかなかった、名前を呼んだら笑いかけてくれるって疑いもしていなかったんです……！」

　人間だったら、いつでも笑っていられるはずがない。些さ細さいなことで、心をおかしくする。

　胡こ汀ていが言っていたじゃないか、人は疑う生き物だ、だから何度でも確かめたがる。心に何度でも触れたがるって。一度ですむものじゃないのに、私ってどうしてこんなに、馬鹿なの！

「ごめんなさい！」

「緋宮、おやめください、違ちがうのです、私はなんてことを」

　声を上げて泣きそうになる。必死に口を覆って、嗚お咽えつを堪こらえる。

　佐基さんは糸が切れたようにへたり込み、呆ぼう然ぜんと私を見た。

「ああ、違う、こんなはずでは、私は、ただ」

「佐基さん、ごめんなさい、ごめんなさい」

「違う──こんなはずでは」
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　佐基さんが、緋剣の任を降りた。同時に、牢獄から架々裏さんの姿が消えた。

　逃とう亡ぼうの手助けをしたのは佐基さんだと噂うわさされた。彼女もまた、行方ゆくえ知れずとなったからだ。

「それで、緋宮？　あなたは今後、神巫かんなぎの言いなりになると？」

　先ほど、九支さんが、私の宮に訪おとずれた。

　私は宮勤めの神かみ女めたちを下がらせ、庭園の池にかかる月橋の上で九く支しさんと並んだ。

「言いなり」

「神巫たちは、闇やみ雲くもに佐基の言を聞き入れたのではない。緋宮が力を蓄たくわえる前に、鼻っ柱を折るつもりで緋剣を攻こう撃げきしたのだよ。手た綱づなを握にぎれば今後、いいように転がせるとな。そも、私が胡こ汀ていを認めたとき、なぜ神巫たちも従順に認めたと思われる。こういった日のために違いない。油断させ、のちに苦境に追いやるため、あえて見み逃のがしただけのこと」

「九支さん、あなたは一応、神巫さんたちの統とう率そつ者じゃ……」

「我は護女を導く者。それだけのこと。むろん、初めは緋宮を排はいそうとは思ったが」

「そ、そうですか」

「私はもっと、愛くるしい姿の娘むすめがよいのだから」

「すみませ……はい？」

　今極きわめて自然に、個人的な好みのタイプを口にしませんでしたか。って娘？　あのう九支さん、あなたも女性なんじゃ。

「誤解をされているようだ。私は神力を得るために──神の器うつわに近づくために、男の性を取り払った」

「取り払……えっ？　男の性？」

　まさかそれ。昔の中国でいうところの宦かん官がん、みたいな感じなんですか!?

　平然と扇おうぎを煽あおいでいる九支さんの全身を、思わず上から下へとじっくり眺ながめそうになった。いや、不思議な雰ふん囲い気きの人だとは思っていましたが、どう反応していいんですか、私。

「とぼけておらぬで、いかがなさる」

「は、はい、ごめんなさい。色々と衝しよう撃げきが、や、そのですね──言いなりには、なりません」

　少し面おも白しろそうに九支さんは私を見た。

「こんな私じゃだめなんだと思いました。立派にならないといけないって何度も思いました。神こう々ごうしく、強く、誰だれもがひれ伏ふすような……架か々が裏りさんのような権力者になるほうがいいって。だけど」

　佐基さんの本心を聞いたとき、違うんじゃないか、と気づいた。

「そう考えていた私の阿あ呆ほさが、佐基さんを追いつめました。胡汀を傷つけました。白雨さんや伊織さんを、苦しめました。人の真似をするんじゃなく、自分の力で困難を切り開いていくべきだったんですね。だから、私は、この私のままに成長し、佐基さんを取り戻したいです。別人のようにはなりません、神々しくも強くも見えず、きれいでもありませんが」

　ふいに、あの夜を思い出す。孤こ独どくな雪の夜。

「だが、緋ひ宮みや、おわかりか？　皆みなが疑心を抱いだくのは、あなたが心を二つに裂いているからでもある」

　九く支しさんがなにを言いたいのかわかった。

　どっちつかずだった。いつか帰る日まで、ここで頑がん張ばる。そういうずるい考えでいた。

　両方とも手に入れようとして、だからとても不誠実になり、皆をなおさら不安にさせたんだ。

「心を、ひとつに」

　覚かく悟ごを決める。取り返しがつかないほどいろんな人を傷つけた責任を取るために。

　死んでしまった江え房ふささん、消えてしまった佐基さん。

　忘れて生きていくことなんか、できない。今、逃にげ出して、見ない振ふりをすれば、私はいつか自分自身に耐たえきれなくなる。

　故郷を捨てるわけじゃない。家族や友人たちを嫌きらいになったわけでもない。

　だけども、ごめんなさい。

　もう一度だけ会いたい。会えるのなら、顔を切り刻まれてもかまわない。彼らの手を握って、ただ「大好きだ」と伝えたい。

　身体からだがばらばらになりそうなくらい辛くても、私はその、大好きな人たちと歩む未来に、背を向ける。

「お母さん、お父さん」

　どうか私を、忘れてほしい。一日でも早く、悲しまずにすむように。

「──緋宮」

　目を閉とざせばいつでも蘇よみがえる笑え顔がお。明日も、あさっても、鮮あざやかに思い出せるはず。そうするたびに心が涙なみだに沈しずむだろう。

　私は、へらりと九支さんに笑いかけた。

「こんな馬鹿な私だから、これからもきっと皆さん、何度も疑って、腹を立てて、呆あきれますね。それでも諦あきらめません。私は賭かけに強いんです、泣いて逃げてもしぶとく舞まい戻って戦います。それで、渋しぶ々しぶでも皆さんに認めてもらって、毎日毎日……、足の踏み場もなくなるくらい幸せをばらまいてみせるんだから！」

　九支さんは、扇を煽ぐ手をとめて、驚おどろきを見せた。

「隅すみ々ずみまで守ってみせる。胡こ汀ていや、剣けん士しさんたちが、命をかけて守ってくれたように。私、皆さんに生かされたんだもの。だからこの先……、毎日、憎にくまれ、罵ののしられ、見捨てられたとしても。私が見捨てることはありません。緋宮として、誓ちかいます」

「緋宮」

　目を転じれば、久く遠おんを思わせる幽ゆう玄げんの世界。碧へき空くうには雲たなびき、陽ひを浴びた金色の鳥が渡わたる。山々の稜りよう線せんは霞かすみに濁にごり、緑は深く匂におい立つ。

「隅々まで、心から愛いとしみます、きっと。九支さん、どうか、力を貸してくれますか」

「──我らが女め神がみ、蒸む槻きをどうか、よろしくお望みくだされよ」
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　九く支しさんが私のもとに訪れたのは、ただ世間話をするためだけじゃなかった。

「緋ひ剣けんの指名？」

「さような。佐基が任を降りた。佐基を取り戻もどしたいと願う緋宮の思いは貴たつときものだが、目の前には火か々かの月。代だい替がわりを果たしたばかりで緋剣が欠けていれば、皆に不安を抱かせる。緋宮が儀ぎをなさるあいだ、緋剣は関門を守る任につく。ゆえに緋剣を揃そろえられよ」

　九支さんはそう言ったけれど、どこか表情が苦々しかった。

「なにかほかに、理由が？」

「先代の身み籠ごもりがな」

　憂ゆう鬱うつそうに吐と息いきを落とすと、説明を続けた。

「緋宮の任にあるなかで子を孕はらんだというためしは、未いまだかつてなきこと。こればかりは、我ら帰き鼓こ廷ていの内でおさめることは許されぬ」

「と、帝みかどさん側から、脅おどされたとか……」

「緋宮、まったくの無知、無能かと思ったが、ときには聡さとくあられるな」

　もしもし九支さん、あなた様もだんだんと私に対して遠えん慮りよというか容よう赦しやがなくなりつつありませんか。

「本来ならば、外界の干かん渉しようなど歯し牙がにもかけぬのだが──」

「そうは許されぬ」

　突とつ然ぜん、第三の声が割り込んできた。

　私は驚き、声のほうへ顔を向けて、目をぱちくりとさせた。

「司し義ぎさん……？」

「無礼な。我らが君の御み名なを気安く呼ばわるか」

　司義さんと、彼に従っていた二人の剣士がいた。だけど今、彼らは剣士の衣い装しようではなく、貴人的な衣ころもをまとっている。かなり上等な衣だ。

　いや、問題はそこじゃない。緋宮の暮らす宮に、緋剣ではない一いつ般ぱん剣けん士しが堂々と入ってこれるはずがない。

　刺し客かく？　架か々が裏りさんがまた？

　私はとっさに九支さんの前に飛び出し、両手を広げた。緋宮、と九支さんが戸と惑まどいの声を上げた。

「誰ですか、あなたたちは」

「──緋宮が、九支を守られるのか？　あなたはやはり変わっておられるな」

「誰ですか」

　司し義ぎさんの柔やわらかな声を遮さえぎるようにして私が再度、強く言うと、従者的な二人が眉まゆをひそめた。

「私の話をしていたのでは？」

「司義さんの？」

「司義、というのは幼名。今は、俱く七な帝てい、と呼ばれている」

「くなてい……？」

「緋宮。この方は帝であられる」

　九支さんの渋しぶくて苦い声に、私はぎょっとした。

「帝？　帝さん!?　えええ！　でっ、でも剣士さんたちと一いつ緒しよにいましたよね！　それで賭と博ばくして皆から貨か幣へいを巻き上げ……いえっ九支さんなんでもありません！」

　つい暴ばく露ろしかけて、九支さんから冷たい視線をちょうだいしてしまった。

　司義さん……まさかの帝、俱七帝は苦く笑しようしている。

「こちらへは、偵てい察さつに。互たがいの領域は侵おかさぬというが、密みつ偵ていは暗あん黙もくのうちに潜ひそませるものだ。だが私は、先代の不始末の真相を解明するよりも、まれびと女神をこの目で見たいと」

　えっ目的、私？

「それで、どちらを緋剣となさると？」

　九支さんが、俱七帝さんを睨にらみながらそう言った。どちらを緋剣って…？

　俱七帝さんは上品に微笑ほほえみ、自分の左後方に控ひかえている、白雨さん的にさらさらロングな灰色の髪かみの青年へと顔を向けた。いや、私と同年代かもしれない。白雨さんたちとは違ちがう種類の、気位の高さからくる硬こう質しつな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

「我が異父兄弟の、未み不ふ嶺ねを緋剣となさい」

　──どういうこと。

「これ以上の凶きよう事じを招かぬために」

　見張るってこと。俱七帝の異父兄弟を緋剣にして？

　私は俱七帝と、みふね、って呼ばれた少年を見比べた。あまり似ていない二人だ。俱七帝は、そう、あの美び獣じゆう様……遠とお凪なぎさんとのほうが似ている。俱七帝に対する印象が少しだけ変わった。たやさぬ微び笑しようは、ただ穏おだやかなだけじゃない。底の知れないなにかがある。

　未不嶺さんは、私をはっきり見下し、薄うすく冷笑を作った。

「緋宮。そういえば。あなたの緋剣が二人、宮の正門の前にいた。諍いさかいの気が見えたが」

「えっ」

　観察の意思を憂ゆう慮りよの顔の下に隠して、俱七帝はそう言った。

　未不嶺さんの件をうやむやにしといて押し通そうとしているのがわかったけれど、諍いの気、という物ぶつ騒そうな言葉を無視できない。

　私はじれじれと皆みなを見回し、乱雑な動作で頭を下げた。

「すみません、ちょっと見てきます！」

　了りよう承しようを得ずにきびすを返し、急いで正門へと向かう。

　俱く七な帝ていの言葉は、噓うそじゃなかった。

　鳥居に似た造りの正門の脇わきに、緋剣の衣装をまとった胡こ汀ていと白雨さんがいた。

「──だからおまえ、しばし宮には近づくな」

「命じられるいわれはない」

「緋ひ宮みやの悪評を広げたいか。男遊びがやまないと」

「白雨、おまえ、どういうつもりだ？」

「男が嫌きらい。緋宮に近づく男は、もっと嫌い──寵ちようを独どく占せんする男など、切り捨ててやりたい」

　私がそばまで来たのにも気づかず、二人は今にも剣けんを抜ぬきそうなぴりぴりした空気のなかで、にらみ合った。

「知夏をどうする気だ。野心のために利用するとでも？」

「利用？　侮ぶ辱じよくしてくれるものだ。緋剣が、緋宮を虐しいたげるはずがない。それよりも胡汀。緋宮の名を軽々しく呼ぶな」

「──」

「糞くそのような父だが、ひとつくらいは役に立つ。私は身分を取り戻し、貴人として蘇よみがえった。いまや、おまえと対等だ。緋剣として不足はない。下がれ、胡汀」

　白雨さんの発言に、私は耳を疑った。これってつまり……、どういう会話？

「興味深いことだ」

　や、興味深いというよりも殺さつ伐ばつとしたこの雰囲気……って俱七帝ー!?

　ぎょっとして振ふり向くと、あとをついてきたらしい俱七帝と、未不嶺さんたちが私の後ろにいた。さすがにここまでぞろぞろと人が集まれば、口論に意識を集中させていた胡汀たちだって気配に感づく。

「遊女に、犀さい鬼きの男。見通せぬ神じん力りよくの鉄てつ狩がり師し。なんとも多た彩さいな緋剣たち。彼らを振るうのは、めずらかな、まれびと女神であるという」

　俱七帝は二人に目を向けると、なにかを試すように私の手を取った。

　途と端たん、胡汀たちが鋭するどい顔つきになり、腰こしに差している剣の柄つかに手を置いた。合わせたように未み不ふ嶺ねさんたちが同じ動きを取り、対峙する。

「まこと興味深い。緋剣とは、私にさえも牙きばをむく」

　知夏、あなたはとても面おも白しろい、と俱七帝は美しく微笑んだ。
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　くけ、と椰や真まちゃんが首を傾かしげた。

「椰真ちゃん、静かに！　胡こ汀てい起きちゃう」

　私は慌あわてて手をぱたぱたさせた。時刻は深夜。場所は、胡汀の眠ねむる部屋。

　椰真ちゃんに協力を仰あおいで、堂々の不法侵しん入にゆうだ。

　この世界、防犯設備があんまり整ととのっていなくて助かった。窓から簡単に侵入できる。

　胡汀は板いた敷じき式の寝しん台だいで、よく寝ねていた。

　……噓。狸たぬき寝ね入いりしているの、知ってる。だけど、私は指し摘てきしないし、胡汀も決して瞼まぶたを開かない。目を合わせてしまえば、普ふ通つう通りに振る舞まえなくなるからだ。

「緋宮は、蒸む槻きのものだけど」

　知夏は、ずっと胡汀の鳥だ。

「私、帰らない。ずっとここにいる。それで、緋宮として立派にお役目を果たせたら……、胡汀、また私のこと、バイオレンスに飼ってくれる？」

　ふと朝火さんの言葉が思い出された。今の私が、一人の人間として愛されるはずが──。

「信じてる」

　胡汀は、裏切ったりしない。そうだよね？

　胡汀の頭の側そばに、花を一輪、置いておく。鉄花ではなく普通の野花だ。

「私の帰巣本能、ただごとじゃないんですから。毎夜、通っちゃうもんね……」

「くき」

「戻もどろう、椰真ちゃん」

　百夜通いどころか、千夜通いもやる覚かく悟ごで、私は椰真ちゃんと部屋を出た。

　これから、楽らく奪ばい月つきがやってくる。

　天てん祖そ陽女ひめ神がみの加護なき季節、一種を除き、あらゆる花が枯かれる月。

　嵐あらしの季節が、やってくる。







　あとがき







　『花神遊戯伝』２巻を手に取ってくださり、ありがとうございます。糸森環です。

　本編内で名前のみちらりと出てくる、ぬまごえ。このキャラクターは「プレミアム・ザ・ビーンズVOL.2」で書かせていただきました短編に登場しています。

　今回も担当者様には大変お世話になりました。いつも優しく導いてくださって、日々感謝しております。今後ともどうぞよろしくお願い致いたします。編集部の皆みな様さまにも、大きな感謝を。

　鳴なる海みゆき様。魅み力りよく溢あふれるイラスト、ありがとうございます。担当していただけて幸せです。

　また、支えてくれた家族やこの本の出版にあたってご尽じん力りよくくださった方々、ありがとうございます。

　そして読者様方。小説を読んでいただけること、とても嬉うれしく思います。心よりお礼申し上げます。

　この２巻、楽しんでいただけるものであればいいなと思います。





糸森　環　　



















イラスト／鳴海ゆき











花はな神がみ遊ゆう戯ぎ伝でん




よろしく響ひびけ、この異い世せ界かい








糸いと森もり 環たまき
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